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はじめに
本書の見かた

 ■ マークについて
取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負うおそれのある警告事
項が書かれています。安全に使用していただくために、かならずこの
警告事項をお守りください。

取り扱いを誤った場合に、傷害を負うおそれや物的損害が発生するお
それのある注意事項が書かれています。安全に使用していただくため
に、かならずこの注意事項をお守りください。

守っていただきたい重要事項が書かれています。製品の故障・損傷や
誤った操作を防ぐために、かならずお読みください。

操作の参考になることや補足説明が書かれています。

 ■ 記載について
• 本書の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。
• 本書の内容については、将来予告なしに変更される場合があります。
•  本書は内容について万全を期していますが、万一不審な点や誤り、記載もれなどでお気
づきの点がございましたら、お客様相談センターまでご連絡ください。

•  本書では、Windows 10を使用する環境を例に記載しています。ご使用の OSによって
は表示画面や操作手順が一部異なる場合があります。

 ■ 略称について
• Microsoft Windows 11 日本語版をWindows 11 と表記しています。
• Microsoft Windows 10 日本語版をWindows 10と表記しています。
• Microsoft Windows をWindows と表記しています。

商標について

• Canon、Canon ロゴは、キヤノン株式会社の商標です。
•  Microsoft、Windows は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ
る登録商標または商標です。
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•  Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, INC.が所有する登録商標であ
り、キヤノンファインテックニスカはこれらのマークをライセンスに基づいて使用して
います。

• エネループおよび eneloopはパナソニックグループの登録商標です。
• その他、本書に記載されている会社名、商品名は各社の登録商標または商標です。

本体製品名称について
•  本製品は、販売されている地域の安全規制に従って、以下の（）の名称で登録されてい
ることがあります。
MK5000（ PR-TP002）

安全データシートについて
•  化学製品を安全かつ適切に取扱っていただくために、本製品で使用するインクリボンに
含まれる物質名やその危険有害性情報、取扱上の注意、環境への影響などに関する情報
を記載しています。

•  安全データーシート（ SDS）は、その内容が変更される場合があります。最新版はキヤノ
ンホームページ（ canon.jp/ecology）にて提供しております。あわせてご確認ください。

使用済み製品および電池の廃棄について
• 使用済み製品（ 本体、オプション、消耗品）は、以下に従って処分してください。
企業でお使いの場合：
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」に従って処分してください。
一般家庭でお使いの場合：
地域の条例に従って処分してください。

•  本体を廃棄するときは、電池を取り外してください。また、使い終わった電池は以下に
従って処分してください。
企業でお使いの場合：
端子部分をビニールテープ等で絶縁して、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物
処理法）」に従って処分してください。
一般家庭でお使いの場合：
端子部分をビニールテープ等で絶縁して、リサイクル協力店にある充電式電池回収 BOX 

に入れてください。リサイクル協力店については、電池をご購入いただいた販売店また
は一般社団法人 JBRC（jbrc.com/）までお問い合わせください。

http://canon.jp/ecology
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 各部の名称
 外観

 ■  上面

1 2

3

4

5

1  キーボード

2  カバー

3  電源キー

4  ACアダプター接続部

5   USBケーブル接続部
（タイプ B）

 ■  底面

1

2

3

1  電池カバー

2  電池ケース

3  定格銘板 *

* 定格銘板には、製造者、モデル名、
 電気定格が記載されています。
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 内部

2

3

4

5

6

7
8

10

11

9

1

12

13

14

1  チューブウォーマー接続部

2  アタッチメント /印字媒体カセッ
トセット部

3   挿入口（アタッチメント装着時）

4  ディスプレイ

5 リボンカセットセット部

6  搬送ローラー 1

7  印字ヘッド

8 搬送ローラー 2

9 搬送ローラー 3

10  インクリボン接続部

11  カッター

12  排出口

13  カッター受け台

14  ジャム解除レバー
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 チューブアタッチメント

3

1 2 1  サイズ切り替えレバー

2  チューブ押さえレバー

3  クリーナー
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 キーの名称とはたらき
1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14 15 16 17 18 199

20212223242526272829

1  ［ページ表示］キー 現在表示しているページのページ番号とそのデータの
総ページ数を確認できます。また、本体メモリー残量
の確認もできます。（→ P.37）

2  ［方向］キー 印刷の向き（縦向き /横向き）と文字の方向（縦書き /

横書き）を指定します。（→ P.54）

3  ［カット長］キー 1ページの長さ、文字配置、余白を指定します。
（→ P.62）

4  ［枠囲み］キー 文字に枠を設定します。（→ P.53）

5  ［文字］キー 文字サイズを指定します。（→ P.51）

6  ［行数］キー 行数を指定します。（→ P.57）

7  ［文字間］キー 文字の間隔を指定します。（→ P.56）

8 ［編集］キー ページを編集します。（→ P.74）

9  ［連続］キー ページの繰り返し印刷を設定します。（→ P.95）

10  ［連番］キー 文字に連番を設定します。（→ P.58）

11  ［ファイル］キー データの保存 /呼び出しを設定します。（→ P.116）

12  ［接続］キー
パソコンとの接続（→ P.137）、またはスマートフォ
ンなどのタブレット端末との接続（→ P.233）を設定
します。



7

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

13  ［ウォーマー］キー チューブウォーマー（オプション）の制御設定を切り
替えます。（→ P.10）

14  ［設定］キー すべての機能を、このキーから設定することができま
す。（→ P.264）

15  ［全削除］キー 入力中の文字や設定を削除します。（→ P.50）

16  ［ Ins］キー 挿入モードと上書きモードを切り替えます。（→ P.39）

17  ［ Del］キー カーソル上の文字を削除します。（→ P.49）

18  ［取消］キー 印刷中に押すと、印刷を中止して印字媒体をカットし
たあとに停止します。また、2秒以上長押しすると、カッ
トをせずに停止します。
各機能の操作中はその操作が取り消されます。また、
［ Shift］を押しながらこのキーを押すと、文字入力画
面に戻ります。

19  ［ Back Space］キー カーソル位置の左側の文字を削除します。（→ P.49）

20  ［ Enter］キー 未確定の文字の入力や選択した項目を確定します。文
字の入力を確定した後に押すと、カーソル位置で改ペー
ジします。（→ P.74）

21  ［▲］［▼］［◀］［▶］
 （ 矢印キー）

カーソルや項目の選択箇所を上下左右に移動します。
文字入力画面で［ Shift］を押しながらこのキーを押す
と、前後のページに移動します。（→ P.39）

22  ［印刷］キー 入力した文字データを印刷します。（→ P.86）

23  ［カット設定］キー 印刷時のカットのしかたを設定します。（→ P.104）

24  ［補正］キー 印刷位置やカット長の調整（→ P.96）やカッターの
調整（→ P.108）を行います。

25  スペースキー スペースを入力します。また、未確定のひらがなの入
力を漢字に変換します。（→ P.45）

26   ［英数 /ローマ字 /ひらがな］
  キー 文字の入力方式を切り替えます。（→ P.37）

27  ［記号］キー 記号の入力または漢字を区点コード入力するときに使
用します。（→ P.48）
選択した未確定の記号や漢字は、［ Alt］+［ Enter］キー
で確定させます。

28  ［取出し］キー チューブやラベルテープを本体から取り外すときに使
用します。（→ P.28）



8

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

29  ［ Caps Lock］キー
キーを押してから英数字を入力すると大文字になりま
す。（→ P.44）また、未確定のひらがなをカタカナに
変換するときにも使用します。（→ P.42）

• 本書では、［ Shift］（または［ Alt］）を押しながら目的のキーを押す操作を以下のように表
記します。

例：［ Shift］+［取消］キー
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  ディスプレイの見かた

1

2 3 4 5 6 7 8

1011

9

131415 1216

 1  文字の入力方式 文字の入力方式の設定を表示します。（→ P.37）
a … 英数字（小文字）  A … 英数字（大文字）
R … ローマ字  ひ … かな   カ … カタカナ

 2  挿入 /上書き  挿入モード / 上書きモードの設定を表示します。
（→ P.39）

3  印刷速度 印刷速度の設定を表示します。（→ P.103）
H … 高速　 M … 中速 　L … 低速

4  半切り チューブやラベルテープの間に切り込みを入れる設定
を以下のマークで表示します。（→ P.104）

… 半切りします。

…  半切りしません。カットラインが実線で
印刷されます。

…  半切りしません。カットラインが点線で
印刷されます。

（表示なし）…  半切りしなく、カットラインも印刷さ
れません。
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5  リボン残量 インクリボンの残量をマークで表示します。

（残量あり）
…
（残量小 /なし）

…  残量 10％ごとに表示が変化し
ます。残量が少なくなったと
きは、新しいリボンカセット
をご用意ください。

（表示なし） …  リボンカセットがセットされ
ていない、または情報が読み
取れません。

6  電源 使用している電源を以下のマークで表示します。
（→ P.13）

… ＡＣアダプターを使用しています。

（残量あり）
…
（残量なし）

…  電池を使用しており、電池の残量
をマークで表示します。
（十分に充電されていない電池を
セットすると、残量を正しく表示
できない場合があります。）

 7  ウォーマー  チューブウォーマー（オプション）の 設定を表示しま
す。（→ P.32）

Auto …  印刷時のみ、チューブを温めます。印刷
を実行すると、設定温度までチューブを
温めたあと印刷を開始します。

RDY …  印刷時以外もチューブを温めます。印
刷を実行すると、すぐに印刷を開始し
ます。設定温度の調整時は「WAI」が
表示されます。

OFF …  チューブウォーマーの設定を無効にし
ます。

（表示なし）…  チューブウォーマーはセットされてい
ません。
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8   カット長 / 文字配置 /
余白表示

現在のページのチューブ 1本（ラベルは１枚、記名板
はカットライン間）の長さ（カット長）、文字配置、余
白量の設定を表示します。（→ P.62）

• カット長「自動」の場合（設定値が反転表示されます）

カット長 (mm) 文字配置
　(センタリング「C」を表示 )

• カット長「指定」の場合

カット長 (mm) 文字配置
　  ( センタリング「C」、左寄せ「L」、
　    右寄せ「R」、均等配置「E」を表示 )　

余白 (mm)
（記名板印字エリア「拡張」のときは「E」を表示）

9  カーソル ■で示す位置に文字が入力されます。（→ P.39）

10  連続 現在のページの繰り返し印刷回数を表示します。
（→ P.95）

11  文字間 現在のページの文字間隔の設定を表示します。
（→ P.56）

12 行数 現在のページの行数の設定を表示します。（→ P.57）

13  文字サイズ 現在のページの文字サイズの設定を表示します。
（→ P.51）

14  枠囲み 現在のページの枠の設定を表示します。（→ P.53）

15  印刷方向 現在のページの印刷の向きと文字の方向の設定を表示
します。（→ P.54）

16  ページ 現在のページのページ番号を表示します。「◀」「▶」
は現在のページの前後にページがある場合に表示され
ます。（→ P.37）

• 本製品では、チューブ 1本（ラベルは１枚、記名板はカットライン間）に印刷する文
字列を 1ページに作成します。［ Enter］キーを押すと新しいページが作成されます。（改
ページ）
ページの操作および編集について詳しくは、「ページの作成と編集（ P.74）」を参照して
ください。
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  電源の準備
 ACアダプターを使用する
同梱の  ACアダプターと 電源コードを使用します。

• 必ず同梱の ACアダプター、電源コードをご使用ください。

1 電源コードと ACアダプターを接続して、ACアダプターのプラグを本
体に差し込む

2 電源プラグをコンセントに差し込む

• ACアダプターのジャック部の不具合、破損は修理ができません。本製品をご購入の販売店
にて AC アダプターをお買い求めください。
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 電池を入れて使用する
屋外など、電源が取れない場所では 電池を使って使用することができます。

• 必ず、満充電にした「エネループ（ eneloop）単 3形スタンダードモデル」
（品番：BK-3MCC）を使用してください。それ以外の電池は使用しないで
ください。火災、故障やけがの原因となることがあります。

• 本製品にエネループ（ eneloop ）の充電機能はありません。充電には必ず
エネループ（ eneloop ）の充電に対応したパナソニック製充電器をご使用
ください。

1 単 3形充電池「 eneloop（エネループ）スタンダードモデル」（品番：
BK-3MCC）6本を用意する (別売り）

2 電源が切れていることを確認する
3 電池カバーを外す

4 電池を入れる
 ● 図のように、 電池の端子部分を本体に入
れて 押し込みます。

 ● 電池の向き⊕⊖に注意してセットします。

●
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5 電池カバーを取り付ける
 ● 電池カバーと本体の間にすきまができない
よう「カチッ」と音がするまで押し込んで、
完全に閉めてください。

• 本製品に電池と ACアダプターがセットされている場合は、ACアダプターを優先して電源
供給されます。ただし、電池を消耗するため、ACアダプターを使用する場合は電池を取り
外して使用することをおすすめします。

• 本製品に電池と ACアダプターがセットされている場合は、印刷中に ACアダプターを抜か
ないでください。正常に印刷できません。

• 電池を使用して印刷した場合、印刷中に ACアダプターを接続しても印刷が終了するまで
電源供給は切り替わりません。

• ACアダプターから電池に電源を切り替えた直後は、電池の残量を正しく表示できません。
印刷を開始すると、残量が更新されます。

• チューブウォーマー（オプション）を使用するときや、大きな文字（ 文字サイズ 6 ｍｍ）
を印刷するときは、電池を早く消耗します。このような場合は、ACアダプターの使用をお
すすめします。
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 電源を入れる /切る
 電源を入れる

1  電源キーを 1秒以上長押しする

 ● 電源が入ると、起動画面→リボンカセット
情報画面→文字入力画面の順に表示されま
す。

 ● リボンカセットをセットせずに電源を入れ
た場合は、リボンカセット情報画面は表示
されません。

（ 起動画面）

（ リボンカセット情報画面）

（ 文字入力画面）

 ● 前回電源を切ったとき（または自動的に切
れたとき）に表示していたデータがある場
合は、データの消去を確認する画面が表示
されます。［はい］をクリックすると、デー
タが消去された状態で文字入力画面が表示
されます。
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•  起動時消去確認メッセージを非表示にする
データの消去を確認する画面を、起動時に表示しないように設定することができます。「確
認しない」に設定すると、編集中のデータを残した状態で起動します。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3  ［▲］または［▼］で「起動時消去確認」を選び、［ Enter］キー
を押す

4 ［▲］または［▼］で「確認しない」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 電源を切る

1  電源キーを 1秒以上長押しする

 ●「シャットダウン中…」が表示
されたあと、電源が切れます。

2 電源プラグをコンセントから抜く

• ACアダプターを本製品から取り外すときは、必ず先に電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。

• 電源が完全に切れるまで電源プラグを抜かないでください。
• 長期間ご使用にならない場合は、電源コード、ACアダプター、USBケーブルおよび電池を
本体から取り外してください。

• 本製品は、印刷を行わずに一定の時間が経過した場合に、自動的に電源を切る機能があり
ます。詳しくは、「自動電源オフの設定を変更する（アダプター /電池）（ P.220）」を参
照してください。
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 リボンカセットをセットする

• 記名板に印刷する場合は、 リボンカセット（黒・40ｍ）をお使いください。リボンカセッ
ト（黒・150ｍ）、リボンカセット（白・85ｍ）では正しく印刷できない可能性があります。

• ご使用になる前に最新のファームウェアに更新してください。ファームウェアのバージョ
ンが 6.0以上でない場合、リボン残量が正しく表示されない場合があります。

• 本製品で使用できるリボンカセットについては、「消耗品 /オプション一覧（ P.262）」を
参照してください。

• 使用済みのリボンカセット（主にプラスチック）は以下に従って処分してください。

企業でお使いの場合：
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」に従って処分してください。
一般家庭でお使いの場合：
地域の条例に従って処分してください。

1 カバーを開ける

2 リボンカセットを交換する場合は、セットされているリボンカセットを
取り外す
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3 新しいリボンカセットの梱包材を取り外す

• リボンカセットの ICチップには触れないでください。リボンカ
セットの情報が読み取れなくなることがあります。

 4 リボンのたるみを取る

• リボンがたるんでいると正しく動作しないことがあります。
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5 リボンカセットを取り付ける
 ● 真っ直ぐに差し込み、カチッと音がするま
でしっかりと押します。

• リボンカセットが浮いていると正しく動作しないことがあります。

6 カバーを閉める
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 印字媒体をセットする
 チューブ /記名板をセットする

• 以下のようなチューブは使用しないでください。きれいに印刷できないだけでなく、故障
の原因になることがあります。
・折れている　　・つぶれている　　・ねじれている　　・厚みが均等でない
・汚れている　　・凹凸がある　　　・濡れている

• 汚れたチューブや記名板には印刷できません。汚れやゴミを乾いた布でふき取ってくださ
い。また、油などのふき取れない汚れがついたものは使用しないでください。

• チューブ（キープチューブを除く）および記名板は市販品をお求めください。使用可能な
サイズについては、「仕様」の「印字媒体（ P.261）」を参照してください。

• セットされている印字媒体を本体から外す手順については、「印字媒体を交換する
（ P.28）」を参照してください。

• アタッチメントのクリーナーが汚れていると印刷のかすれなどの原因になります。定期的
に清掃または交換してください。詳しくは、「クリーナーを清掃 /交換する（ P.215）」を
参照してください。

1 アタッチメントを準備する
 ● チューブ（丸形）の場合
同梱の チューブアタッチメントに クリーナー（青色）を取り付けて使用し
ます。
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 ● フラットチューブ（扁平形）の場合
 記名板・フラットチューブアタッチメント（オプション）に クリーナー
（青色）を取り付けて使用します。

 ● 記名板の場合
記名板・フラットチューブアタッチメント（オプション）に 記名板用ク
リーナー（灰色）を取り付けて使用します。

2 カバーを開ける

3 アタッチメントをセットする
 ● アタッチメントの取り付
け部分を、本体の差し込
み口に合わせ、カチッと
音がするまでしっかりと
押し込みます。
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 4  サイズ切り替えレバーをチューブのサイズ（または記名板のサイズ）
に合わせて設定する

 ● 記名板の場合は、
「φ 2.6mm~φ 10.0mm」
に設定します。

 5 チューブ（または記名板）をセットする
チューブ（丸形）の場合：

 ● チューブの先端を、図の
ような向きで 挿入口に差
し込み、搬送ローラー 2

に突き当たるまで押し込
みます。

搬送ローラー2

記名板またはフラットチューブ（扁平形）の場合：

 ● 記名板またはフラット
チューブの先端を、図の
ような向きで挿入口に差
し込み、搬送ローラー 2

に突き当たるまで押し込
みます。 搬送ローラー2

• チューブ（または記名板）をアタッチメント内に通
しにくい場合は、 チューブ押さえレバーを指で押し
ながらセットします。
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• チューブ（または記名板）の先端を図のような方向
で差し込むと、印刷中にチューブ（または記名板）
がつまったり、印刷が欠けたり、カット位置がずれ
たりすることがあります。

• 巻きぐせなどでチューブ（または記名板）の先端が曲がっている場合は、まっすぐになる
ように直す、またはその部分を切り取ってから本体にセットしてください。

• 印刷中に印字媒体がなくなったり、短くなった印字媒体が本体内部でつまったりすること
を防ぐために、十分な長さのチューブ（または記名板）をセットしてご使用ください。

• チューブ（または記名板）が正しくセットされていない場合、搬送ローラーに印刷してし
まうことがあります。

6 カバーを閉める
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  ラベルテープカセット /ラップアラウンドテープカ
セットをセットする

• 初めてラップアラウンドテープをご使用になる場合は、最新のファームウェア（バージョ
ン 10.0 以上）に更新してください。（→ P.255）また、ファームウェアのバージョンアッ
プ後はテスト印刷を行い、必要に応じて印刷位置を調整してください。（→ P.96） 

• 使用済みのカセット（主にプラスチック）は以下に従って処分してください。

企業でお使いの場合：
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」に従って処分してください。
一般家庭でお使いの場合：
地域の条例に従って処分してください。

• セットされている印字媒体を本体から外す手順については、「印字媒体を交換する
（ P.28）」を参照してください。

1 カセットの状態を確認する
 ● はく離紙が浮いている部分や先端がそろっ
ていない部分はカットしてください。

 ● 図のようにテープの先端を 5mm～ 7mm

程度引き出してください。

• テープがカセットの中に入ってしまった場合は、
図のように、ピンセットなどでテープの先端を引
き出してください。
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2 カバーを開ける

3 カセットをセットする
 ● カセットの取り付け部分
を、本体の差し込み口に
合わせ、カチッと音がす
るまでしっかりと押し込
みます。

4 カバーを閉める

• 印刷されたラップアラウンドテープの貼り付けについては「ラップアラウンドテープの貼
り付け（ P.90）」を参照してください。
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 印字媒体を交換する
本体にセットされている印字媒体を別のものに交換する場合は、以下の手順で取り外
します。

• 本製品で使用できる印字媒体については、「印字媒体（ P.261）」を参照してください。

 ■   細いチューブ（φ 1.5 mm）の場合

1 カバーを開ける

2 図のように、 ジャム解除レバーを矢印方向に押しながらチューブを引き
抜く

3 印字媒体をセットする（→ P.22）
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 ■ その他の印字媒体の場合

1 電源を入れる（→ P.16）

2 ［取出し］キーを押す
 ● 確認画面が表示されます。

3 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 印字媒体が逆送りされます。

4 カバーを開ける

5 （チューブ、記名板のとき）
チューブ（または記名板）を引き抜く

 ● この操作で、チューブ（または記名板）が
取り外せなかった場合は、カバーを閉めて、
再度［取出し］キーを押してください。
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6 アタッチメント（または印字媒体カセット、チューブウォーマー）を取
り外す

 ● アタッチメントまたは印字媒体カセットの
場合
レバーを右に引きながら上に持ち上げま
す。

 ● チューブウォーマーの場合
レバー 2箇所を内側に押し込みながら、
チューブウォーマーの全体をしっかりつか
んで真上に持ち上げます。

• 本製品を斜めに持ち上げないでください。本製品の裏側のコネクタを破損させる原因にな
ります。

• カセット類は、テープのたるみを取った状態で保管してください。
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7 印字媒体をセットする
 ● チューブまたは記名板をセットする場合は、「チューブ /記名板をセット
する（ P.22）」を参照してください。

 ● ラベルテープカセットまたはラップアラウンドテープカセットをセットす
る場合は、「ラベルテープカセット /ラップアラウンドテープカセットを
セットする（ P.26）」を参照してください。

• 印字媒体を逆送りすると、リボンカセットのリボンがたるむことがあります。リボンが
たるんでいた場合は、リボンカセットを取り外してリボンのたるみを取ってください。
（→ P.20）

• 柔らかいチューブの場合、［取出し］キーを使って逆送りするとチューブが傷ついてしま
うことがあります。このような場合は、「細いチューブ（φ 1.5 mm）の場合（ P.28）」
の手順に従ってチューブを取り出してください。
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 チューブウォーマー（オプション）
を使用する
チューブウォーマーは、低温で硬くなったチューブを温めて、印刷や搬送をしやすく
するアタッチメントです。

• チューブウォーマーを加温した状態で、チューブをセットしたまま放置し
ないでください。チューブが過剰に熱せられた場合、火災の原因になるこ
とがあります。

• チューブウォーマーのチューブ挿入口およびチューブ排出口に指を入れな
いでください。やけどの原因となることがあります。

 チューブウォーマーにチューブをセットする

• チューブウォーマーは、以下の種類およびサイズのチューブに使用できます。その他の
チューブでは正しく印刷できません。
種類：チューブ、透明チューブ、キープチューブ
サイズ：内径φ 1.5～φ 6.5ｍｍ

• チューブが温まりすぎると、正しく印刷できない場合があります。チューブをセットした
らできるだけ速やかに印刷してください。

• 以下のようなチューブは使用しないでください。きれいに印刷できないだけでなく、故障
の原因になることがあります。

・折れている　　・つぶれている　　・ねじれている　　・厚みが均等でない
・汚れている　　・凹凸がある　　　・濡れている

• 汚れたチューブや記名板には印刷できません。汚れやゴミを乾いた布でふき取ってくださ
い。また、油などのふき取れない汚れがついたものは使用しないでください。

• チューブウォーマーのクリーナーが汚れていると印刷のかすれなどの原因になります。定
期的に清掃または交換してください。詳しくは、「クリーナーを清掃 /交換する（ P.215）」
を参照してください。

• セットされているチューブを本体から外す手順およびチューブウォーマーの外しかたにつ
いては、「印字媒体を交換する（ P.28）」を参照してください。
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1 チューブウォーマーを準備する

2 カバーを開ける

3 チューブウォーマーをセットする
 ● チューブウォーマーのコ
ネクタを、本体のチュー
ブウォーマー接続部には
め込み、カチッと音がす
るまで垂直に押し込みま
す。

4  サイズ切り替えレバーをチューブのサイズに合わせて設定して、チュー
ブをセットする（→ P.24）

 ● チューブアタッチメントを使用する場合と同様の方法でチューブをセットし
てください。
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5 カバーを閉める

6 電源を入れる（→ P.16）

7 チューブウォーマーの制御設定を確認する
 ● 現在のウォーマーの制御設定はディスプレ
イ上に表示されます。

 ●  ウォーマーの制御設定は、［ウォーマー］
キーを押すごとに、Auto（自動）→WAI

または RDY（オン固定）→ OFF（オフ固
定）の順に切り替えることができます。
（→ P.10）

• チューブウォーマーがセットされていない場合、チューブウォーマーの制御設定は無効と
なります。

• チューブウォーマーを使っても印刷がかすれるなど正しく印刷できない場合は、ウォーマー
の設定温度を変更してください。（→ P.35）

• 印刷設定の印字媒体で、「ラベル」、「記名板」、「ラップアラウンド」を選択している場
合に「オン固定」を選択すると、ディスプレイには「 OFF」と表示されます。印刷設定の
印字媒体を変更するときは、［印刷］キーを押してください。（→ P.86）
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  チューブウォーマーの温度設定を変更する
チューブウォーマーを使っても印刷がかすれるなど正しく印刷できない場合は、
ウォーマーの設定温度を変更します。初期値は「中」に設定されています。

【例】 印刷がかすれるため、ウォーマーの温度を「高」に設定する。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「ウォーマー」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 ウォーマー温度」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「高」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 温度は、「高」「中」「低」の 3段階で調
整します。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• チューブウォーマーを使って印刷するときは電池を早く消耗させてしまうため、ACアダプ
ターの使用をおすすめします。また、電池の消耗を抑えて印刷したいときは、ウォーマー
の温度を「低」に設定してください。
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 入力の基本操作
 入力の前に

 ■   文字の入力方式の切り替え
［英数 /ローマ字 /ひらがな］キーを押すたびに、「a（英数字入力）→ R（ローマ字入力）
→ひ（かな入力）」の順番で文字の入力方式が切り替わります。
また、 ［Caps Lock］キーを押したあと［英数 /ローマ字 /ひらがな］キーを操作すると、「A

（英数字（大文字）入力）→ R（ローマ字入力）→カ（カタカナ入力）」の順番で文字の
入力方式が切り替わります。
現在の入力方式は、ディスプレイで確認できます。

 ■   ページについて
本製品では、チューブ 1本（ラベルは１枚、記名板はカットライン間）に印刷する文
字列をページごとに作成します。［Enter］キーを押すと新しいページが作成されます。
（ 改ページ）

200V
（1ページ目）

ポンプ室
（2ページ目）

C1
（3ページ目）

［Enter］ キー
を押す

［Enter］ キー
を押す

200V ポンプ室 C1

また、［ページ表示］キーを押すと、現在表示しているページの「ページ番号」とそのデー
タの「総ページ数」を確認できます。また、「 メモリ残量」では文字入力画面の空き容
量を確認できます。任意のキーを押すと文字入力画面に戻ります。

現在のページ番号/総ページ数

文字入力画面上に入力されている文字量

空き容量
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 ■ キーと入力方式
文字の入力方式によって、［Shift］キーを同時に押したときに入力される文字は異な
ります。詳しくは次の表を参考にしてください。

押すキー 入力モード そのまま入力し
た場合

［ Shift］を押しな
がら入力した場合

英数字入力 1 ！

英数字入力（大文字固定） 1 ！

ローマ字入力 1 ！

ひらがな入力 ぬ ぬ

カタカナ入力 ヌ ヌ

英数字入力 3 #

英数字入力（大文字固定） 3 #

ローマ字入力 3 #

ひらがな入力 あ ぁ

カタカナ入力 ア ァ

英数字入力 e E

英数字入力（大文字固定） E e

ローマ字入力 え え

ひらがな入力 い ぃ

カタカナ入力 イ ィ

英数字入力 a A

英数字入力（大文字固定） A a

ローマ字入力 あ あ

ひらがな入力 ち ち

カタカナ入力 チ チ
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 ■  カーソルの使いかた
文字を入力する位置を示すマークを「 カーソル」と呼びます。
本製品のカーソルの移動は 矢印キー（［▲］［▼］［◀］［▶］）を使います。カーソル移
動のキー操作は以下のようになっています。

押すキー カーソルの移動
［▶］ 右方向に１文字または次のページに移動
［◀］ 左方向に１文字または前のページに移動
［▲］ 上の行に移動
［▼］ 下の行に移動
［ Shift］＋［▲］ ページ内の先頭に移動
［ Shift］＋［▼］ ページ内の最後尾に移動
［ Shift］＋［◀］ 前のページの先頭に移動
［ Shift］＋［▶］ 次のページの先頭に移動

 ■  挿入モードと上書きモード
入力箇所に応じて、文字入力の動作を「 挿入モード」と「 上書きモード」に切り替え
ることができます。「挿入モード」と「上書きモード」は、［Ins］キーを押して切り換
えます。

挿入モード：

文字列の途中にカーソルを移動して文字を入力すると、カーソル位置の左側に入力し
た文字が挿入されます。

上書きモード：

文字列の途中にカーソルを移動して文字を入力すると、カーソル位置にある文字が入
力した文字に上書きされます。
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 ひらがなを入力する
 ひらがなは、「ローマ字入力モード」または「かな入力モード」に切り替えて入力します。

 ■  ローマ字入力のとき

【例】「かっしょく」を入力する

1 ［英数 /ローマ字 /ひらがな］キーでローマ字入力モードにする

 ● ディスプレイに「 R」を表示します。

2 「かっしょく」と入力する
 ● [K]、[A]、[S]、[S]、[Y]、[O]、[K]、[U]の順
に入力します。

 ● 画面の上の行に確定された文字、下の段に
未確定の文字を表示します。

 ● 入力を間違えた場合は、［ Back Space］キー
で文字を削除して、正しい文字を入力しま
す。（→ P.49）

3 ［ Enter］キーを押す

 ●「かっしょく」が入力されます。

• ローマ字の入力は、「ローマ字 /かな入力表（ P.266）」を参照してください。
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 ■ かな入力のとき

【例】「かっしょく」を入力する

1 ［英数 /ローマ字 /ひらがな］キーでかな入力モードにする

 ● ディスプレイに「ひ」を表示します。

 ●「 A→ R→カ」と表示される場合は［ Caps 

Lock］キーを押してから操作してくださ
い。

2 「かっしょく」と入力する
 ● [か ]、[Shift]＋ [つ ]、[し ]、[Shift]＋ [よ ]、[く ]

の順番に入力します。

 ● 画面の上の行に確定された文字、下の段に
未確定の文字を表示します。

 ● 入力を間違えた場合は、［ Back Space］キー
で文字を削除して、正しい文字を入力しま
す。（→ P.49）

3 ［ Enter］キーを押す

 ●「かっしょく」が入力されます。
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 カタカナを入力する
 カタカナは、「ローマ字入力モード」、「かな入力モード」または「カタカナ入力モード」
に切り替えて入力します。

 ■  ローマ字入力 /かな入力のとき

• ローマ字入力、かな入力について詳しくは、「ひらがなを入力する（ P.40）」を参照して
ください。

【例】「ヴァイオレット」を入力する

1 「う゛ぁいおれっと」と入力する
 ● 画面の上の行に確定された文字、下の段に
未確定の文字を表示します。

2 ［ Caps Lock］キーを押す

 ● ひらがながカタカナに変換されます。

3 ［ Enter］キーを押す

 ●「ヴァイオレット」が入力されます。



43

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

 ■ カタカナ入力のとき
【例】「ヴァイオレット」を入力する

1 ［英数 /ローマ字 /ひらがな］キーでかな入力モードにする

 ● ディスプレイに「ひ」を表示します。

2 ［ Caps Lock］キーでカタカナ入力モードにする

 ● ディスプレイに「カ」を表示します。

3 「う゛ぁいおれっと」と入力する
 ● [う ]、[゛ ]、[Shift]＋ [あ ]、[い ]、[お ]、[れ ]、

[Shift]＋ [つ ]、[と ]の順番に入力します。

 ● 画面の上の行に確定された文字、下の段に
未確定の文字を表示します。

 ● 入力を間違えた場合は、［ Back Space］キー
で文字を削除して、正しい文字を入力しま
す。（→ P.49）

4 ［ Enter］キーを押す

 ●「ヴァイオレット」が入力されます。

• 入力モードを「 a（英数字入力モード）→ R（ローマ字入力モード）→ひ（かな入力
モード）」に戻す場合はもう一度［ Caps Lock］キーを押します。
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 英数字を入力する
 英数字は、「英数字入力モード」に切り替えて入力します。

【例】「Res7ー 1」を入力する

1 ［英数 /ローマ字 /ひらがな］キーで英数字入力モードにする

 ● ディスプレイに「 a」を表示します。

 ●「 A→ R→カ」と表示される場合は［ Caps 

Lock］キーを押してから操作してくださ
い。

2 「 Res7ー 1」と入力する

 ● [Shift]＋ [R]、[E]、[S]、[7]、[－ ]、[1]の順
に入力します。

 ● 大文字を入力するときは、[Shift]を押しな
がら目的のキーを押します。

 ● 入力を間違えた場合は、［ Back Space］キー
で文字を削除して、正しい文字を入力しま
す。（→ P.49）

• 英数字入力モードのときに、［ Caps Lock］キーを押すと、「 A（英数字（大文字）入力モー
ド）」に切り替わります。元に戻す場合はもう一度［ Caps Lock］キーを押します。
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 漢字を入力する
 漢字は、「ローマ字入力モード」、「かな入力モード」に切り替えて入力します。また、
読み方のわからない漢字やキーボードで変換できない漢字は、「区点コード入力」を
使って入力します。

• 文字サイズが「 1.3mm全角」、「 2mm半角」、「 2mm全角」に設定されている場合、漢
字は入力できません。

 ■ ローマ字入力 /かな入力のとき

• ローマ字入力、かな入力について詳しくは、「ひらがなを入力する（ P.40）」を参照して
ください。

【例】「回線」を入力する

1 「かいせん」と入力する

2 スペースキーを押す
 ●「かいせん」の漢字候補が表示されます。

 ● 画面の上の行に確定された文字、下の段に
漢字候補を表示します。

 ● 変換を中止するときは、［取消］キーを押
します。

3 ［◀］または［▶］で「回線」を選ぶ
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4 ［ Enter］キーを押す

 ●「回線」が入力されます。

 ■  区点コード入力のとき
【例】「塑性」を入力する

1 ［記号］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「区点コード入力」を選び、［ Enter］キーを押す

3 本書の「区点コード表（ P.269）」を使って、「塑」の区点コードを調
べる

 ●「塑」の区点コード：3326

4 「 3326」（区点コード）を入力する

 ●「 3326」と入力します。

 ● 入力を間違えた場合は、［ Back Space］キー
で数字を削除して、正しい数字を入力します。
（→ P.49）

～
■
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5 ［ Enter］キーを押す

 ● ▶▶で示す位置に「塑」が表示されます。

 ● ▶▶で示す位置に表示された文字を削除
するときは、［ Alt］を押しながら［ Back 

Space］キーを押します。また、［ Alt］を
押しながら［◀］または［▶］を押すと
カーソルを動かすことができます。

～

6 手順 3～ 5と同じ手順で「性」を入力する

 ●「性」の区点コード：3213

～
■

7 ［ Alt］+［ Enter］キーを押す

 ●「塑性」が入力されます。

～
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 記号を入力する
キーボードで入力できない記号は、「 記号入力」を使って入力します。

【例】「→」を入力する

1 ［記号］キーを押す

2 「記号」を選び、［ Enter］キーを押す

3 矢印キー（［▲］［▼］［◀］［▶］）で記号の一覧から「→」を選ぶ
 ● 記号の画面は 4つのグループに分れていま
す。グループを切り替えるときは [Shift]＋
[▶ ]（または [◀ ]）を押します。

 ● 入力できる記号は、「記号一覧表（ P.268）」
を参照してください。

4 ［ Enter］キーを押す

 ● ▶▶で示す位置に「→」が表示されます。

 ● ▶▶で示す位置に表示された文字を削除
するときは、［ Alt］を押しながら［ Back 

Space］キーを押します。また、［ Alt］を
押しながら［◀］または［▶］を押すと
カーソルを動かすことができます。

5 ［ Alt］+［ Enter］キーを押す

 ●「→」が入力されます。
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 文字を削除する
文字を 削除する方法は [Back Space]キーを使う方法と、[Del]キーを使う方法があり
ます。

 ■  [Back Space]キーで削除する

【例】「27V」を「2V」に変更する

1 「 V」に■（カーソル）を移動する

2 ［ Back Space］キーを押す

 ● カーソル位置の左側にある文字が削除され
ます。

 ■  [Del]キーで削除する

【例】「27V」を「2V」に変更する

1 「 7」に■（カーソル）を移動する

2 ［ Del］キーを押す

 ● カーソル位置にある文字が削除されます。
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 入力した文字をすべて削除する
入力した文字を全ページ削除します。（全削除）
 全削除では次のいずれかを選択します。

文字のみ：

最終ページの書式設定を残して、全ページの文字を削除します。

文字＋設定：

文字サイズなどの書式設定を初期値に戻し、全ページの文字を削除します。

•   書式設定について
 「文字＋設定」では、書式設定が初期値に戻ります。本製品の書式設定とは次のような機
能の設定を示します。

機能名 初期値 機能名 初期値
文字サイズ 3mm全角 複数行センタリング なし
枠囲み なし 印刷方向 横向き／横書き
カット長 自動 連続印刷 解除（ 1回）
文字配置 センタリング 文字間 標準
記名板印字エリア 標準 行数 1行

【例】入力した文字を全ページ削除して、文字サイズなどの書式設定を初期値に戻す。

1 [全削除 ]キーを押す

2 ［▼］で「文字＋設定」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 確認画面が表示されます。

文字のみ
文字＋設定

3 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

は　い　いいえ
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 文字と行の編集
 文字サイズを指定する
文字サイズを指定します。文字サイズは以下より選択でき、初期値は「3 ｍｍ全角」
に設定されています。

6mm半角

6mm全角

200V
200V

4mm半角

4mm全角

200V

200V

3mm半角

3mm全角200V

200V

2.6mm半角

2.6mm全角

200V

200V

1.3mm全角

2mm半角

2mm全角200V

200V

200V

【例】 文字サイズを「3mm半角」にする

1 文字サイズを変更するページを表示する

2 ［文字］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 3mm半角」を選ぶ

 ● 現在の設定の横には「 」が表示されます。

 ● 選択できない文字サイズの横には「×」が
表示されます。

4 ［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

 ● 文字サイズの設定はディスプレイ上で確認
できます。

 ●「半角」を選択したときは表示が半角にな
ります。

• 文字サイズはページごとに設定することができます。
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• データに漢字があるときは、「 1.3ｍｍ全角」、「 2mm全角」および「 2mm半角」の文字
サイズを選択できません。

• 半角の文字を選択した場合でも、漢字や記号は全角で印刷されます。
• 行数、カット長の設定や印字媒体のサイズによっては、選択できない文字サイズがあります。
• 印刷データが印字媒体の幅（上下）をはみ出してもエラーメッセージは表示されません。
以下を参考に文字サイズや枠を設定してください。

  最大印刷可能文字サイズ

印字媒体 最大印刷可能文字サイズ
種類 サイズ（mm） 枠なし（mm） 枠あり（mm）

チューブ
透明チューブ
熱収縮チューブ

1.5 1.3 ×（印刷不可）
2.5 2.6 1.3
3 3 2.6
4 4 4
5 6 4
6 6 6

6.5 6 6
7 6 6
8 6 6
9 6 6

10 6 6

キープチューブ 3 3 2.6
3.2 3 2.6
3.4 3 2.6
3.6 3 2.6
3.8 3 2.6
4.2 4 4
5.5 6 4

フラットチューブ 1.5 1.3 ×（印刷不可）
2.5 1.3 1.3
3 4 2.6
4 4 3
5 6 4

6 6 6
6.5 6 6

ラベル 6 3 2
9 6 4

12 6 6

記名板 8 4 4
8.5 4 4
9 6 4

9.5 6 4
10 6 6

ラップアラウンドテープ - 6 6
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 文字を枠で囲む
文字列を枠で囲むことができます。枠の形は以下の種類があり、初期値は「なし」に
設定されています。

ポンプ室 ポンプ室 ポンプ室ポンプ室 ポンプ室

【例】文字を の枠で囲む

1  枠の設定を変更するページを表示する

2 ［枠囲み］キーを押す

3 矢印キー（［▲］［▼］［◀］［▶］）で枠の一覧から を選ぶ

 ● 現在の設定の横には「 」が表示されます。

4 ［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

 ● 枠の形の設定はディスプレイ上で確認でき
ます。

• 枠囲みはページごとに設定することができます。
• カット長を指定しているとき、枠囲みを設定できない場合があります。
• 行数、文字サイズ、カット長などの設定や印字媒体のサイズによっては、枠が正しく印刷
されない場合があります。

• 印刷データが印字媒体の幅（上下）をはみ出してもエラーメッセージは表示されません。
「最大印刷可能文字サイズ（ P.52）」を参考に文字サイズや枠を設定してください。
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 印刷の向きと文字の方向を指定する
印刷の向き（縦向き /横向き）と文字の方向（縦書き /横書き）は、「印刷方向」で指
定します。初期値は「横向き /横書き」に設定されています。

設定 内容 印刷イメージ
横向き /横書き
（初期値）

印刷の向き：横向き
文字の方向：横書き

12V
24V ポンプ室 C1 

縦向き /縦書き
印刷の向き：縦向き
文字の方向：縦書き

C 12 4 V

1 2 V ポ ン プ 室 

縦向き /横書き
印刷の向き：縦向き
文字の方向：横書き

B1 C
1A1 A2

【例】「縦向き /縦書き」にする

1  印刷方向を変更するページを表示する

2 ［方向］キーを押す

3 ［◀］または［▶］で「ページ」を選ぶ
 ● この画面で「一括」を選択すると、すべて
のページの印刷方向を変更します。   

4 ［▲］または［▼］で「縦向き /縦書き」を選ぶ

 ● 現在の設定の横には「 」が表示されます。

 ● 選択できない印刷方向の横には「×」が表
示されます。
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5 ［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

 ● 印刷方向の設定はディスプレイ上で確認で
きます。

• 印刷方向はページごとに設定することができます。
• 印刷方向を変更した場合、ページ内に収まらない文字があった場合は確認のメッセージが
表示されます。変更を中止する場合は「いいえ」を選んでください。

• 印刷方向を「縦向き /横書き」に設定したい場合、文字を入力する前に印刷方向を設定し
てください。入力した文字列に「縦向き /横書き」を指定することはできません。

• 印刷方向を「縦向き／横書き」に設定した場合、以下のように設定されます。
 - 文字間は「小」となり変更することはできません。

 - 文字配置を「均等配置」に設定してもセンタリングで印刷されます。

 - 複数行センタリングの設定に関わらず、複数行を中央揃えにして印刷します。

 - センターラインの設定に関わらず、センターラインは印刷されません。
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 文字の間隔を指定する
 文字の間隔を指定します。初期値は「小（標準）」に設定されています。

設定 内容 印刷イメージ
小（標準）
（初期値） 文字の間隔なし ポンプ室

中（やや広い） 文字の間隔 0.5ｍｍ ポ ン プ 室

大（広い） 文字の間隔 1.0ｍｍ ポ ン プ 室

【例】文字の間隔を「大（広い）」にする

1 文字の間隔を変更するページを表示する

2 ［文字間］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「大（広い）」を選ぶ
 ● 現在の設定の横には「 」が表示されます。

 ● 選択できない文字間の横には「×」が表示
されます。

4 ［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

 ● 文字間の設定はディスプレイ上で確認でき
ます。

• 文字間はページごとに設定することができます。
• カット長を指定している場合、文字間を変更できないことがあります。
• 文字配置を「均等配置」に設定している場合、文字間を設定しても均等配置の設定が優先
されます。

• 印刷方向「縦向き /横書き」に設定されている場合、文字間を設定できません。
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 行数を指定する
 行数を指定します。初期値は「1行」に設定されています。

設定 内容 印刷イメージ

1行（初期値） 1行で入力 12V

2行 2行で入力 12V
24V

3行 3行で入力
+12V
-12V
200V

【例】2行で入力する

1 行数を変更するページを表示する

2 ［行数］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 2行」を選ぶ

 ● 現在の設定の横には「 」が表示されます。

 ● 選択できない行数の横には「×」が表示さ
れます。

4 ［ Enter］キーを押す

 ● 行数の設定はディスプレイ上で確認できま
す。

 ● 各行への移動は矢印キー（［▲］［▼］［◀］
［▶］）を使います。

• 行数はページごとに設定することができます。
• 文字サイズが「 1.3ｍｍ全角」、「 2mm全角」および「 2mm半角」のときは、3行で印刷でき
ます。3行に設定するときは、行数を選択する前に文字サイズを設定してください。（→ P.51）

• 文字を入力した後に行数を減らしたい場合は、2 行目（または 3行目）の文字を削除して
から行数の設定を変更してください。

• 選択している文字サイズによっては、「 2行」または「 3行」が選択できないことがあります。
• 印刷データが印字媒体の幅（上下）をはみ出してもエラーメッセージは表示されません。プレビュ
ーを参考に、文字が欠けていないことを確認してから印刷することをおすすめします。（→ P.92）
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 連番を設定する
固定の文字列に連続した番号やアルファベットを振って印刷することができます。設
定できる 連番は以下のとおりです。

設定 設定範囲 印刷イメージ
10進数 0～ 9999 ポンプ室1 ポンプ室2 ポンプ室3 

16進数 0～ FFFF ポンプ室09 ポンプ室0A ポンプ室0B 

大文字アルファベット Ａ～Ｚ ポンプ室A ポンプ室B ポンプ室C 

小文字アルファベット ａ～ｚ ポンプ室a ポンプ室b ポンプ室c 

【例】「ポンプ室」の末尾に 1~10の連番を設定する

……ポンプ室1 ポンプ室2 ポンプ室3 ポンプ室10 

1 「ポンプ室」と入力する
 ● カーソルは、連番を入力したい位置に
移動します。

2 ［連番］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 10進」（ 10進数）を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「開始値」を選び、「 1」を入力する
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5 ［▲］または［▼］で「終了値」を選び、「 10」を入力する

6 ［ Enter］キーを押す

 ● 桁合わせの設定画面になります。

7 ［▲］または［▼］で「しない」を選ぶ

8 ［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。「ポンプ室」
の後ろに、連番の制御文字（N）が入
力されます。

 ● 印刷を実行すると、「ポンプ室 1」～「ポ
ンプ室 10」が印刷されます。

NN

• 連番は 1ページに 1カ所のみ設定できます。

• 連番の設定を解除したいときは、［ Back Space］キーで連番の制御文字（N）を削除します。
• 「 10～ 1」のように降順で連番を設定したいときは、「開始値」に「 10」、「終了値」に「 1」
を入力します。

• 桁合わせの設定は以下のとおりです。

設定 内容 印刷イメージ

しない 桁合わせをしません。 ポンプ室8 ポンプ室9 ポンプ室10 

ゼロ 「 0」を入力して桁合わせをします。 ポンプ室08 ポンプ室09 ポンプ室10 

空白 空白を入力して桁合わせをします。 ポンプ室 8 ポンプ室 9 ポンプ室10 

• 連番の桁数がすべて同じ場合や連番にアルファベットを選んだ場合、桁合わせの設定画面
は表示されません。
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 6と 9に下線をつける
数字の 6と 9を区別するために、下線をつけることができます。初期値は「なし」に
設定されています。

16 9 629

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「印刷全体を設定」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「  6、9下線」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「あり」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 印刷を実行すると、数字の 6と 9に下線が
ついた状態で印刷されます。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 本機能の設定は、すべてのページに反映されます。ページごとに設定を変更することはで
きません。
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 行間に線をつける
2行入力したデータの 1行目と 2行目の間に実線（センターライン）をつけて印刷す
ることができます。初期値は「なし」に設定されています。

+12V
+24V

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「印刷全体を設定」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 センターライン」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「あり」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 印刷すると、1行目と 2行目の間に実線が
ついた状態で印刷されます。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 本機能の設定は、すべてのページに反映されます。ページごとに設定を変更することはで
きません。

• 次のようなときはセンターラインが印刷されません。
 - 行数が「 1行」または「 3行」のとき

 - 印刷方向が「縦向き／横書き」のとき
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 カット長の設定
 カット長について
１ページの長さを「 カット長」と呼びます。初期値は「自動」に設定されています。

A1 ポンプ室 

カット長

１ページ

設定 内容 印刷イメージ

自動
（初期値）

入力した文字数、文字の大きさ、
および文字の間隔から最適な
カット長を自動的に設定して印
刷します。文字配置は中央（セ
ンタリング）、余白は左 2ｍｍ、
右 2mmとなります。

A1 ポンプ室 

指定

カット長を指定して印刷しま
す。カット長を「指定」に
設定すると、文字配置（余白の
指定）、記名板印字エリア、複
数行センタリングを設定するこ
とができます。

例）文字配置「左寄せ」

A1 ポンプ室 

例）記名板印字エリア「拡張」、
　　複数行センタリング「あり」

A-123 
R11
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 カット長と文字配置を指定する
 カット長と 文字配置を指定します。カット長を「指定」に設定すると、文字配置を変
更できます。文字配置の初期値は「センタリング」に設定されています。

設定 内容 印刷イメージ

センタリング
（初期値）

文字を中央に配置します。
ポンプ室  

余白 余白

カット長

左寄せ
文字を左端（文字列開始方向）
に配置します。余白は 2～
5mmの範囲で設定できます。

ポンプ室  

余白 (2～5mm)

カット長

右寄せ
文字を右端（文字列終了方向）
に配置します。余白は 2～
5mmの範囲で設定できます。

ポンプ室  

余白 (2～5mm)

カット長

均等配置
文字を等間隔に配置します。余
白は左 2ｍｍ、右 2mmとなり
ます。

余白 (2mm) 余白 (2mm)

ポ ン プ 室

カット長

• 「センタリング」または「均等配置」を設定して、カット長の最大文字数をいれたときの
最小余白は左右合計 0.7ｍｍとなります。
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【例】次のようなチューブを作成する

ポンプ室  

カット長(40mm)

余白(5mm)

文字配置(左寄せ)

1 ［カット長］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「カット長」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「指定」を選び、「 40.0」（カット長）を入力し
たあと、［ Enter］キーを押す

 ● 数値は、数字の入力または矢印キー（［◀］
/［▶］）にて設定します。

 ● カット長は 8 ｍｍ～ 150 ｍｍ（ラベル：
4 ｍｍ～ 150 ｍｍ /記名板：2 ｍｍ～ 150 

ｍｍ）の範囲を 0.1 ｍｍ単位で入力できま
す。

 ●［ Enter］キーを押すと、文字入力画面に戻
ります。

4 ［カット長］キーを押す

5 ［▲］または［▼］で「文字配置」を選び、［ Enter］キーを押す
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 6 ［▲］または［▼］で「左寄せ」を選び、「 5」（余白）を入力する

 ● 数値は、数字の入力または矢印キー
（［ ◀ ］/［ ▶ ］）にて設定します。

7 ［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。文字を入力
します。

 ● カット長と文字配置はディスプレイ上
で確認できます。

• カット長、文字配置はページごとに設定することができます。
• 文字サイズによっては、指定できないカット長があります。
• 全ページのカット長を変更したい場合は、「カット長一括設定」を使います。（→ P.72）
カット長一括設定では、「カット長」、「文字配置」、「記名板印字エリア」、および「複数
行センタリング」の設定がすべてのページに反映されます。

• 先端部分（印刷開始位置から約 60 mm）の印刷は、印刷位置やカット長がばらつくことが
あります。ばらつきが気になる場合は、印字媒体節約搬送モードの設定を「オフ」に設定し、
印刷してください。（→ P.227）

• お使いの印字媒体や環境によって、カット長や余白が設定と異なることがあります。思っ
たような印刷結果が得られない場合は、カット長や印刷位置を調整してください。カット
長や印刷位置の調整について詳しくは、「印刷位置やカット長を調整する（ P.96）」を参
照してください。

• 記名板印字エリアを「拡張」に設定しているときは、「左寄せ」および「右寄せ」の余白
は設定できません。（「 0ｍｍ」となります）（→ P.66）

• 印字媒体がラベルまたは記名板の場合、カット長が「 8.0ｍｍ未満」、記名板印字エリアが
「標準」のときは文字配置が「センタリング」となり、設定を変更できません。

• 印刷方向「縦向き /横書き」に設定されている場合は、文字配置を設定できません。
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 記名板の印字領域を広げて印刷する
 記名板印字エリアを「拡張」に設定すると、印字領域を広げて印刷することができます。
初期値は「標準」に設定されています。

設定 内容 印刷イメージ

標準
（初期値）

文字配置で指定されている余白
が設定されます。

（→ P.63）

拡張

文字配置「センタリング」のとき：
文字を中央に配置します。

A-123 

(カット長－a)/2(カット長－a)/2

カット長

a

文字配置「左寄せ」のとき：
文字を左端（文字列開始方向）
に配置します。余白は左 0mm

となります。

A-123 

カット長

文字配置「右寄せ」：
文字を右端（文字列終了方向）
に配置します。余白は右 0mm

となります。

A-123 

カット長

文字配置「均等配置」のとき：
文字を等間隔に配置します。余
白は左右 0mmとなります。

カット長

A - 1 2 3
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【例】次のような記名板を作成する。

2mm

AA 

1 「 A」と入力する

Ａ

2 ［ 印刷］キーを押して、印刷設定画面で印字媒体を［記名板］に設定す
る（→ P.86）

 ● 記名板印字エリアを [拡張 ]に変更するに
は、印字媒体があらかじめ [記名板 ]に設
定されている必要があるため、先に印字媒
体を設定します。

3 ［ 取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

4 文字サイズを「 2ｍｍ半角」に設定する（→ P.51）

5 ［カット長］キーを押す

6 ［▲］または［▼］で「カット長」を選び、［ Enter］キーを押す
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7 ［▲］または［▼］で「指定」を選び、「 2.0」（カット長）を入力した
あと、［ Enter］キーを押す

 ● 数値は、数字の入力または矢印キー（［◀］
/［▶］）にて設定します。

 ● 文字入力画面に戻ります。

8 ［カット長］キーを押す

9 ［▲］または［▼］で「文字配置」を選び、［ Enter］キーを押す

10 ［▲］または［▼］で「センタリング」を選び、［ Enter］キーを押
す

 ●［ Enter］キーを押すと、文字入力画面に戻
ります。

 ● 選択できない文字配置の横には「×」が表
示されます。

11 ［カット長］キーを押す

12 ［▲］または［▼］で「記名板印字エリア」を選び、［ Enter］キーを
押す
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13 ［▲］または［▼］で「拡張」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●［ Enter］キーを押すと、メッセージが表示
されます。任意のキーを押すと、文字入力
画面に戻ります。

 ●「拡張」に設定すると、印字媒体は自動的
に「記名板」に変更されます。また、記名
板以外の印字媒体は選択できません。

14 「 A」と入力する

 ● 記名板印字エリアの設定はディスプレイ上
で確認できます。

• 記名板印字エリアはページごとに設定することができます。
• カット長「指定」の場合に、記名板印字エリアの設定を変更できます。カット長が「自動」
の場合は、記名板印字エリアを変更できません。
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 複数行の文字列を中央に揃える
文字配置を「センタリング」に設定したとき、 複数行の文字列を中央で揃えてページ
の中央に配置します。初期値は「なし」に設定されています。

設定 内容 印刷イメージ

なし
（初期値）

複数行の文字列を先頭で揃えて
ページの中央に配置します。

A-123 
R11 

あり
複数行の文字列を中央で揃えて
ページの中央に配置します。

A-123 
R11 

【例】次のようなラベルを作成する

A-123 
R11 

1 行数を「 2行」に設定する（→ P.57）

2 文字を入力します。

3 ［カット長］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「カット長」を選び、［ Enter］キーを押す
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5 ［▲］または［▼］で「指定」を選び、「 19.0」（カット長）を入力した
あと、［ Enter］キーを押す

 ● 数値は、数字の入力または矢印キー（［◀］
/［▶］）にて設定します。

 ●［ Enter］キーを押すと、文字入力画面に戻
ります。

6 ［カット長］キーを押す

7 ［▲］または［▼］で「複数行センタリング」を選ぶ

8 ［▲］または［▼］で「あり」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●［ Enter］キーを押すと、文字入力画面に戻
ります。

• 複数行センタリングはページごとに設定することができます。
• 次のようなときは、複数行センタリングを選択できません。

 - カット長が「自動」のとき

 - 文字配置が「センタリング」以外に設定されているとき

 - 行数が「１行」のとき

 - 印刷方向が「縦向き /横書き」
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 カット長の設定を全ページに設定する
カット長の設定（カット長、記名板印字エリア、文字配置および複数行センタリング）
を、全ページに 一括で設定します。

1 ［カット長］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「一括設定」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● カット長の設定画面が表示されます。

3 ［▲］または［▼］で「指定」を選び、カット長を入力したあと、
［ Enter］キーを押す

 ● 数値は、数字の入力または矢印キー（［◀］
/［▶］）にて設定します。

 ●［ Enter］キーを押すと、記名板印字エリア
の設定画面が表示されます。

4 ［▲］または［▼］で設定を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 記名板以外に印刷する場合は、「標準」を
選択してください。

 ● 記名板印字エリアを「拡張」に設定する
と、印字媒体は自動的に「記名板」に変更
されます。また、記名板以外の印字媒体は
選択できません。

 ●［ Enter］キーを押すと、文字配置の設定画
面が表示されます。



73

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

5 ［▲］または［▼］で設定を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「左寄せ」または「右寄せ」を選んだとき
は、余白を設定します。（→ P.65）

 ●［ Enter］キーを押すと、複数行センタリン
グの設定画面が表示されます。

6 ［▲］または［▼］で設定を選び、［ Enter］キーを押す

 ●［ Enter］キーを押すと、データのチェック
と変更が行われたあと文字入力画面に戻り
ます。

• 一括設定の変更によってカット長を超えるデータがある場合は、超えた分のデータが削除
されるため確認のメッセージが表示されます。中止する場合は、「いいえ」を選びます。

• 一括設定により文字が入力できなくなった場合は、そのページのカット長を「自動」に設
定するか、文字サイズを変更してください。
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 ページの作成と編集
 新規ページを作成する
新しいページを作成するときは「改ページ」を行います。

【例】現在表示しているページの後に、新規ページを作成する

200V

200V

（1ページ目）

（1ページ目） （2ページ目）

1 行の最後にカーソルを移動する

2 ［ Enter］キーを押す

● 改ページが行われて、新規ページが作成さ
れます。

● 現在表示しているページのページ番号は
ディスプレイで確認できます。また、ペー
ジ番号の前後の矢印（◀ /▶）は、表示中
のページの前または後ろにページがあるこ
とを示しています。

• 新しいページの書式設定は、前のページと同じ設定値になります。書式設定については、「書
式設定について（ P.50）」を参照してください。
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 ページをコピーする
文字を入力したページをコピーして、他のページの前後に貼り付けます。

【例】1ページ目をコピーして、2ページ目の後に貼り付ける

200V ポンプ室 C1

200V
200V

ポンプ室 C1

（1ページ目）

（1ページ目） （2ページ目）

（2ページ目）

（3ページ目）

（3ページ目）

（4ページ目）

コピーして貼り付ける

1 コピーするページ（ 1ページ目）を表示する

2 ［編集］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「コピー」を選び、［ Enter］キーを押す

● 確認画面が表示されます。

4 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

● 1ページ目がコピーされて、文字入力画面
に戻ります。
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5 ［編集］キーを押す

6 ［▲］または［▼］で「ペースト」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 貼り付け場所の確認画面が表示されま
す。

7 ［◀］または［▶］で「 2」（ページ）を入力して、［▲］または［▼］
で「後」を選ぶ

8 ［ Enter］キーを押す

 ● コピーしたページが、指定の場所に貼
り付けられて、文字入力画面に戻りま
す。
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 ページを移動する
文字を入力したページを切り取って、他のページの前後に貼り付けます。

【例】2ページ目をカットして 3ページ目の後に貼り付ける

200V

200V ポンプ室

（1ページ目）

（1ページ目）

ポンプ室

（2ページ目）

ポンプ室

（3ページ目）

C1

（3ページ目）

C1

（2ページ目）

カットして貼り付ける

1 移動するページ（ 2ページ目）を表示する

2 ［編集］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「カット」を選び、［ Enter］キーを押す

● 確認画面が表示されます。
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4 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 2ページ目がカットされて、文字入力画
面に戻ります。

5 ［編集］キーを押す

6 ［▲］または［▼］で「ペースト」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 貼り付け場所の確認画面が表示されま
す。

7 ［◀］または［▶］で「 2」（ページ）を入力して、［▲］または［▼］
で「後」を選ぶ

8 ［ Enter］キーを押す

 ● カットしたページが指定の場所に貼り
付けられて、文字入力画面に戻ります。
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 ページを挿入する
指定の場所に空白のページを挿入します。

【例】1ページ目と 2ページ目の間に新しい空白ページを挿入する

200V

200V

（1ページ目）

（1ページ目）

ポンプ室

（2ページ目）

（4ページ目）

C1

C1

（3ページ目）

（3ページ目）

ポンプ室

（2ページ目）

1 空白ページを挿入したい位置のページ（ 2ページ目）を表示する

2 ［編集］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「挿入」を選び、［ Enter］キーを押す

● 確認画面が表示されます。

4 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

● 2ページ目に空白ページが挿入されて、
文字入力画面に戻ります。
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 ページを削除する
指定のページを削除します。ページを削除するとそのページに入力されていたデータ
も削除されます。

【例】2ページ目を削除する

200V

200V

（1ページ目）

（1ページ目）

ポンプ室

（2ページ目）

（2ページ目）

C1

C1

（3ページ目）

ポンプ室

1 削除したいページ（ 2ページ目）を表示する

2 ［編集］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「削除」を選び、［ Enter］キーを押す

● 確認画面が表示されます。

4 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

● 2ページ目が削除されて、文字入力画面
に戻ります。
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 ページを分割する
1ページに 2行入力したデータを 2ページに 分割します。

【例】3ページ目をページ分割する

1 分割したいページ（ 3ページ目）を表示する

2 ［編集］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「分割」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「ページ指定」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「一括」を選択すると、すべてのページ
が分割されます。
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5 ［◀］または［▶］で「 1」（ページ分）を入力して、［ Enter］キーを押
す

 ● 3ページ目の 2行目が 4ページ目とし
て作成されて、文字入力画面に戻りま
す。

• 1行入力のページを分割すると、同じデータが 2ページ分作成されます。

【例】1行入力のページを含むデータを、一括で分割する

• 3行入力のページは分割できません。
• 連番が設定されているページは、ページを分割できません。
• ページを分割すると、文字サイズやカット長などの設定が変更されます。分割をする前に
ファイル保存しておくことをおすすめします。

 - 以下の設定は初期値に変更されます。（→ P.50）
文字サイズ /枠囲み /カット長 /印刷方向 /連続印刷 /文字間

 - 文字サイズが初期値になるため、データによってはカット長が変わってしまう場合があ
ります。また、カット長が 150mmを超えた場合は、超えた分のデータが削除されます。
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 ページを結合する
2ページ分のデータを 1ページの 2行に 結合します。

【例】3ページ目から 6ページ目をページ結合する

1 結合したいページ（ 3ページ目）を表示する

2 ［編集］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「結合」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「ページ指定」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「一括」を選択すると、すべてのページ
が 1ページの 2行に結合されます。
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5 ［◀］または［▶］で「 4」（ページ）を入力して、［ Enter］キーを押す

 ● 3ページ目から 6ページ目が結合して、
文字入力画面に戻ります。

• 連番が設定されているページおよび 2行／ 3行の入力がされているページは、ページを結
合できません。

• ページを結合すると、文字サイズやカット長などの設定が変更されます。結合をする前に
ファイル保存しておくことをおすすめします。

 - 以下の設定は初期値に変更されます。（→ P.50）
文字サイズ /枠囲み /カット長 /印刷方向 /連続印刷 /文字間

 - 文字サイズが初期値になるため、データによってはカット長が変わってしまう場合があ
ります。また、カット長が 150mmを超えた場合は、超えた分のデータが削除されます。
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 印刷の基本操作
 印刷する
文字の入力と編集が終わったら 印刷します。

【例】次のようなチューブを 2本印刷する（φ 4.0mmチューブを使用）

A1 ポンプ室 

1 印刷するデータを表示して、［印刷］キーを押す

2 ［▼］で「印刷本数」を選び、［ 2］と入力する

 ● 数字キーまたは矢印キー（［◀］/［▶］）
を使って入力します。入力を間違えた場合
は、［ Back Space］キーを押して削除しま
す。

 ● 印刷本数は、1~10本まで指定できます。

 ● この操作で 2ページ分のデータが 2回印刷
されます。

（ 印刷設定画面）

3 ［▼］で「チューブφ 3.0mm」を選び、［◀］、［▶］または［ Enter］
キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「チューブ」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 本製品では、以下の印字媒体が選択できます。
チューブ / 熱収縮チューブ / ラベル /

透明チューブ /ラップアラウンド /記名板 /

キープチューブ /フラットチューブ
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5 ［▲］または［▼］で「φ 4.0mm」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 印刷設定画面に戻ります。

 ● 手順 4 で「 ラップアラウンド 」を選んだ場
合、サイズ選択画面は表示されません。 

3. 0
2. 5

• 次のような場合は、印刷中にチューブがなくなったことを検知できないため、搬送ローラー
に印刷してしまう可能性があります。チューブが印刷中になくならない長さであることを
確認してから印刷を開始してください。

 - チューブサイズが「φ 1.5mm」の場合

 - 印字媒体を「透明チューブ」に設定した場合

• 選択リスト上にないサイズのチューブをセットする場合は、「チューブサイズ選択（推奨）
（ P.89）」を参考に設定を行ってください。

6 矢印キー（［▲］［▼］［◀］［▶］）で「プレビュー」を選び、［ Enter］
キーを押す

 ● 印刷イメージを確認します。

 ● プレビューについて詳しくは、「印刷イメージ
を確認する（ P.92）」を参照してください。

• 印刷データが印字媒体の幅（上下）をはみ出してもエラーメッセージは表示されません。
プレビューを参考に、文字が欠けていないことを確認してから印刷することをおすすめし
ます。

7  ［◀］で「印刷開始」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 印刷を開始します。
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8 チューブを取り出す
 ● 印刷が終わると、チューブが自動的にカッ
トされます。（全切り）また、チューブと
チューブの間には切り込み（半切り）が入
ります。

• 印刷したあとは、印字媒体の反りや変形を防ぐため、本体から印字媒体を取り外してくだ
さい。

• 本製品の 排出口周辺に物を置かないでください。排出を妨げる物があると、チューブやラ
ベルテープがまっすぐに排出されず、曲がった状態でカットされることがあります。

• 印刷中にチューブやラベルテープを無理に引っ張らないでください。印刷不良や故障の原
因になることがあります。

• 印刷を中止するときは、［取消］キーを押してください。印刷を中止して印字媒体をカッ
トしたあとに停止します。また、2秒以上長押しすると、カットをせずに停止します。

• 記名板には切り込み（半切り）が入りません。また、記名板を印刷したときに印刷本数を
設定して印刷した場合は、印刷本数ごとにカットライン（点線）が印刷されます。

• 初期設定では、「記名板全切り設定」が「しない」に設定されているため、記名板に印刷
した場合は、印刷後にカットされません。はさみ等でカットしてください。記名板全切り
設定について詳しくは、「記名板の全切り設定を変更する（ P.107）」を参照してください。

• 先端部分（印刷開始位置から約 60 mm）の印刷は、印刷位置やカット長がばらつくことが
あります。ばらつきが気になる場合は、印字媒体節約搬送モードの設定を「オフ」に設定し、
印刷してください。（→ P.227）
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• チューブをセットする場合は、以下を参考に印刷設定を行ってください。

 チューブサイズ選択（推奨）

印字媒体 印刷設定
種類 サイズ (mm) サイズ選択

チューブ
透明チューブ
熱収縮チューブ

φ 1.5～φ 2.0 1.5ｍｍ
φ 2.1～φ 2.5 2.5ｍｍ
φ 2.6～φ 3.5 3ｍｍ
φ 3.6～φ 4.5 4ｍｍ
φ 4.6～φ 5.5 5ｍｍ
φ 5.6～φ 6.2 6ｍｍ
φ 6.3～φ 6.7 6.5mm

φ 6.8～φ 7.5 7mm

φ 7.6～φ 8.5 8mm

φ 8.6～φ 9.5 9mm

φ 9.6～φ 10 10mm

フラットチューブ φ 1.5～φ 2.0 1.5mm

φ 2.1～φ 2.5 2.5mm

φ 2.6～φ 3.5 3ｍｍ
φ 3.6～φ 4.5 4ｍｍ
φ 4.6～φ 5.5 5mm

φ 5.6～φ 6.2 6mm

φ 6.3～φ 6.5 6.5mm
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 ■  ラップアラウンドテープの貼り付け

1 図のようにテープを広げ、印刷部（白色）のみを、はく離フィルムから
はがす

2 ケーブルに印刷部（白色）を貼りつけ、はく離フィルムをラミネート
シールからすべてはがす

3 印刷部を覆うようにして、ラミネートシールを巻きつける

• テープの切り込みが深すぎる（または、浅すぎる）場合や、テープが切れない場合は、カッ
トの深さを調整してください。（→ P.108）それでも解決しない場合はカッターを交換して
ください。（→ P.216）

• テープの先端には、印刷に必要な余白がつきます。
•  印刷したテープには切り込みが入ります。図のように、つながっている部分を切り離してください。
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• ラップアラウンドテープを使用できるケーブル外径については、以下を参考にしてくださ
い。最大ケーブル外径は、図のように印刷した文字や枠をラミネートシールで覆うことが
できるサイズを示しています。

対応可能な最大ケーブル外径

文字サイズ
(枠無し )

最大ケーブル
外径

文字サイズ
(枠有り )

最大ケーブル
外径

6mm全角 φ 7.3 6mm全角 φ 7.1 

6mm半角 φ 7.3 6mm半角 φ 7.1 

4mm全角 φ 7.6 4mm全角 φ 7.4 

4mm半角 φ 7.6 4mm半角 φ 7.4 

3mm全角 φ 7.7 3mm全角 φ 7.6 

3mm半角 φ 7.7 3mm半角 φ 7.6 

2.6mm全角 φ 7.8 2.6mm全角 φ 7.6 

2.6mm半角 φ 7.8 2.6mm半角 φ 7.6 

2mm全角 φ 7.9 2mm全角 φ 7.7 

2mm半角 φ 7.9 2mm半角 φ 7.7 

1.3mm全角 φ 8.0 1.3mm全角 φ 7.8 
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 印刷イメージを確認する
印刷をする前に、ディスプレイ上で印刷イメージを確認できます。

1 印刷するデータを表示して、［印刷］キーを押す

2 ［▶］で プレビューを選び、［ Enter］キーを押す

 ● 印刷イメージが、右から左に流れて表示さ
れます。

•  ［▲］または［▼］を押している間は
表示が止まります。

•  ［◀］を押し続けると早送りして表示
します。

•  ［▶］を押すと次のページを表示しま
す。

•  ［取消］キー押すとプレビュー表示を
中止します。

 ● プレビュー表示が終わると印刷設定画面に
戻ります。

• 以下の印字媒体を指定した場合、印字媒体の幅を示す
線はプレビュー表示されません。

 - チューブ（φ 7mm～φ 10mm）、熱収縮チュー
ブ（φ 7mm～φ 10mm）、
透明チューブ（φ 7mm～φ 10mm）

 - ラベル（ 12mm）

 - ラップアラウンドテープ

• プレビューは実際の印刷結果と完全に一致しないことがあります。
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 印刷範囲を指定して印刷する
特定のページや範囲を指定して印刷します。印刷範囲の初期値は「全ページ」に設定
されています。

設定 内容
全ページ
（初期値） 全ページを印刷します。

カーソルページ 現在表示しているページのみを印刷します。

指定ページ 「開始ページ」と「終了ページ」で指定した範囲を印刷します。

【例】 次のデータの 2ページ目から 4ページ目を印刷する

ポンプ室 C1 C2 

200V

（1ページ目）

ポンプ室

（2ページ目）

C1

（3ページ目）

C2

（4ページ目）

C3

（5ページ目）

1 印刷するデータを表示して、［印刷］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「印刷範囲」を選び、［◀］または［▶］で「指
定ページ」を選ぶ
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3 ［▲］または［▼］で「開始ページ」を選び、［ 2］と入力する

 ● 数字キーまたは矢印キー（［◀］/［▶］）
を使って入力します。

4 ［▲］または［▼］で「終了ページ」を選び、［ 4］と入力する

 ● 数字キーまたは矢印キー（［◀］/［▶］）
を使って入力します。

5 ［▲］で「印刷開始」を選び、印刷する（→ P.86）
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 ページに繰り返し印刷を設定する
ページに繰り返し印刷を設定したいときは「連続印刷」で回数を入力します。連続印
刷はページごとに 2～ 200本（枚）まで設定できます。

【例】2ページ目を 3回印刷する

200V ポンプ室 ポンプ室 ポンプ室 C1 

200V ポンプ室 C1

（1ページ目） （2ページ目） （3ページ目）

1 連続印刷するページを表示する

2 ［連続］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「指定」を選び、「 3」（連続印刷回数）を入力
する
● 数字キーまたは矢印キー（［◀］/［▶］）
を使って入力します。

● 2～ 200（回）の範囲で設定できます。

4 ［ Enter］キーを押す

● 文字入力画面に戻ります。

● 連続印刷回数はディスプレイ上で確認でき
ます。

5 印刷する（→ P.86）

• 連続印刷はページごとに設定します。
• 連続印刷の設定を解除する（ 1回印刷）ときは、上記の手順 3で「解除」を設定します。
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 印刷結果の補正
 印刷位置やカット長を調整する
お使いの印字媒体や環境によっては、印刷位置がずれたり、カット長が設定と異なっ
てしまったりすることがあります。思ったような印刷結果が得られない場合は、印刷
位置やカット長を調整してください。
本製品では次のような補正を、印字媒体の種類およびサイズ別に設定することができ
ます。

機能 内容
先端補正 印刷開始位置を調整します。
高さ補正 上下方向の印刷位置を調整します。
長さ補正 カット長を調整します。

• 印字媒体節約搬送モードの設定を「オン」（初期値）に設定している場合は、印刷開始位
置から約 60 mm 以降の印刷結果を確認して調整してください。先端部分の印刷は、印刷
位置やカット長がばらつくことがあります。

ポンプ室 1 ポンプ室2 ポンプ室4 

印刷開始位置

約 60 mm

ポンプ室３ 

このページ以降の
印刷結果を確認する
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 ■ 印刷開始位置を調整する（ 先端補正）

【例】 文字配置「センタリング」位置でチューブ（φ 6.0mm）に印刷したときに左側
にずれて印刷されたため、印刷開始位置を 2.0ｍｍ右方向に移動する

ABCDABCD

右方向 2 mm移動

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「先端」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「チューブ」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「φ 6.0mm」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［▶］で「右 2.0mm」を表示して、［ Enter］キーを押す

 ●［◀］（左方向）または［▶］（右方向）
で補正値を入力します。

 ● 左 2.5mm～右 2.5mmの範囲を 0.1ｍｍ単
位で調整できます。
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6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 記名板は先端補正できません。
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 ■  上下方向の印刷位置を調整する（ 高さ補正）

【例】 チューブ（φ 6.0ｍｍ）に印刷したときに上側にずれて印刷されたため、印刷位
置を 0.5ｍｍ下方向に移動する

ABCDABCD 下方向 0.5 mm移動

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「高さ」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「チューブ」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「φ 6.0ｍｍ」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［▼］で「下 0.5mm」を表示して、［ Enter］キーを押す

 ●［▲］（上方向）/［▼］（下方向）で補正
値を入力します。

 ● 上 1.0mm～下 1.0mmの範囲を 0.1ｍｍ単
位で調整できます。

6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 ■ カット長を調整する（ 長さ補正）

【例】 カット長「30ｍｍ」でチューブ（φ 6.0ｍｍ）に印刷したときに設定よりも短
く印刷されたため、カット長を 2ｍｍ長くする

ABCD

2 mm長くする

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「長さ」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「チューブ」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「φ 6.0ｍｍ」を選び、［ Enter］キーを押す
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5 ［▶］で「 +2.0mm」を入力して、［ Enter］キーを押す

 ●［◀］（マイナス方向）または［▶］（プ
ラス方向）で補正値を入力します。また、
［＋］/［－］キーや数字キーを使った入力
もできます。

 ● -7.5mm～ +7.5mmの範囲を 0.1ｍｍ単位
で調整できます。

6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• マイナス方向の補正は、補正のスペース (文字以外の部分 )がなくなった場合や最小カット
長以下となった場合には、それ以上の補正がかかりません。各印字媒体の最小カット長に
ついては、「仕様（ P.259）」を参照してください。

• 長さ補正で調整しても改善されない場合は、半切りを「なし」に設定してはさみ等でカッ
トしてください。半切りの設定について詳しくは、「半切りの設定を変更する（ P.104）」
を参照してください。
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 印刷濃度を変更する
お使いの印字媒体や環境によっては、印刷が薄すぎたり濃すぎたりする場合がありま
す。このようなときは 印刷濃度を調整してください。
濃度は、印字媒体の種類およびサイズ別に設定することができます。初期値は「3」
に設定されています。
【例】 チューブ（φ 6.0ｍｍ）の印刷濃度を最も濃くなるように調整する。

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「印刷濃度」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「チューブ」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「φ 6.0ｍｍ」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［▶］で「 5」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 現在の設定の下に「▲」が表示されます。

 ● 濃度は、1（最も薄い）~5（最も濃い）の
範囲で設定できます。

6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 印刷速度を変更する
印刷にかすれやむらがある場合は、 印刷速度を調整してください。
初期値は「高速」に設定されています。

【例】 文字がかすれるため、「低速」に設定する。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「機器を調整」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「印刷速度」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］で「低速」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 速度は、「低速」「中速」「高速」の 3段
階で調整します。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

 ● 印刷速度の設定はディスプレイ上で確認で
きます。
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 カッターの設定
 カット設定を変更する
本製品は印刷が終わると、印字媒体を自動的にカットします。（全切り）また、印刷後
のチューブやラベルの間には切り込み（半切り）が入るので、チューブを手でカット
できたり、はく離紙からラベルをきれいにはがすことができたりします。

A1 ポンプ室 

半切り 全切り

 ■   半切りの設定を変更する
初期値は「（半切り）あり」に設定されています。
また、半切りをしない場合は、カットライン（実線 /点線）を印刷することができます。

半切り
設定

カットライン
設定 内容 印刷イメージ

あり
（初期値） -

印刷後のチューブやラベルの
間には切り込みを入れます。

A1 ポンプ室 

半切り

なし

なし
印刷後のチューブやラベルの
間には切り込みを入れず、また
カットラインも印刷しません。

A1 ポンプ室 

カットラインなし

実線
印刷後のチューブやラベルの
間に実線のカットラインを印
刷します。

A1 ポンプ室 

実線

点線
印刷後のチューブやラベルの
間に点線のカットラインを印
刷します。

A1 ポンプ室 

点線

• 記名板に印刷したときは、半切りの設定に関わらず半切りをしません。ただし、カットラ
インは設定どおりに印刷されます。
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【例】 半切りをせずに、カットライン（点線）を印刷する。

1 ［カット設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「半切り設定」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「なし」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「点線」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

 ● 半切りの設定はディスプレイ上で確認でき
ます。
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 ■ 全切りの設定を変更する
初期値は「最後のみ」に設定されています。

設定 内容 印刷イメージ

最後のみ
（初期値）

印刷の最後を
カットします。 A1 ポンプ室 A1 ポンプ室 

全切り

本数設定毎 印刷本数ごとに
カットします。

A1 ポンプ室 A1 ポンプ室 

1本目 2本目

全切り 全切り

【例】 印刷本数ごとに全切りする。

1 ［カット設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 全切り設定」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「本数設定毎」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 記名板をカッターで全切りする場合は、「記名板全切り設定」を変更してください。
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 ■  記名板の全切り設定を変更する
初期値は「（記名板全切り）しない」に設定されています。

記名板全切り
設定 内容 印刷イメージ

しない
（初期値）

印刷の最後をカットしません。
A1 ポンプ室 

全切りしない

する 印刷の最後をカットします。

全切り

A1 ポンプ室 

【例】 記名板を印刷したとき、印刷の最後を全切りする。

1 ［カット設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 記名板全切り設定」を選び、［ Enter］キーを
押す

3 ［▼］で「する」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 カットの深さを調整する
カッター刃の切れが悪くなってきたり、切り込みが深すぎたりするときはカットの深
さを調整してください。調整は、「半切り」と「全切り」それぞれで設定できます。

 ■ 半切りのカットの深さを変更する
半切りのカットの深さは、印字媒体の種類およびサイズ別に設定することができます。
初期値は「標準」に設定されています。

• 印字媒体の材質によってうまく切れないときは、カットの強さを調整してください。
（→ P.113）
【例】 ラベルテープ（12ｍｍ）の切り込みが深すぎる（または切り込みが浅すぎる）ため、

半切りのカットの深さを調整する。

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 半切り（深さ）」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「ラベル」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「 12mm」を選び、［ Enter］キーを押す
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5 ［▲］または［▼］で半切り（深さ）の調整値を選び、［ Enter］キー
を押す

 ● 半切り（深さ）は、「深め（ 1~5）」、「標
準」、「浅め（ 1~5）」の 11段階で設定でき
ます。

 ●［▲］を押すたびにカットが 1段階ずつ深
くなります。

 ●［▼］を押すたびにカットが 1段階ずつ浅
くなります。

[　　深め1　　]

6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 必要以上にカットの深さを深くすると、カッターやカッター受け台が早く消耗してしまい
ます。

• 半切りのカットの深さを最も浅く調整しても切り込みが深すぎる場合は、カッター受け
台が消耗している可能性があります。カッターとカッター受け台を交換してください。
（→ P.216）
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 ■ 全切りのカットの深さを変更する
全切りのカットの深さは、印字媒体の種類およびサイズ別に設定することができます。
初期値は「標準」に設定されています。

【例】 チューブ（φ 6.0ｍｍ）がうまく全切りできないので 1段階カットを深くする。

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 全切り（深さ）」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「チューブ」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「φ 6.0ｍｍ」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［▲］で「深め 1」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 全切り（深さ）は、「深め（ 1~3）」、「標準」
の 4段階で設定できます。

 ●［▲］を押すたびにカットが 1段階ずつ深
くなります。

[　　深め1　　]
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6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 必要以上にカットの深さを深くすると、カッターやカッター受け台が早く消耗してしまい
ます。
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 強制全切りを使用する
全切りのカットの深さを調整しても症状が改善されない場合は、「強制全切り」を使
用してください。強制全切りでは、もっとも深い位置まで切り込みを行います。また、
強制全切りを使用しても症状が改善されない場合は、カッターを交換してください。
（→ P.216）

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 強制全切り」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 確認画面が表示されます。
取り出し　
クリーニング
強制全切り

4 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 全切りが行われます。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 カットの強さを調整する
印字媒体の材質を変えるとうまく切れないときは、カットの強さを調整してください。
調整は、「半切り」と「全切り」それぞれで設定できます。

• カッター刃の切れが悪くなってきたときは、カットの深さを調整してください。（→ P.108）

 ■ 半切りのカットの強さを変更する
半切りのカットの強さは、印字媒体の種類およびサイズ別に設定することができます。
初期値は「標準」に設定されています。

【例】 ラベルテープ（12ｍｍ）の半切りがうまく切れないので 1段階カットを強くする。

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 半切り（強さ）」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「ラベル」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「 12ｍｍ」を選び、［ Enter］キーを押す
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5 ［▼］で「強め 1」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 半切り（強さ）は、「標準」、「強め（ 1~5）」
の 6段階で設定できます。

 ● 強さの数値が大きくなるほど、切り込み
（半切り）が深くなります。

6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 ■ 全切りのカットの強さを変更する
全切りのカットの強さは、印字媒体の種類およびサイズ別に設定することができます。
初期値は「標準」に設定されています。

【例】 チューブ（φ 6.0ｍｍ）がうまく全切りできないのでカットを強くする。

1 ［補正］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 全切り（強さ）」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「チューブ」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「φ 6.0ｍｍ」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［▼］で「強い」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 全切り（強さ）は、「標準」と「強い」の
2段階で設定できます。

6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 文字データの保存と呼び出し
 ファイルを保存する
作成した文字データを「ファイル」として本体内に登録できます。また、本製品には
あらかじめ 10個の「フォルダー」が用意されており、1フォルダーには 99ファイル
まで保存できます。

フォルダー1 フォルダー10

ファイル1 ファイル99

・・・

200V ポンプ室 C1

（1ページ目） （2ページ目） （3ページ目）

・・・

【例】 作成したデータを「A-1」のファイル名で「フォルダー 1」に保存する

1 ［ファイル］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「保存」を選び、［ Enter］キーを押す

3 「フォルダー 1」を選び、［ Enter］キーを押す
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4 「 A-1」（ファイル名）と入力したあと［ Enter］キーを押す

 ● ファイル名は 8文字まで入力できます。

5 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「保存中…」が表示されたあと、文字入力
画面に戻ります。

• ファイルの保存中は電源を切らないでください。保存中に電源が切られるとデータが破壊
するおそれがあります。

• 文字入力について詳しくは、「入力の基本操作（ P.37）」を参照してください。
• プリンター本体に保存できる文字数については、「仕様（ P.259）」を参照してください。
• すでに保存されているファイル名と同じ名前で保存しようとすると、次のようなメッセー
ジが表示されます。上書きするときは［はい］をクリックしてください。

• 保存したデータのファイル名は変更できません。ファイル名を変更したい場合は、新しい
名前で保存しなおしてください。
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 ファイルを呼び出す
保存したファイルの呼び出しには「新規呼び出し」と「追加呼び出し」の 2種類があり、
呼び出し項目の選択により次のようにデータが呼び出されます。

設定 項目 内容
新規呼び出し 文字のみ 現在編集中のデータのみが消去されて、呼び出した

データに入れ替えます。
文字＋設定 現在編集中のデータと書式設定が消去されて、呼び出

したデータと書式設定に入れ替えます。
追加呼び出し 文字のみ 呼び出したデータを、現在編集中のデータの最終ペー

ジに追加します。
呼び出したデータには、現在編集中の最終ページの書
式設定が適用されます。

文字＋設定 呼び出したデータを、現在編集中のデータの最終ペー
ジに追加します。
呼び出したデータには、ファイル保存時の書式設定が
適用されます。

• 書式設定については、「書式設定について（ P.50）」を参照してください。

【例】 「フォルダー 1」のファイル名「A-1」のデータとその書式設定を呼び出し、現在
編集中のデータの最終ページに追加する。

1 ［ファイル］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 呼出し」を選び、［ Enter］キーを押す
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3 ［▲］または［▼］で「追加呼出し」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「文字＋設定」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［▲］または［▼］で「フォルダー 1」を選び、［ Enter］キーを押す

6 ［▲］または［▼］で「 A-1」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● データの大きさにより、追加呼び出しでき
ないファイル名の横には「× 」が表示され
ます。

7 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「呼出し中…」が表示されたあと、文字入
力画面に戻ります。

 ● このとき、呼び出したデータの最終ページ
が表示されます。

• 文字サイズが「 1.3mm全角」、「 2mm半角」、「 2mm全角」に設定されている場合、漢
字は入力できません。そのため、文字サイズが「 1.3mm全角」、「 2mm半角」、「 2mm

全角」に設定しているデータに漢字を含むファイルを「文字のみ」で呼び出すと漢字を削
除して表示します。

• カット長を指定しているデータにカット長を超える文字が入力されているファイルを「文
字のみ」で呼び出すと、カット長を超える文字を削除して表示します。
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 ファイルを削除する
保存したファイルを削除します。
ファイル削除では次のいずれかを選択します。

1ファイル：

フォルダーの中の 1ファイルのみを削除します。

フォルダー内：

フォルダーの中にあるすべてのファイルを削除します。

全ファイル：

すべてのフォルダーの中にあるファイルを全部削除します。

【例】 「フォルダー 1」のファイル名「A-1」を削除する。

1 ［ファイル］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「 削除」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 1ファイル」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「 1ファイル」、「フォルダー内」、「全ファ
イル」のいずれかを選択します。

4 ［▲］または［▼］で「フォルダー 1」を選び、［ Enter］キーを押す
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5 ［▲］または［▼］で「 A-1」を選び、［ Enter］キーを押す

6 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「削除中…」が表示されたあと、文字入力
画面に戻ります。
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 フォルダー名を変更する
 フォルダーの名前を変更します。
本製品にはあらかじめ 10個のフォルダー（「フォルダー 1」～「フォルダー 10」）が
用意されています。

【例】 「フォルダー 1」の名前を「ポンプ室」に変更する。

1 ［ファイル］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「保存」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「フォルダー 1」を選び、スペースキーを押す

4 ［ Del］キーを押して「フォルダー 1」の文字をすべて削除する

5 「ポンプ室」（フォルダー名）を入力したあと［ Enter］キーを押す

 ● フォルダー名は 8文字まで入力できます。



123

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

 

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

6 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 文字入力について詳しくは、「入力の基本操作（ P.37）」を参照してください。
• 変更したフォルダー名を元のファイル名（「フォルダー 1」～「フォルダー 10」）に戻すと
きは、上記の手順 4で［ Del］キーを押してすべての文字を消去したあと［ Enter］キーを
押します。
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 ソフトウェアのインストール
本製品専用のアプリケーションソフトウェア「MKデスクトップ・ユーティリティ」
を使うと、パソコンで文字の入力や編集を行うことができます。

 MKデスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーを インストールする
アプリケーションソフトウェア「 MKデスクトップ・ユーティリティ」とMK5000 プ
リンタードライバーを同時にインストールする手順を例に説明します。「MKデスク
トップ・ユーティリティ」とMK5000プリンタードライバーは、製品に同梱されてい
る CD-ROMに収録されています。

• 「MKデスクトップ・ユーティリティ」とMK5000プリンタードライバーの動作環境につい
ては、「ソフトウェアの動作環境（ P.261）」を参照してください。

• 管理者権限のユーザーでログオンしてください。
• ウィルス検出プログラムやシステムに常駐するプログラムは、あらかじめ終了してください。
• プリンターとパソコンが USBケーブルで接続されている場合は、接続している USBケーブ
ルを抜いてください。

• 本製品には USB ケーブルは付属していません。市販の USBケーブル（ A-Bタイプ）を用意
してください。

• 最新の「MKデスクトップ・ユーティリティ」とMK5000プリンタードライバーは、キヤノ
ンホームページ（ canon.jp/download）からダウンロードできます。

http://canon.jp/download
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1 同梱の CD-ROMを CD-ROMドライブにセットする

 ●［ユーザーアカウント制御］ダイアログ
ボックスが表示されたときは、［はい］を
クリックします。

• 「自動再生」画面が表示されたときは、［ setup.exeの実行］をクリックします。
• CD-ROM が自動で起動しない場合は、CD-ROMドライブ内の「 setup.exe」ファイルをダ
ブルクリックします。

2 「標準」を選び、［インストール］をクリックする
 ●「MKデスクトップ・ユーティリティ」また
はMK5000プリンタードライバーのいずれ
か一方をインストールするときは、「カス
タム」を選びます。

 ●［インストール］をクリックすると、「MK

デスクトップ・ユーティリティ」のインス
トール開始画面が表示されます。

3 ［次へ］をクリックする
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4 使用許諾契約書の内容をよく読んでから、［使用許諾契約の全条項に同
意します］を選んで［次へ］をクリックする

 ●「MKデスクトップ・ユーティリティ」の使
用許諾契約書が表示されます。

5 インストール先のフォルダーとインストールする言語を選び、［次へ］
をクリックする

 ● 表示されているフォルダーにインストール
するときは、［次へ］をクリックします。

 ● インストール先を変更するときは、［変更］
をクリックし、インストールするフォル
ダーを指定します。

 ● インストールする言語で「英語」を選ぶ
と、英語のアプリケーションソフトウェア
がインストールされます。

6 ［インストール］をクリックする
 ●「MKデスクトップ・ユーティリティ」のイ
ンストールを開始します。
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7 ［完了］をクリックする
 ●「MKデスクトップ・ユーティリティ」のイ
ンストールが完了します。

 ●［完了］をクリックすると、MK5000プリ
ンタードライバーのインストール開始画面
が表示されます。

8 ［次へ］をクリックする

9 使用許諾契約書の内容をよく読んでから、［使用許諾契約の全条項に同
意します］を選んで［次へ］をクリックする

 ● MK5000プリンタードライバーの使用許諾
契約書が表示されます。
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10 ［インストール］をクリックする

• Windowsセキュリティの画面が表示された場合は、
［ "CANON FINETECH NISCA INC."からのソフトウェ
アを常に信頼する］にチェックマークを入れて、［イ
ンストール］をクリックします。

11 ［ OK］をクリックする

12 「はい、今すぐコンピューターを再起動します。」を選び、［完了］をク
リックする
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 13 パソコンを再起動したら、USBケーブルでプリンターとパソコンを接
続する

14 プリンターの電源を入れる（→ P.16）

15 ［接続］キーを押す

16 「 PC接続」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「データ受信待ち…」と表示されて、パソコ
ンから印刷できる状態になります。
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 17 パソコンのタスクバーの［ 検索］ アイコンをクリックして、検索ボック
スに「プリンターとスキャナー」と入力する

 ● プリンターとスキャナーの設定画面が表示
されます。

18 「 Canon MK5000」が表示されていることを確認する

以上で、アプリケーションソフトウェア「MKデスクトップ・ユーティリティ」
とMK5000プリンタードライバーのインストールは完了です。
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 本製品を複数台接続する
1台のパソコンに本製品を複数台接続して使う場合は、その台数分のプリンタードラ
イバーが必要です。1台目のプリンタードライバーをインストールしたら、以下の手
順でプリンタードライバーを追加してください。

• プリンターとパソコンが USBケーブルで接続されている場合は、接続している USBケーブ
ルを抜いてください。

• 本製品は最大 3台を接続することができます。
• USB接続された複数台のプリンターがある場合、印刷データを均等に分割して印刷するこ
とができます。（分散印刷）（→ P.180）

• 

1 プリンターの電源を入れる（→ P.16）

2 ［接続］キーを押す

3 「分散印刷設定」を選び、［ Enter］キーを押す

4 プリンター IDを選び、［ Enter］キーを押す

 ●「MK5000－ 001」、「MK5000－ 002」、
「MK5000－ 003」から選んで設定します。

 ● 各プリンターに設定するプリンター IDは
重複させないでください。

 ●［ Enter］キーを押すと、文字入力画面に戻
ります。
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5 ［接続］キーを押す

6 「 PC接続」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「 USBケーブルを接続してください」と
表示されます。

7 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続する

 8 パソコンのタスクバーの［ 検索］ アイコンをクリックして、検索ボック
スに「プリンターとスキャナー」と入力する

 ● プリンターとスキャナーの設定画面が表示
されます。

9 「 Canon MK5000（ 1コピー）」(または「 Canon MK5000（ 2コピー）」）
が表示されていることを確認する

以上で、プリンタードライバーの追加は完了です。
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 MKデスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーをアンインストールする
アプリケーションソフトウェア「MKデスクトップ・ユーティリティ」とMK5000プ
リンタードライバーを アンインストールします。
ここでは、アプリケーションソフトウェア「MKデスクトップ・ユーティリティ」と
MK5000プリンタードライバーを同時にアンインストールする手順を例に説明します。

1 USBケーブルを取り外す

 ● 印刷が行われていないことを確認したあと、プリンターの電源を切ってから
USBケーブルを取り外します。

2 ［スタート］→［Windows システムツール］→［コントロールパネ
ル］→［プログラムと機能］をクリックする

 ●  Windows 11の場合：
［スタート］→［すべてのアプリ］→［Windowsツール］→［コントロー
ルパネル］→［ プログラムと機能］を選びます。

3 一覧から「MK Desktop Utility」を選び、［アンインストール］をク
リックする

 ● 確認のメッセージが表示されます。

• ユーザーアカウント制御が表示される場合があります。表示されたときは、［はい］をク
リックしてください。

4 「削除」を選び、［次へ］をクリックする
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 ● 確認のメッセージが表示されます。

5 ［はい］をクリックする

6 ［完了］をクリックする
 ●「MKデスクトップ・ユーティリティ」のア
ンインストールが完了します。

7 一覧から「 Canon MK5000 Printer Driver」を選択し、［アンインストー
ル］をクリックする

 ● 確認のメッセージが表示されます。

• ユーザーアカウント制御が表示される場合があります。表示されたときは、［はい］をク
リックしてください。

8 「削除」を選び、［次へ］をクリックする
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 ● 確認のメッセージが表示されます。

9 ［はい］をクリックする

10 「はい、今すぐコンピューターを再起動します。」を選び、［完了］をク
リックする

 ● MK5000プリンタードライバーのアンイン
ストールが完了します。

以上で、アプリケーションソフトウェア「MKデスクトップ・ユーティリティ」
とプリンタードライバーのアンインストールは完了です。
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 パソコンとの接続
パソコンから印刷を行うときは、本製品の設定を  PC接続の状態に切り替えて使用しま
す。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続する

2 プリンターの電源を入れる（→ P.16）

3 ［接続］キーを押す

4 「  PC接続」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「データ受信待ち…」と表示されて、パソ
コンから印刷できる状態になります。

• プリンターのキーボードから操作するときは、PC接続状態を解除します。プリンターのディ
スプレイに「受信中…」が表示されていないことを確認してから、［取消］キーを押してく
ださい。

• ［接続］キーを押したときの機能を変更することができます。よく使う接続を［接続］キー
に割り当てておくと、簡単に接続状態を切り替えることができます。（→ P.231）
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 起動する /終了する
 MKデスクトップ・ユーティリティを起動する

1 デスクトップの［MKデスクトップ・ユーティリティ］ショートカット

アイコン をダブルクリックします。

 ● 起動すると、メイン画面が表示されます。

 ● 以下の方法で起動することもできます。
Windows 11 の場合：
スタート →［すべてのアプリ］→［MKデ
スクトップ・ユーティリティ］→［MKデ
スクトップ・ユーティリティ］
Windows 10 の場合：
スタート →［MKデスクトップ・ユーティ
リティ］→［MKデスクトップ・ユーティ
リティ］

• 「プリンターユーティリティ DLLが見つかりませ
ん」のメッセージが表示された場合は、プリンター
ドライバーのインストール操作が完了していません。
「MK デスクトップ・ユーティリティとプリンタード
ライバーをインストールする」の手順 13~手順 16

（→ P.130）を操作してください。
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 MKデスクトップ・ユーティリティを終了する

1 メイン画面の右上にある  （閉じる）ボタンをクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［終了］
をクリックします。
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 画面の構成
 メイン画面

MKデスクトップ・ユーティリティのメイン画面は、次のように構成されています。

3

4

5

6

7

1 2

1 メニューバー 「メニューバー（ P.141）」を参照してください。

2 ツールバー 「ツールバー（ P.144）」を参照してください。
データツールバー、送信ツールバーおよび編集ツー
ルバーがあります。

3 書式設定エリア 選択されているページの書式情報が表示されます。
書式設定については、「書式設定を行う（P.153）」
を参照してください。

4 データリスト 編集中のデータ一覧が表示されます。

5 プレビューエリア 印刷結果のイメージが表示されます。

6 ステータスバー 現在の状態に関する情報が表示されます。

7 印字媒体選択エリア 印字媒体の種類とサイズを設定します。
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 メニューバー
メニューバーでは、MKデスクトップ・ユーティリティの機能を表示しています。メ
ニューをクリックすると、サブメニューがドロップダウン表示されます。

 ■［ファイル］メニュー

新規作成 新規にデータリストを作成します。（→ P.145）

開く 既存のファイルや CSV 形式のファイルを開いて、データを読
み込みます。（→ P.146）

追加読み込み 別のファイルを開いて、現在編集しているデータに追加しま
す。（→ P.150）

上書き保存 現在編集しているデータを上書き保存します。（→ P.151）

名前を付けて保存 ファイルの名前を指定して、現在編集しているデータを保存し
ます。（→ P.151）

複合ページ印刷設定 複数のページを 1 本（または 1枚）に印刷します。（→ P.173）

プリンター選択 使用するプリンターを選択します。

データ送信と保存 現在編集しているデータをプリンター内のフォルダーに保存
します。（→ P.189）

印刷 現在編集しているデータを印刷します。（→ P.162）

プリンターデータ
バックアップ

プリンターに保存してあるファイルのバックアップデータを
パソコンへ保存したり、バックアップデータをプリンターへ書
き込んだりする操作を行います。（→ P.202）

終了 MKデスクトップ・ユーティリティを終了します。（→ P.139）

 ■［編集］メニュー

元に戻す 直前に実行した操作を無効とします

やり直し 「元に戻す」で無効にした操作を、再度有効にします。

切り取り 指定した内容を切り取り、クリップボードに貼り付けます。

コピー 指定した内容をクリップボードにコピーします。
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貼り付け クリップボードの内容を貼り付けます。

削除 指定した部分を削除します。

連番ページ作成 固定の文字列に連続した番号やアルファベットを振り、ページ
を自動的に作成します。（→ P.160）

特殊記号入力 特殊記号を入力します。（→ P.157）

送信ページ選択 複数のページに一括でチェックマークを入れたり外したりし
ます。

ページ切り取り 指定したページを切り取り、クリップボードに貼り付けます。

ページコピー 指定したページの内容を、クリップボードにコピーします。

ページ挿入貼り付け クリップボードの内容を指定ページの前に貼り付けします。

ページ挿入 カーソルページの前に空ページを挿入します。

ページ削除 カーソルページを削除します。

書式設定 ［ページ］
カーソルページの書式設定を変更します。（→ P.153）
［初期値］
新規にデータリストを作成するときや、ページを挿入するとき
に使用する書式を設定します。

 ■［表示］メニュー

データツールバー データツールバーの表示／非表示を切り替えます。

送信ツールバー 送信ツールバーの表示／非表示を切り替えます。

編集ツールバー 編集ツールバーの表示／非表示を切り替えます。

ステータスバー ステータスバーの表示／非表示を切り替えます。

プレビュー プレビューエリアの表示／非表示を切り替えます。
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 ■［リモート］メニュー

プリンター内のデー
タを印刷

プリンター内で保持しているデータを印刷します。（→ P.187）

ファイル保存 プリンター内で保持しているデータを保存します。（→ P.200）

 ■［ヘルプ］メニュー

ヘルプ ヘルプを表示します。

バージョン情報 バージョン情報を表示します。
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 ツールバー
ツールバーでは、よく使うメニューをボタンとして表示しています。

データツールバー

（新規ファイル） 新規にデータリストを作成します。（→ P.145）

（開く）
既存のファイルや CSV 形式のファイルを開いて、デー
タを読み込みます。（→ P.146）

（保存） 現在編集しているデータを上書き保存します。（→ P.151）

送信ツールバー

（データ送信と保存）プリンター内のフォルダーにデータを保存します。（→ P.189）

（印刷） 現在編集しているデータを印刷します。（→ P.162）

編集ツールバー

（元に戻す） 直前に実行した操作を無効とします。

（やり直し） 「元に戻す」で無効にした操作を、再度有効にします。

（切り取り） 指定した文字を切り取ります。

（コピー） 指定した文字をコピーします。

（貼り付け） 切り取りまたはコピーした文字を貼り付けます。

（削除） 指定した文字を削除します。

（連番作成）
固定の文字列に連続した番号やアルファベットを振り、
ページを自動的に作成します。（→ P.160）

（特殊記号入力） 特殊記号を挿入します。（→ P.157）

（ページ切り取り）指定したページを切り取ります。

（ページコピー） 指定したページをコピーします。

（ページ挿入貼り付け）
切り取りまたはコピーしたページを、指定ページの前
に貼り付けします。

（ページ挿入） カーソルページの前に空ページを挿入します。

（ページ削除） カーソルページを削除します。
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 ファイルの操作
 新規ファイルを作成する

1 （新規ファイル）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［新規作
成］を選びます。

 ● 新しいファイルが作成されます。

• データの入力および編集については「入力と編集（ P.152）」を参照してください。
• MKデスクトップ・ユーティリティが同時に起動できるウィンドウは 1つとなっています。
• 新規ファイルや追加ページの書式の設定は、［編集］メニューの［書式設定］－［初期
値］で設定されている値が使用されます。書式の設定についての詳細は「書式設定を行う
（ P.153）」を参照してください。
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 ファイルを開く
MKデスクトップ・ユーティリティで開くことができるファイル形式は、次のように
なっています。

•  MKデスクトップ・ユーティリティ形式（ *.md5）
 「本ソフトウェアで作成したファイルを開く（P.146）」を参照してください。

•  従来のアプリケーション形式（ *.md4; *.md3; *.md2; *.MTD）
  「従来のアプリケーションで作成したファイルを開く（P.147）」を参照してくだ
さい。

•  CSV形式（ .CSV）
  「CSVファイルを開く（P.148）」を参照してください。

 ■  本ソフトウェアで作成したファイルを開く

1 （開く）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［開く］
を選びます。

2 MKデスクトップ・ユーティリティ形式（ *.md5）のファイルを選び、
［開く］をクリックする

 ● 指定したファイルが開き、データリスト
に表示されます。
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 ■  従来のアプリケーションで作成したファイルを開く

1 （開く）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［開く］
を選びます。

2 ファイルの種類で「従来のアプリケーション形式（ *.md4; *.md3; 
*.md2; *.MTD）」を選ぶ

3 従来のアプリケーション形式（ *.md4; *.md3; *.md2; *.MTD）のファ
イルを選び、［開く］をクリックする

 ● 指定したファイルが開き、データリスト
に表示されます。

 ● ファイルを開くと、新しい形式のファイ
ル（ .md5）に置き換えたことをお知らせ
するメッセージが表示されます。

4 ［ OK］をクリックする

 ● 指定したファイルが開き、データリスト
に表示されます。

• 編集したデータリストを保存するときは、「MKデスクトップ・ユーティリティ形式
（ *.md5）」または「 CSV形式（ *.CSV）」で別名保存してください。（→ P.151）
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 ■  CSVファイルを開く
CSV ファイルをMKデスクトップ・ユーティリティで開いた場合、以下の条件でデー
タリストに読み込まれます。

1ページ目
2ページ目
3ページ目

連続印刷数

無効データ

１
行
目

２
行
目

３
行
目

１列目： １行目の文字データ
２列目： ２行目の文字データ
３列目： ３行目の文字データ
４列目： 連続印刷数

*  ５列目以降のデータは無効に
なります。

• 読み込み可能な最大行数は 10000 行となっています。

1 （開く）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［開く］
を選びます。

2 ファイルの種類で「 CSV形式（ *.CSV）」を選ぶ



149

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

3 CSV形式（ *.CSV）のファイルを選び、［開く］をクリックする

 ● 指定したファイルが開き、データリスト
に表示されます。

 ● ファイルを開くと、「読み込み書式設定」
ダイアログボックスが表示されます。

4 書式を設定して、［ OK］をクリックする

 ● 書式の設定について詳しくは「書式設定
を行う（ P.153）」を参照してください。

• ［行数］で「 1 行」を選択したときは、CSVファイルの 1 列目のデータを読み込みます。2 

列目、3 列目のデータは読み込みません。
• ［文字サイズ］が「 1.3ｍｍ全角」、「 2ｍｍ全角」または「 2ｍｍ半角」のときは、3行目
のデータが読み込めます。

• ［文字サイズ］が「 1.3ｍｍ全角」、「 2ｍｍ全角」または「 2ｍｍ半角」のときは、漢字は
読み込みません。

• 編集したデータリストを保存するときは、「MKデスクトップ・ユーティリティ形式
（ *.md5）」または「 CSV形式（ *.CSV）」で別名保存してください。（→ P.151）
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 追加でデータを読み込む
編集中のデータリストの末尾に、指定したファイルの内容を追加で読み込むことがで
きます。

1 ［ファイル］メニューの［追加読み込み］を選ぶ

2 追加で読み込むファイルを選び、［開く］をクリックする
 ● 編集中のデータリストの末尾に指定した
ファイルのデータが追加されます。



151

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

 ファイルを保存する

 ■ 編集中のファイルを上書き保存する

1 （保存）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［上書き
保存］を選びます。

 ● ファイルが保存されます。

• 新しいファイルを保存するときは、「名前を付けて保存」ダイアログボックスが表示され
ます。設定のしかたは、次の「ファイルを別名で保存する（ P.151）」を参照してください。

 ■  ファイルを別名で保存する

1 ［ファイル］メニューの［名前を付けて保存］を選ぶ

2 ［保存場所］、［ファイル名］および［ファイルの種類］を指定し、［保
存］をクリックする

 ● ファイルの種類は、「MKデスクトップ・
ユーティリティ形式（ *.md5）」または
「 CSV形式（ *.CSV）」を選択できます。

 ● 保存場所の初期設定は、次のようになっ
ています。
C:¥Users¥［ユーザー名］¥Documents
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 入力と編集
 文字を入力する
データリストに文字を入力します。

1 文字を入力する位置をクリック（またはダブルクリック）する

2 文字を入力する
 ● キーボードの［変換］キー（またはスペー
スキー）で文字を変換し、［ Enter］キー
で文字を確定します。

 ● 文字を確定したあとに再度、［ Enter］キー
を押す（または別の位置をクリックする）
と、文字サイズの設定に合わせて全角ま
たは半角に変換されます。

• 文字サイズが「 1.3 mm 全角」、「 2 mm 半角」、「 2 mm 全角」に設定されている場合、漢
字は入力できません。

• 文字サイズで「半角」を選択した場合でも、漢字や記号は全角で表示されます。
• ひらがなが入力されているとき文字サイズを「半角」に変更すると、半角カタカナに変換
されます。

• カット長が指定されているなど、書式設定により文字が入力できないことがあります。書
式設定について詳しくは、「書式設定を行う（ P.153）」を参照してください。

• （削除）押して入力を削除した場合、データはクリアされますがページ自体は削除さ

れません。ページを削除するときは、 （ページ削除）をクリックします。

• MKデスクトップ・ユーティリティのプレビューで使用するフォントはプリンターのフォ
ントと異なるため、プレビューと印刷結果で字体が異なることがあります。
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  書式設定を行う
文字サイズや行数などの書式を変更します。

1 ファイルを開く（→ P.146）

2 カット長を指定する場合は、「印字媒体」および「媒体サイズ」を選ぶ
 ● 指定できるカット長の範囲が印字媒体に
よって異なるため、書式設定（手順 3）を
行う前に「印字媒体」を設定してくださ
い。

3 データリストで書式を変更するページを選ぶ
 ● 複数のページを選択するときは、次のい
ずれかで行います。
-　 連続した複数のページを選択するとき：
始点をクリックして選択し、次にキー
ボードの［ Shift］キーを押しながら終
点をクリックします。選択が終わった
ら、［ Shift］キーを離します。

-　 連続していない複数のページを選択す
るとき：
キーボードの［ Ctrl］キーを押しなが
らページを選択します。選択が終わっ
たら、［ Ctrl］キーを離します。

-　 ヘッダー行をクリックすると、全ペー
ジを選択できます。
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4 （設定）をクリックする

 ● または、［編集］メニューの［書式設定］
から［ページ］を選びます。

 ● 書式設定は、データリスト上で右クリッ
クして表示されるメニューからも選択で
きます。

5 各項目を設定する

［印刷方向］

 ● 印刷の向き（縦向き /横向き）と文字の方向（縦書き /横書き）は、「印刷
方向」で指定します。初期値は「横向き /横書き」に設定されています。

 ●［縦向き /横書き］は、文字が入力されていないときのみ有効になります。

 ● 印刷イメージは、「印刷の向きと文字の方向を指定する（ P.54）」を参照し
てください。

［枠囲み］

 ● 文字列を枠で囲むことができます。枠の形は 5種類あり、初期値は「なし」
に設定されています。
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［カット長］

 ● １ページの長さを指定することができます。初期値は「自動」に設定されています。

 ●「指定」の場合は、8 ｍｍ～ 150 ｍｍ（ラベル：4 ｍｍ～ 150 ｍｍ /記名板：
2ｍｍ～ 150 ｍｍ）の範囲を 0.1 ｍｍ単位で入力できます。

［記名板印字エリア］

 ● 記名板の余白を「 0mm」に設定して印刷したいときは、記名板印字エリア
を「拡張」に設定します。初期値は「標準」に設定されています。

 ●「拡張」に設定すると、印字媒体は自動的に「記名板」に変更されます。ま
た、記名板以外の印字媒体は選択できません。

 ● 印刷イメージは、「記名板の印字領域を広げて印刷する（ P.66）」を参照し
てください。

［文字配置］

 ● カット長を「指定」に設定すると、文字配置を変更できます。文字配置の初
期値は「センタリング」に設定されています。

 ● 記名板印字エリアを「拡張」に設定しているとき、「左寄せ」および「右寄
せ」の余白は設定できません。（「 0ｍｍ」となります）

 ● 印刷イメージは、「カット長と文字配置を指定する（ P.63）」を参照してく
ださい。

［複数行センタリング］

 ● 複数行の文字列をページ内で中央揃えにします。初期値は「なし」に設定さ
れています。

 ● 印刷イメージは、「複数行の文字列を中央に揃える（ P.70）」を参照してく
ださい。

［文字サイズ］

 ● 文字サイズを指定します。初期値は「 3 ｍｍ全角」に設定されています。

 ● 漢字が入力されているときは、「 1.3 mm 全角」、「 2 mm 半角」、「 2 mm 

全角」には変更できません。

 ● ひらがなが入力されているとき「半角」に変更すると、半角カタカナに変換
されます。

［文字間］
 ● 文字の間隔を指定します。初期値は「小（標準）」に設定されています。
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［行数］
 ● 行数を指定します。初期値は「 1行」に設定されています。

［連続］
 ● ページに繰り返し印刷を設定したいときは連続印刷の回数を入力します。1

～ 200（回）の範囲で設定できます。

• カット長を指定している場合、文字サイズ、枠囲み、文字間の設定を変更できないことが
あります。

• 印字媒体がラベルまたは記名板のとき、カット長が「 8.0ｍｍ未満」、記名板印字エリアが
「標準」の場合は、「本体規定配置（センタリング）」となり設定は変更できません。

• 文字配置を「均等配置」に設定している場合は、文字間を設定しても均等配置の設定が優
先されます。

• 印刷方向を「縦向き /横書き」に設定した場合、次のように設定されます。
 - 文字間は「小」となり変更することはできません。

 - 文字配置を「均等配置」に設定してもセンタリングで印刷されます。

 - 複数行センタリングの設定に関わらず、複数行を中央揃えにして印刷します。

 - センターラインの設定に関わらず、センターラインは印刷されません。
• 文字サイズで「半角」を選択した場合でも、漢字や記号は全角で印刷されます。
• 次のようなときは、複数行センタリングを選択できません。

 - カット長が「自動」のとき

 - 文字配置が「センタリング」以外に設定されているとき

 - 行数が「１行」のとき

 - 印刷方向が「縦向き /横書き」（複数行センタリング「あり」に設定される）
• 複合ページ印刷が設定されている場合、以下の設定は変更できません。

印刷方向、枠囲み、カット長、記名板印字エリア、文字配置、複数行センタリング、連続印刷

 6 ［ OK］をクリックする

 ●［ OK］をクリックすると、書式設定が確
定され、データリスト（全角 /半角）や
プレビューエリアの表示に設定が反映さ
れます。

• ［連続］（連続印刷）の設定は、プレビューエリアの表示に反映されません。
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 特殊記号を入力する
キーボードから入力できない記号を、記号一覧から入力します。また、読み方のわか
らない漢字やキーボードで変換できない漢字は、区点コード（4桁）を使って入力し
ます。

 ■ 記号を入力する

【例】「→」を入力する

1 記号を入力する位置をクリック（またはダブルクリック）する

2 （特殊 記号入力）をクリックする

 ● または、［編集］メニューの［特殊記号入
力］を選びます。

3 記号の一覧から「→」を選び、［ OK］をクリックする

 ● 記号は 4つのグループに分けて登録され
ています。グループを切り替えるときは、
画面左上のプルダウンリストから選びま
す。

 ● 入 力 で き る 記 号 は、「記 号 一 覧 表
（ P.268）」を参照してください。

 ●［ OK］をクリックすると、「→」が入力
されます。
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 ■  区点コードを使って文字を入力する

【例】「塑性」を入力する

1 文字を入力する位置をクリック（またはダブルクリック）する

2 （特殊記号入力）をクリックする

 ● または、［編集］メニューの［特殊記号入
力］を選びます。

3 本書の「区点コード表（ P.269）」を使って、「塑」の区点コードを調
べる

 ●「塑」の区点コード：3326

4 区点コードの入力ボックスに「 3326」（区点コード）を入力して、
［ OK］をクリックする

 ● 区点コードを入力すると、グループに「そ
の他」が作成され、「塑」が追加されます。

 ●［ OK］をクリック（または、「塑」をダ
ブルクリック）すると、「塑」が入力され
ます。

• グループ「その他」には最大 100文字の入力履歴が表示されます。
• 文字サイズが「 1.3 mm 全角」、「 2 mm 半角」、「 2 mm 全角」の場合、区点コード 1595 
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以降の入力履歴は表示しません。
• 区点コードの入力履歴は、Windows ログインユーザーごとに作成されて、MKデスクトップ・
ユーティリティをアンインストールするまで保持されます。

5 手順 2～ 4と同じ手順で「性」を入力する

 ●「性」の区点コード：3213

 ●「塑性」が入力されます。
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 連番ページを作成する
固定の文字列に連続した番号やアルファベットを振り、ページを自動的に作成します。
設定できる 連番は以下のとおりです。

設定 設定範囲
10進数 0～ 9999

16進数 0～ FFFF

大文字アルファベット Ａ～Ｚ
小文字アルファベット ａ～ｚ

【例】「ポンプ室 1」~「ポンプ室 10」のページを作成する

1 「ポンプ室」と入力する
 ● カーソルは、連番を入力したい位置に移
動します。

 ● セルを選択した状態で設定すると、文字
列の末尾に番号が入力されます。

2 （連番作成）をクリックする

 ● または、［編集］メニューの［連番ページ
作成］を選びます。

• カット長を指定しているとき 1文字も入力できない
場合は、メッセージが表示されます。書式の設定を変
更してください。（→ P.153）



161

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

3 各項目を設定する
 ● ここでは、以下のように設定します。

種類：10進
開始値：1

終了値：10

桁合わせ：しない

• 「 10～ 1」のように降順で連番を設定したいときは、「開始値」に「 10」、「終了値」に「 1」
を入力します。

• 桁合わせの設定は以下のとおりです。

設定 内容
しない 桁合わせをしません。

ゼロ 「 0」を入力して桁合わせをします。

空白 空白を入力して桁合わせをします。

• 連番の桁数がすべて同じ場合や連番にアルファベットを選んだ場合は、「桁合わせ」がグ
レーアウト表示され、設定することはできません。

• カット長を指定しているときは、開始値および終了値の入力が制限されることがあります。
入力したい値が設定できないときは、書式の設定を変更してください。（→ P.153）

4 ［ OK］をクリックする

 ● 文字列の末尾に番号が入力されたページ
が自動的に作成されます。

• 連番ページを作成した直後に操作を取り消したいときは、 （元に戻す）をクリックし
ます。 
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 印刷
 印刷する
文字を入力してデータリストを作成したら、 印刷を開始します。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。

2 ［ファイル］メニューの［プリンター選択］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、プリンタードライ
バーのインストール操作が完了していません。「MK 

デスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーをインストールする」の手順 13~手順 17

（→ P.130）を操作してください。
• 上記を対応しても、同じメッセージが繰り返し表示
される場合は、プリンタードライバーを再インストー
ルしてください。（→ P.125）

 3 印刷に使用するプリンターを［プリンター選択］のドロップダウンリス
トから選ぶ

 ● ドロップダウンリストには、お使いの環
境にインストールされているプリンター
ドライバーの一覧が表示されます。
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4 パソコンに保存されているデータを印刷する場合は、ファイルを開く
（→ P.146）

5 印字媒体と媒体サイズを指定する
 ● 印字媒体と媒体サイズを変更すると、プ
レビューエリアの表示に設定が反映され
ます。

• ラベル /記名板以外は最小カット長が 8ｍｍとなりま
す。データリストに 8ｍｍ以下のページがあり、印
字媒体をラベル /記名板以外に変更した場合は、カッ
ト長を 8ｍｍに変更するメッセージが表示されます。

• ［記名板印字エリア］を「拡張」に設定しているときは、印字媒体を変更できません。こ
の場合は、［記名板印字エリア］を「標準」に変更してください。（→ P.153）

• 印字領域を超えた場合は、プレビューエリアに「印字領域を超えています」のメッセージ
が表示されます。印字媒体を変更するか書式設定を変更してください。（→ P.153）

• 媒体サイズのリスト上にないチューブをセットする場合は、「チューブサイズ選択（推奨）
（ P.89）」を参考に設定を行ってください。
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 6 印刷したいページの［送信］にチェックマークを入れる
 ● 複数のページに一括でチェックマークを
入れたり外したりする場合は、［編集］メ
ニューの［送信ページ選択］から設定し
ます。ページを選択する場合は、次のい
ずれかで行います。
-　 連続した複数のページを選択するとき：
始点をクリックして選択し、次にキー
ボードの［ Shift］を押しながら終点を
クリックします。選択が終わったら、
［ Shift］を離します。

-　 連続していない複数のページを選択す
るとき：
キーボードの［ Ctrl］を押しながら
ページを選択します。選択が終わった
ら、［ Ctrl］を離します。

-　 ヘッダー行をクリックすると、全ペー
ジを選択できます。

 ●［送信ページ選択］は、データリスト上で
右クリックして表示されるメニューから
選ぶこともできます。

 7 （印刷）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［印刷］
を選びます。

• メッセージが表示された場合は、使用するプリンター
が選択されていません。［ファイル］メニューの［プ
リンター選択］にてプリンターを選択してください。
（→ P.162）
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 8 印刷の本数（または枚数）を指定する
 ● 印刷する本数（または枚数）を、1～ 10

の範囲で指定します。

 9 送信方法を指定する
 ● 送信方法は［プリンター内のデータと置
き換える］または［プリンター内のデー
タに追加する］のいずれかを選びます。
直前に送信したデータは、印刷（または
保存）が完了したあともプリンターの文
字入力画面に保持されています。

 ●［連番を圧縮せずに送信］は、連番ページ
を作成した場合に設定します。
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［プリンター内のデータと置き換える］
 手順 6で選択したページを印刷したい場
合に選びます。

【例】

200V

200V

ABC
（1ページ目）

200V
（1ページ目）

印 刷

［プリンター内のデータに追加する］
プリンターの文字入力画面上のデータに、
手順 6で選択したデータを追加して印刷
したい場合に選びます。追加分のデータ
は、プリンター内のデータの最終ページ
の後に追加されます。

【例】

ABC
（1ページ目）

200V

ABC
（1ページ目）

200V

200V
（2ページ目）

印 刷
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［連番を圧縮せずに送信］

-  チェックマーク「なし」
連番部分を連番の制御文字（N）に変換
して 1ページのデータとしてプリンター
に送信します。

【例】

N

ポンプ室  
（1ページ目）

N

-  チェックマーク「あり」
全ページをプリンターに送信します。

【例】

ポンプ室１～ポンプ室100
（1ページ目～100ページ目）
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 10 印刷と同時に、送信したデータにファイル名をつけてフォルダーに保
存したい場合は、保存方法を指定する

 ●「送信後にプリンター内に保存する」に
チェックマークを入れて、［ファイル名］
と［フォルダー No］を指定します。

 ● ファイル名は 8文字まで入力できます。

 11 ［ OK］をクリックする

 ● 送信方法に従いプリンターの文字入力画
面にデータを作成したあと、印刷を開始
します。また、印刷が完了したあとも文
字入力画面のデータは保持されます。

• MKデスクトップ・ユーティリティのプレビューで使用するフォントはプリンターのフォ
ントと異なるため、プレビューと印刷結果で字体が異なることがあります。

• 印刷が開始されない場合、パソコンの画面ではなくプリンターのディスプレイにメッセー
ジが表示されていることがあります。

 - 同一フォルダ―内に同じ名前のファイルを作成し
ようとすると、右のメッセージがプリンターに表
示されます。上書きするときは［はい］を、上書
きしないときは「いいえ」をクリックしてくださ
い。いずれかを選択すると印刷が開始されます。
印刷データを保存したい場合は、PC 接続状態を解
除してからプリンターの文字入力画面上のデータ
を保存してください。（→ P.116）
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 - 送信データがプリンターの文字入力画面に保持で
きる容量を超えると右のようなメッセージがプリ
ンターに表示されます。すべてのデータを送信し
たい場合は、以下の手順で操作してください。

　１. プリンターの文字入力画面のデータをファイ
ルに保存します。（→ P.116）

　２. 送信方法を「プリンター内のデータと置き換
える」に変更して、再度送信してください。
（→ P.165）

 - 上記以外のメッセージが表示された場合は「メッセージが表示された（ P.248）」を参照
してください。

• 「プリンターをオープンできませんでした」のメッ
セージが表示された場合は以下のことを確認してくだ
さい。

 - プリンターの電源が入っており、パソコンとプリ
ンターが USBケーブルで接続されていること

 - プリンターが正しく選択されていること
（→ P.162）

• 「プリンター本体からデータ受信できませんでした」
のメッセージが表示された場合は、プリンターが PC

接続状態に切り替わっていません。プリンターを PC

接続状態に切り替えてください。（→ P.162）

•  右のダイアログボックスが表示された場合は、送信し
ようとしているデータ容量が、プリンターの文字入力
画面に保持できる容量を超えています。すべてのペー
ジを印刷したい場合は、複数回に分けて送信します。
（→ P.170）
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 ■  データを複数回に分けて印刷する
送信しようとするデータ容量がプリンターの文字入力画面に保持できる容量を超える
場合、以下の画面が表示されます。すべてのページを印刷したい場合は、複数回に分
けてデータを送信します。

1 ダイアログボックスに表示されている「送信可能ページ」をメモする。
 ● 右の画面の場合は、「 1074ページ」とメモ
します。

• 「送信可能ページ」は、この先の操作中に確認することができません。
• 送信するデータを選択し直したい場合は、[いいえ ]をクリックすると印刷設定画面に戻り
ます。

2 ［はい］をクリックする。
 ● 印刷が開始されます。

 ● プリンターのディスプレイが「送信中…」
→「印刷中…」→「データ受信待ち…」と
切り替わります。
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3  プリンターのディスプレイに「データ受信待ち…」が表示されているこ
とを確認する。

• 「データ受信待ち…」以外のメッセージがディスプレイに表示されている間は、次の手順に
進まないでください。

4 手順 1でメモしたページまでの［送信］のチェックマークを外す。

 ● 右の画面の場合は、1074ページ目までの
［送信］のチェックマークを外します。

• チェックマークは複数のページに一括で入れたり外したりできます。（→ P.164）

5   （印刷）をクリックする。
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6 送信方法を［プリンター内のデータと置き換える］に設定する。

• 送信方法を［プリンター内のデータに追加する］に設定しないでください。プリンターが
データを受信できないため、印刷できません。

7 ［ OK ］をクリックする。

 ● 印刷が開始されます。

 ● 手順１と同じダイアログボックスが表示さ
れた場合は、1～ 7 の手順を繰り返します。
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  複合ページ印刷を行う
複数のページのデータを、1本（または 1枚）に印刷します。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。

2 ［ファイル］メニューの［プリンター選択］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、プリンタードライ
バーのインストール操作が完了していません。「MK 

デスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーをインストールする」の手順 13~手順 17

（→ P.130）を操作してください。
• 上記を対応しても、同じメッセージが繰り返し表示
される場合は、プリンタードライバーを再インストー
ルしてください。（→ P.125）
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 3 印刷に使用するプリンターを［プリンター選択］のドロップダウンリス
トから選ぶ

 ● ドロップダウンリストには、お使いの環
境にインストールされているプリンター
ドライバーの一覧が表示されます。

4 パソコンに保存されているデータを印刷する場合は、ファイルを開く
（→ P.146）

5 印字媒体と媒体サイズを指定する
 ● 印字媒体と媒体サイズを変更すると、プ
レビューエリアの表示に設定が反映され
ます。

• ラベル /記名板以外は最小カット長が 8ｍｍとなりま
す。データリストに 8ｍｍ以下のページがあり、印
字媒体をラベル /記名板以外に変更した場合は、カッ
ト長を 8ｍｍに変更するメッセージが表示されます。

• ［記名板印字エリア］を「拡張」に設定しているときは、印字媒体を変更できません。こ
の場合は、［記名板印字エリア］を「標準」に変更してください。（→ P.153）
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6 複合ページ印刷を行うページの［送信］にチェックマークを入れる
 ● 複数のページに一括でチェックマークを
入れたり外したりする場合は、［編集］メ
ニューの［送信ページ選択］から設定し
ます。ページを選択する場合は、次のい
ずれかで行います。
-　 連続した複数のページを選択するとき：
始点をクリックして選択し、次にキー
ボードの［ Shift］を押しながら終点を
クリックします。選択が終わったら、
［ Shift］を離します。

-　 連続していない複数のページを選択す
るとき：
キーボードの［ Ctrl］を押しながら
ページを選択します。選択が終わった
ら、［ Ctrl］を離します。

-　 ヘッダー行をクリックすると、全ペー
ジを選択できます。

 ●［送信ページ選択］は、データリスト上で
右クリックして表示されるメニューから
選ぶこともできます。

7 ［ファイル］メニューの［複合ページ印刷設定］を選ぶ
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8 「複合ページを印刷する」にチェックマークを入れて、書式を設定する

［印刷方向］

 ● 印刷の向き（縦向き /横向き）と文字の方向（縦書き /横書き）は、「印刷
方向」で指定します。初期値は「横向き /横書き」に設定されています。

 ● 印刷イメージは、「印刷の向きと文字の方向を指定する（ P.54）」を参照し
てください。

［枠囲み］

 ● 複合ページ全体を枠で囲むことができます。枠の形は 5種類あり、初期値は
「なし」に設定されています。

［カット長］

 ● 複合ページの長さを指定することができます。初期値は「自動」に設定され
ています。

 ●「指定」の場合は、8 ｍｍ～ 150 ｍｍ（ラベル：4 ｍｍ～ 150 ｍｍ /記名板：
2ｍｍ～ 150 ｍｍ）の範囲を 0.1 ｍｍ単位で入力できます。

［記名板印字エリア］

 ● 記名板の余白を「 0mm」に設定して印刷したいときは、記名板印字エリア
を「拡張」に設定します。初期値は「標準」に設定されています。

 ●「拡張」に設定すると、印字媒体は自動的に「記名板」に変更されます。ま
た、記名板以外の印字媒体は選択できません。

 ● 印刷イメージは、「記名板の印字領域を広げて印刷する（ P.66）」を参照し
てください。
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［文字配置］

 ● カット長を「指定」に設定すると、複合ページの文字配置を変更できます。
文字配置の初期値は「センタリング」に設定されています。

 ● 記名板印字エリアを「拡張」に設定しているとき、「左寄せ」および「右寄
せ」の余白は設定できません。（「 0ｍｍ」となります）

 ● 印刷イメージは、「カット長と文字配置を指定する（ P.63）」を参照してく
ださい。

［複数行センタリング］

 ● 複数行の文字列をページ内で中央揃えにします。初期値は「なし」に設定さ
れています。

 ● 印刷イメージは、「複数行の文字列を中央に揃える（ P.70）」を参照してく
ださい。

［ページ間］

 ● ページとページの間隔を 2.0～ 10.0mmの範囲で指定します。初期値は「 2.0

ｍｍ」に設定されています。

［フォント］

 ● 複合ページ印刷で使用するフォントを指定します。初期値は「MS ゴシック」
に設定されています。

 ● ご使用の環境にインストールされているフォントが選択できます。

• 印字媒体がラベルまたは記名板のとき、カット長が「 8.0ｍｍ未満」、記名板印字エリアが
「標準」の場合は、「本体規定配置（センタリング）」となり設定は変更できません。

• 文字配置を「均等配置」に設定している場合は、文字間を設定しても均等配置の設定が優
先されます。

• 印刷方向を「縦向き /横書き」に設定した場合、次のように設定されます。
 - 文字間は「小」となり変更することはできません。

 - 文字配置を「均等配置」に設定してもセンタリングで印刷されます。

 - 複数行センタリングの設定に関わらず、複数行を中央揃えにして印刷します。

 - センターラインの設定に関わらず、センターラインは印刷されません。
• 次のようなときは、複数行センタリングを選択できません。

 - カット長が「自動」のとき

 - 文字配置が「センタリング」以外に設定されているとき

 - 行数が「１行」のとき

 - 印刷方向が「縦向き /横書き」（複数行センタリング「あり」に設定される）
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9 ［ OK］をクリックする

 ●［ OK］をクリックすると、プレビューエ
リアの表示に設定が反映されます。

• 印字領域を超えた場合は、プレビューエリアに「印字領域を超えています」のメッセージ
が表示されます。印字媒体を変更するか書式設定を変更してください。（→ P.153）

10 （印刷）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［印刷］
を選びます。

• メッセージが表示された場合は、使用するプリンター
が選択されていません。［ファイル］メニューの［プ
リンター選択］にてプリンターを選択してください。
（→ P.173）
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11 印刷の本数（または枚数）を指定して［ OK］をクリックする

 ● 印刷する本数（または枚数）を、1～ 10

の範囲で指定します。

 ●［ OK］をクリックすると、複合ページの
印刷が開始されます。

• 送信方法および保存は設定できません。

• 「プリンターをオープンできませんでした」のメッセー
ジが表示された場合は以下のことを確認してください。

 - プリンターの電源が入っており、パソコンとプリ
ンターが USBケーブルで接続されていること

 - プリンターが正しく選択されていること（→ P.162）

• 「プリンター本体からデータ受信できませんでした」
のメッセージが表示された場合は、プリンターが PC

接続状態に切り替わっていません。プリンターを PC

接続状態に切り替えてください。（→ P.162）
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 複数のプリンターを使って印刷する（分散印刷）
 分散印刷では、USB接続された複数台のプリンターがある場合、印刷データを均等に
分割して印刷することで、1台で印刷するより短時間で印刷を完了させることができ
ます。
分散印刷は、次の条件を満たす場合に行えます。
• 複合ページ印刷設定が無効の場合（→ P.173）
•  2台以上のプリンターがオンライン状態である場合
• 40ページ以上のデータリストの場合

【例】100ページのデータを、3台のプリンターで分散印刷する

(68～100ページ)(35～67ページ)(1～34ページ)

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。
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2 ［ファイル］メニューの［プリンター選択］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、プリンタードライ
バーのインストール操作が完了していません。「MK 

デスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーをインストールする」の手順 13~手順 17

（→ P.130）を操作してください。
• 上記を対応しても、同じメッセージが繰り返し表示
される場合は、プリンタードライバーを再インストー
ルしてください。（→ P.125）

 3 ［プリンター選択］のドロップダウンリストから「複数台接続」を選
び、印刷に使用するプリンターにチェックマークを入れる

4 パソコンに保存されているデータを印刷する場合は、ファイルを開く
（→ P.146）
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5 印字媒体と媒体サイズを指定する
 ● 印字媒体と媒体サイズを変更すると、プ
レビューエリアの表示に設定が反映され
ます。

• ラベル /記名板以外は最小カット長が 8ｍｍとなりま
す。8ｍｍ以下のデータの印字媒体をラベル /記名板
以外に変更した場合は、カット長を 8ｍｍに変更す
るメッセージが表示されます。

• ［記名板印字エリア］を「拡張」に設定しているときは、印字媒体を変更できません。こ
の場合は、［記名板印字エリア］を「標準」に変更してください。（→ P.153）

• 印字領域を超えた場合は、プレビューエリアに「印字領域を超えています」のメッセージ
が表示されます。書式設定を変更してください。（→ P.153）
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6 印刷したいページの［送信］にチェックマークを入れる
 ● 複数のページに一括でチェックマークを
入れたり外したりする場合は、［編集］メ
ニューの［送信ページ選択］から設定し
ます。ページを選択する場合は、次のい
ずれかで行います。
-　 連続した複数のページを選択するとき：
始点をクリックして選択し、次にキー
ボードの［ Shift］を押しながら終点を
クリックします。選択が終わったら、
［ Shift］を離します。

-　 連続していない複数のページを選択す
るとき：
キーボードの［ Ctrl］を押しながら
ページを選択します。選択が終わった
ら、［ Ctrl］を離します。

-　 ヘッダー行をクリックすると、全ペー
ジを選択できます。

 ●［送信ページ選択］は、データリスト上で
右クリックして表示されるメニューから
選ぶこともできます。
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7 （印刷）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［印刷］
を選びます。

• 印刷ページが 40ページ未満の場合は分散印刷できま
せん。プリンターを 1台で印刷します。
この画面が表示されたときは、プリンターを選択して
［ OK］をクリックしてください。

• オフライン状態のプリンターがあった場合は、印刷に使用するプリンターに関するメッセー
ジが表示されます。

 - オンライン状態のプリンターが 1台の場合
1台で印刷します。

 - 印刷に使用するプリンター 3台の内、オンライン
状態のプリンターが 2台の場合
2台で分散印刷します。
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8 印刷データのページ分割方法を指定する
［自動分散］

 ● 印刷データを均等にページ分割して印刷
します。

［個別に指定する］

 ● 手動で印刷データのページ範囲を指定し
て印刷します。

 ● 印刷に使うプリンターをドロップダウン
リストから選び、各プリンターのページ
範囲を指定します。

 ● ページ範囲は、スライダーを動かして指
定することもできます。プリンターが 2

台の場合はスライダーが 1つ、プリンター
が 3台の場合はスライダーが 2つ表示さ
れます。

 ● ページ範囲の指定をリセットしたいとき
は、いったん［自動分散］をクリックし
てください。
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9 印刷の本数（または枚数）を指定して［ OK］をクリックする

 ● 印刷する本数（または枚数）を、1～ 10

の範囲で指定します。

 ●［ OK］をクリックすると、分散印刷が開
始されます。

• 分散印刷にてエラーが発生した場合はメッセージが
表示されます。プリンターの状態を確認してエラー
を対処してください。
また、エラーにより印刷できなかったページがあっ
た場合は［はい］をクリックしてください。エラー
が発生したプリンターのページリスト（［分散印刷
リカバリー］ダイアログボックス）が表示されます。
再印刷したいページを選択して［ OK］をクリック
すると、オンライン状態のプリンターで再印刷する
ことができます。
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 プリンター内で保持しているデータを印刷する
プリンターに送信されたデータは、文字入力画面にて保持されます。最後に印刷した
データを再印刷する場合など、文字入力画面上のデータを印刷する手順を説明します。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。

2 ［ファイル］メニューの［プリンター選択］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、プリンタードライ
バーのインストール操作が完了していません。「MK 

デスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーをインストールする」の手順 13~手順 17

（→ P.130）を操作してください。
• 上記を対応しても、同じメッセージが繰り返し表示
される場合は、プリンタードライバーを再インストー
ルしてください。（→ P.125）

 3 印刷に使用するプリンターを［プリンター選択］のドロップダウンリス
トから選ぶ

 ● ドロップダウンリストには、お使いの環
境にインストールされているプリンター
ドライバーの一覧が表示されます。
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4 ［リモート］メニューの［プリンター内のデータを印刷］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、使用するプリンター
が選択されていません。［ファイル］メニューの［プ
リンター選択］にてプリンターを選択してください。
（→ P.187）

5 印字媒体、媒体サイズおよび印刷の本数（または枚数）を指定したあ
と、［ OK］をクリックする

 ● 文字入力画面上のデータが印刷されます。

• 文字入力画面上のデータを確認したいときは、PC接続状態を解除します。プリンターのディ
スプレイに「受信中…」が表示されていないことを確認してから、［取消］キーを押してく
ださい。

• ラベル /記名板以外は最小カット長が 8ｍｍとなります。8ｍｍ以下のページがあり、印
字媒体をラベル /記名板以外に変更した場合は、カット長を 8ｍｍに変更して印刷されます。

• 「プリンターをオープンできませんでした」のメッ
セージが表示された場合は以下のことを確認してくだ
さい。

 - プリンターの電源が入っており、パソコンとプリ
ンターが USBケーブルで接続されていること

 - プリンターが正しく選択されていること（→ P.187）

• 「プリンター本体からデータ受信できませんでした」
のメッセージが表示された場合は、プリンターが PC

接続状態に切り替わっていません。プリンターを PC

接続状態に切り替えてください。（→ P.187）
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 プリンターに保存
 プリンター内のフォルダーにデータを保存する

MKデスクトップ・ユーティリティで作成したデータを、プリンター内のフォルダー
に 保存することができます。

• 印刷と同時に印刷データをプリンター内のフォルダーに保存する手順については、「印刷
する（ P.162）」を参照してください。

• パソコンに印刷データを保存する手順については、「ファイルを保存する（ P.151）」を参
照してください。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。

2 ［ファイル］メニューの［プリンター選択］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、プリンタードライ
バーのインストール操作が完了していません。「MK 

デスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーをインストールする」の手順 13~手順 17

（→ P.130）を操作してください。
• 上記を対応しても、同じメッセージが繰り返し表示
される場合は、プリンタードライバーを再インストー
ルしてください。（→ P.125）
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 3 データを保存するプリンターを［プリンター選択］のドロップダウンリ
ストから選ぶ

 ● ドロップダウンリストには、お使いの環
境にインストールされているプリンター
ドライバーの一覧が表示されます。

4 プリンターに送信するファイルを開く（→ P.146）

 5 保存したいページの［送信］にチェックマークを入れる
 ● 複数のページに一括でチェックマークを
入れたり外したりする場合は、［編集］メ
ニューの［送信ページ選択］から設定し
ます。ページを選択する場合は、次のい
ずれかで行います。
-　 連続した複数のページを選択するとき：
始点をクリックして選択し、次にキー
ボードの［ Shift］キーを押しながら終
点をクリックします。選択が終わった
ら、［ Shift］キーを離します。

-　 連続していない複数のページを選択す
るとき：
キーボードの［ Ctrl］キーを押しなが
らページを選択します。選択が終わっ
たら、［ Ctrl］キーを離します。

-　 ヘッダー行をクリックすると、全ペー
ジを選択できます。

 ●［送信ページ選択］は、データリスト上で
右クリックして表示されるメニューから
選ぶこともできます。
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 6 （データ送信と保存）をクリックする

 ● または、［ファイル］メニューの［データ
送信と保存］を選びます。

• メッセージが表示された場合は、使用するプリンター
が選択されていません。［ファイル］メニューの［プ
リンター選択］にてプリンターを選択してください。
（→ P.189）

 7 送信方法を指定する
 ● 送信方法は［プリンター内のデータと置
き換える］または［プリンター内のデー
タに追加する］のいずれかを選びます。
直前に送信したデータは、印刷（または
保存）が完了したあともプリンターの文
字入力画面に保持されています。

 ●［連番を圧縮せずに送信］は、連番ページ
を作成した場合に設定します。
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［プリンター内のデータと置き換える］
 手順 5で選択したページを保存したい場
合に選びます。

【例】

200V

200V

ABC
（1ページ目）

200V
（1ページ目）

保 存

［プリンター内のデータに追加する］
プリンターの文字入力画面上のデータに、
手順 5で選択したデータを追加して保存
したい場合に選びます。追加分のデータ
は、プリンター内のデータの最終ページ
の後に追加されます。

【例】

ABC
（1ページ目）

200V

ABC
（1ページ目）

200V

200V
（2ページ目）

保 存
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［連番を圧縮せずに送信］

-  チェックマーク「なし」
連番部分を連番の制御文字（N）に変換
して 1ページのデータとしてプリンター
に送信します。

【例】

N

ポンプ室  
（1ページ目）

N

-  チェックマーク「あり」
全ページをプリンターに送信します。

【例】

ポンプ室１～ポンプ室100
（1ページ目～100ページ目）

 8 保存方法を指定する
 ●「送信後にプリンター内に保存する」に
チェックマークを入れて、［ファイル名］
と［フォルダー No］を指定します。

 ● ファイル名は 8文字まで入力できます。
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 9 ［ OK］をクリックする

 ● 送信方法に従いプリンターの文字入力画
面にデータを作成したあと、プリンター
内の指定したフォルダーにデータが保存
されます。また、保存が完了したあとも
文字入力画面のデータは保持されます。

• 「プリンターをオープンできませんでした」のメッ
セージが表示された場合は以下のことを確認してくだ
さい。

 - プリンターの電源が入っており、パソコンとプリ
ンターが USBケーブルで接続されていること

 - プリンターが正しく選択されていること
（→ P.189）

• 「プリンター本体からデータ受信できませんでした」
のメッセージが表示された場合は、プリンターが PC

接続状態に切り替わっていません。プリンターを PC

接続状態に切り替えてください。（→ P.189）

• 右のダイアログボックスが表示された場合は、送信し
たデータがプリンター本体のメモリー容量を超えてい
ます。すべてのページを送信したい場合は、複数回に
分けて送信します。（→ P.196）
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10 プリンターのディスプレイに「データ受信待ち…」が表示されているこ
とを確認する

• パソコンの画面ではなくプリンターのディスプレイにメッセージが表示されていることが
あります。

 - 同一フォルダ―内に同じ名前のファイルを作成し
ようとすると、次のようなメッセージがプリンター
に表示されます。上書きするときは「はい」をク
リックしてください。上書きしないときは「いい
え」をクリックし、PC 接続状態を解除してからプ
リンターの文字入力画面上のデータを保存してく
ださい。（→ P.116）

 - 送信しようとするデータ容量がプリンターの文字
入力画面に保持できる容量を超える場合、右のよ
うなメッセージがプリンターに表示されます。す
べてのデータを送信したい場合は、以下の手順で
操作してください。

　１. プリンターの文字入力画面上のデータをファ
イルに保存します。（→ P.116）

　２. 送信方法を「プリンター内のデータと置き換
える」に変更して、再度送信してください。
（→ P.191）

 - 上記以外のメッセージが表示された場合は「メッセージが表示された（ P.248）」を参照
してください。
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 ■  データを複数回に分けて保存する
送信しようとするデータ容量がプリンターの文字入力画面に保持できる容量を超える
場合、以下の画面が表示されます。すべてのページを保存したい場合は、複数回に分
けてデータを送信します。

• プリンターの文字入力画面上のデータは、最後に送信したデータに置き換わります。すべ
てのページをプリンターに保存するには、データを送信するたびに文字入力画面のデータ
をプリンター内のフォルダ―に保存する必要があります。

1 ［いいえ］をクリックしてダイアログボックスを閉じる

2 送信方法を［プリンター内のデータと置き換える］に設定する

• 送信方法を［プリンター内のデータに追加する］に設定しないでください。プリンターが
データを受信できません。
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3 ［送信後プリンター内に保存する］にチェックマークを入れ、ファイル
名、フォルダー No.を指定する

4 ［ OK］をクリックする

 ● 手順１と同様のダイアログボックスが表示さ
れます。

5 「送信可能ページ」をメモする
 ● 右の画面の場合は、「 1074ページ」とメモし
ます。

• 「送信可能ページ」は、この先の操作中に確認することができません。
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6 ［はい］をクリックする
 ● 送信が開始され、プリンターのディスプレイ
が「送信中…」→「データ受信待ち」と切り
替わります。

7 プリンターのディスプレイに「データ受信待ち…」が表示されているこ
とを確認する

• 「データ受信待ち…」以外のメッセージがディスプレイに表示されている間は、次の手順に
進まないでください。

8 手順 5でメモしたページまでの［送信］のチェックマークを外す

 ● 右の画面の場合は、1074ページ目までの［送
信］のチェックマークを外します。

• チェックマークは複数のページに一括で入れたり外したりできます。（→ P.190）

9   (データ送信と保存 )をクリックする
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10 送信方法を［プリンター内のデータと置き換える］に設定する。

• 送信方法を［プリンター内のデータに追加する］に設定しないでください。プリンターが
データを受信できません。

11 ［送信後プリンター内に保存する］にチェックマークを入れ、ファイル
名、フォルダー No.を指定する

 ● 手順 3と異なるファイル名を入力してくださ
い。同じファイル名を入力した場合、手順 6

で送信されたデータに上書きされます。

12 ［ OK ］をクリックする
同じダイアログボックスが表示される場合は、5~12の手順を繰り返します。
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 プリンター内で保持しているデータを保存する
プリンターに送信されたデータは、文字入力画面にて保持されます。最後に印刷した
データを保存したい場合など、文字入力画面上のデータを保存する手順を説明します。

• 印刷と同時に印刷データをプリンター内のフォルダーに保存する手順については、「印刷
する（ P.162）」を参照してください。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。

2 ［ファイル］メニューの［プリンター選択］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、プリンタードライ
バーのインストール操作が完了していません。「MK 

デスクトップ・ユーティリティとプリンタードラ
イバーをインストールする」の手順 13~手順 17

（→ P.130）を操作してください。
• 上記を対応しても、同じメッセージが繰り返し表示
される場合は、プリンタードライバーを再インストー
ルしてください。（→ P.125）

 3 データを保存するプリンターを［プリンター選択］のドロップダウンリ
ストから選ぶ

 ● ドロップダウンリストには、お使いの環
境にインストールされているプリンター
ドライバーの一覧が表示されます。
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4 ［リモート］メニューの［ファイル保存］をクリックする

• メッセージが表示された場合は、使用するプリンター
が選択されていません。［ファイル］メニューの［プ
リンター選択］にてプリンターを選択してください。
（→ P.200）

5 ［ファイル名］と［フォルダー No］を指定したあと、［ OK］をクリッ
クする

 ● 文字入力画面上のデータが、プリンター
内の指定したフォルダーに保存されます。

• 「プリンターをオープンできませんでした」のメッ
セージが表示された場合は以下のことを確認してくだ
さい。

 - プリンターの電源が入っており、パソコンとプリ
ンターが USBケーブルで接続されていること

 - プリンターが正しく選択されていること
（→ P.200）

• 「プリンター本体からデータ受信できませんでした」
のメッセージが表示された場合は、プリンターが PC

接続状態に切り替わっていません。プリンターを PC

接続状態に切り替えてください。（→ P.200）

• すでに保存されているファイル名と同じ名前で保存し
ようとすると、次のようなメッセージがプリンターの
ディスプレイに表示されます。上書きするときは［は
い］をクリックしてください。
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 バックアップデータの保存
  バックアップデータをパソコンに保存する
プリンターに保存してあるデータのバックアップデータをパソコンへ保存します。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。

2 ［ファイル］メニューの［プリンターデータバックアップ］を選ぶ

3 「プリンターからデータバックアップ」を選んで、［ OK］をクリックする
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4 「保存場所」と「ファイル名」を指定し、［保存］をクリックする
 ●［保存］をクリックすると、データの取り
込みが始まります。

 ● バックアップファイルは、「MKデスク
トップ・ユーティリティ本体データ形式
（ *.mk5）」で保存されます。

 ● 保存場所の初期設定は、次のようになっ
ています。
C:¥Users¥［ユーザー名］¥Documents

• ｢ データバックアップが完了しました。｣のメッセージが表示されるまでは、以下のことを
守ってください。データが破損してしまうことがあります。

 - プリンターとパソコンの電源を切らない

 - USBケーブルを抜かない

 - キーボードを操作しない

5 完了のメッセージが表示されたら、［ OK］をクリックする
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  バックアップデータをプリンターへ書き込む
パソコンに保存したバックアップデータをプリンターへ書き込みます。バックアップ
データの書き込みは、プリンターに保存されている全ファイルをバックアップデータ
で上書き保存します。

1 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続し、プリンターを PC接続
状態に切り替える（→ P.137）

 ● プリンターのディスプレイに「データ受
信待ち…」と表示されたことを確認しま
す。

2 ［ファイル］メニューの［プリンターデータバックアップ］を選ぶ

3 ［プリンターへデータリカバリー］を選んで、［ OK］をクリックする

4 MKデスクトップ・ユーティリティ形式（ *.mk5）のファイルを選び、
［開く］をクリックする

 ● 従来のアプリケーションで作成したバッ
クアップデータを書き込む場合は、［ファ
イルの種類］で「従来の本体データ形式 

(*.mk4;*.mk3;*.mdk)」を選んでください。
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5 上書き確認のメッセージが表示されたら、［はい］をクリックする

• ｢データリカバリーが完了しました。｣のメッセージが表示されるまでは、以下のことを守っ
てください。データが破損してしまうことがあります。

 - プリンターとパソコンの電源を切らない

 - USBケーブルを抜かない

 - キーボードを操作しない

6 完了のメッセージが表示されたら、［ OK］をクリックする
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 ステータスモニターの表示
ステータスモニターは、印刷が開始されたときに自動的に起動してプリンターの状態
やインクリボンの残量を表示します。

  ステータスモニターの表示を設定する
ステータスモニターの表示 /非表示を設定します。初期値は「表示する」に設定され
ています。

1 パソコンのタスクバーの［ 検索］ アイコンをクリックして、検索ボック
スに「プリンターとスキャナー」と入力する

2 MK5000プリンターをクリックし、［管理］→［印刷設定］を選ぶ

 ● Windows 11の場合：
［印刷設定］をクリックします。

3 ［ステータスモニター］タブをクリックする

4 ［使用する］または［使用しない］を選び、［ OK］をクリックする

 ● 起動したステータスモニターを表示させ
たままにする場合は、［ 印刷後自動終了す
る ］のチェックマークを外します。

• MK デスクトップ・ユーティリティから印刷する場合、［ページ設定］シートおよび［グラ
フィックス］シートの印刷設定を変えないでください。設定を変更しても、MKデスクトッ
プ・ユーティリティからの印刷には反映されません。

• ［バージョン］をクリックすると、プリンタードライバーのバージョンや著作権などの情
報を確認できます。
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 プリンターの状態を見る

3

1

2

1 ステータス 現在のプリンターの状態を知らせるメッセージが表示されます。

2 リボン種別 リボンカセットの種別が表示されます。「白 85m」、「黒 150m」、
「黒 40m 記名板兼用」の 3種類があります。

3  リボン残量 インクリボン残量の目安が表示されます。（実際の残量とは多少
の誤差があります。）残量を正しく読み取れなかったときは、残
量が表示されません。

 プリンターの状態を 4 つのイメージで表示します。

通常の状態であることを示します。
オンラインの状態であり、印刷を行うことが
できます。

オフライン状態であることを示します。

警告が発生していることを示します。
［ステータス］に警告メッセージが表示され
ますが、印刷を続けることができます。必要
に応じて処置を行ってください。

エラーが発生していることを示します。
［ステータス］にエラーメッセージが表示さ
れ、印刷を行うことができません。
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 メッセージ一覧
プリンターと接続した状態でトラブルが発生すると、ステータスモニターにエラー
メッセージや警告メッセージが表示されます。 メッセージを確認し、それぞれの対処
方法に従って操作してください。

メッセージ 対処方法

リボン残量小 リボンが少なくなっています。
新しいリボンカセットをご用意ください。

電池残量少 「電池残量が減っています。操作を継続しますか？
（P.252）」を参照してください。

印字媒体なし 「印字媒体がセットされていません。（P.250）」を参照し
てください。

印字媒体終了 「印字媒体終了（P.250）」を参照してください。

リボン終了 「リボン終了（P.250）」を参照してください。

印字媒体先端検知
エラー

「印字媒体の先端が検出できません。ヘッド～カッター間
の印字媒体を取り除いてください。（P.250）」を参照して
ください。

リボンカセットなし 「リボンカセットがセットされていません。（P.250）」を
参照してください。

搬送エラー 「搬送エラー（P.251）」を参照してください。

カバーオープン カバーを開けた状態では印刷できません。カバーを閉じて
任意のキーを押してください。

サイズ切り替えレバー
点検

「サイズ切り替えレバーの位置が合っていません。印刷を
続けますか？（P.251）」を参照してください。

カッター初期化エラー 任意のキーを押してください。それでも、同じメッセージ
が表示される場合は修理対応窓口にご連絡ください。ヘッド初期化エラー

ヘッド印刷位置エラー

ウォーマー昇温遅延
エラー

プリンター本体の電源を切り、再度ウォーマーをセットし
てください。（→ P.32）
それでも、同じメッセージが表示される場合は修理対応窓
口にご連絡ください。

ウォーマー異常温度
エラー
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 プリンターの清掃
 本体の外側を清掃する
本体の表面を定期的に拭き、きれいな状態を保ってください。

• 清掃する前に、必ず電源を切り、電源プラグを抜いてください。また、電
池も本体から取り外してください。火災や感電の原因となります。

• 清掃にはアルコール、シンナーなどの引火性溶剤を使用しないでください。
火災や感電の原因となります。

1 電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く
 ● 電池を使用している場合は、電池を取り外してください。

2 プリンターの表面を拭く
 ● 水を含ませて固く絞った布で拭きます。糸くずの出ない布を使用してください。

 ● 水分が完全に乾いてから次の手順に進んでください。

3 電源プラグをコンセントに差し込み、電源を入れる
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 本体内部を清掃する
本体内部が汚れていると、印字媒体が汚れたり、ほこりなどが入ったりして印刷不良
の原因になることがあります。定期的に拭き、きれいな状態を保ってください。

• 清掃する前に、必ず電源を切り、電源プラグを抜いてください。また、電
池も本体から取り外してください。火災や感電の原因となります。

• 清掃にはアルコール、シンナーなどの引火性溶剤を使用しないでください。
火災や感電の原因となります。

• カッター部周辺や排出口を清掃するときは、カッターを取り外してから行っ
てください。

1 電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く
 ● 電池を使用している場合は、電池を取り外してください。

2 カバーを開き、リボンカセット、アタッチメント（またはラベルテープ
カセット）およびカッターを取り外す

3 プリンターの内部を拭く
 ● 水を含ませて固く絞った布で拭きます。糸くずの出ない布を使用してください。
 ● 水分が完全に乾いてから次の手順に進んでください。

• 本体内部のインクリボン接続部、印字ヘッ
ド、チューブウォーマー接続部には、手を
触れないでください。故障の原因になるこ
とがあります。

チューブウォーマー
接続部

印字ヘッド

インクリボン
接続部

4 清掃が終わったら、カッターを元の位置に戻してカバーを閉める
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 搬送ローラーを清掃する
きれいに印刷されなかったり、印字媒体がうまく送れなかったりするときは、 搬送ロー
ラーが汚れている可能性があります。月に 1回程度の清掃をおすすめします。

• 清掃には、アルコール、シンナーなどの引火性溶剤を使用しないでください。
火災や感電の原因となります。

1 カバーを開き、リボンカセットおよびアタッチメント（またはラベル
テープカセット）を取り外す

2 カバーを閉じて、［設定］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「 クリーニング」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● キーを押すと、画面に指示が表示されます。
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5 カバーを開ける
 ● カバーを開けると、画面に指示が表示
されます。

6 搬送ローラー 1、搬送ローラー 2および搬送ローラー 3の汚れをふき取る

 ● 水を含ませて固く絞った布で拭きます。
糸くずの出ない布を使用してください。

 ● 搬送ローラー 3は、 ジャム解除レバー
を矢印方向に押しながら清掃します。

ジャム解除レバー

7 カバーを閉める
 ● 搬送ローラーが回転します。

8 手順 5～ 7を繰り返す

 ● カバーを 8回開閉すると、ローラーが１回転します。

9 清掃が終わったら、［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 印字ヘッドを清掃する
きれいに印刷されなかったり、白いすじが入ったりするときは、 印字ヘッドが汚れて
いる可能性があります。月に 1回程度の清掃をおすすめします。

• 清掃する前に、必ず電源を切り、電源プラグを抜いてください。また、電
池も本体から取り外してください。火災や感電の原因となります。

• 清掃にはアルコール、シンナーなどの引火性溶剤を使用しないでください。
火災や感電の原因となります。

1 電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く
 ● 電池を使用している場合は、電池を取り外してください。

2 カバーを開き、リボンカセットおよびアタッチメント（またはラベル
テープカセット）を取り外す

3 水で湿らせ固く絞った綿棒で印字ヘッドの汚れをふき取る

• 印字ヘッドには直接手を触れないでください。故障の原因になることがあります。

4 清掃が終わったら、カバーを閉める
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  クリーナーを清掃 /交換する
チューブアタッチメント、チューブウォーマー（オプション）および記名板・フラッ
トチューブアタッチメント（オプション）には印字媒体の表面に付着した汚れを除去
するクリーナー（または記名板用クリーナー）が取り付けられています。
図のようにしてクリーナー（または記名板用クリーナー）を取り外し、スポンジに付
着した汚れを取り除いてください。スポンジが破損した場合は、クリーナーごと交換
してください。

• 使用済みのクリーナーは以下に従って処分してください。
企業でお使いの場合：
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」に従って処分してください。
一般家庭でお使いの場合：
地域の条例に従って処分してください。

• クリーナーには、クリーナー（青色）と記名板用クリーナー（灰色）の 2種類があります。
詳しくは「消耗品（ P.262）」を参照してください。
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 カッターの交換
カッターの深さと強さを調整しても、チューブやラベルテープがうまく切断されない
ときは カッターを交換してください。また、カッターを交換するときは、同時にカッ
ター受け台も交換してください。

• カッターは直接触ることができないような構造になっていますが、取り扱
いを誤ると刃が飛び出して、けがをする恐れがあります。本書に記載され
ていない操作は絶対に行わないでください。

• 交換した部品は放置しないでください。幼児の手などに触れるとけがをす
るおそれがあります。

• カッターを交換するときは、必ず電源を切ってください。

• 使用済みのカッターとカッター受け台は以下に従って処分してください。
企業でお使いの場合：
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」に従って処分してください。
一般家庭でお使いの場合：
地域の条例に従って処分してください。

• カッター動作回数は、使用している印字媒体に関わらずカウントされます。また、カッター
を外して印刷した場合のカッター動作も、カッター動作回数としてカウントされます。
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1 電源を切る（→ P.18）

2 カバーを開ける

3 カッターを取り外す

4 新しいカッターをセットする
 ● 向きに注意して、奥に突き当たるまで差し
込みます。
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5 カッター受け台を取り外す

6 新しいカッター受け台をセットする

7 カバーを閉める

8 電源を入れる（→ P.16）

9 ［設定］キーを押す
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10 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

11 ［▲］または［▼］で［動作記録］を選び、［ Enter］キーを押す

12  カッター動作回数を記録したあと、［ Enter］キーを押す

 ● カッター動作回数は、カッター交換ごとに
本製品に同梱の基本操作ガイドの「カッ
ター動作記録」に記録しておくことをおす
すめします。

13 ［▲］または［▼］で「 カッター交換」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「カッター交換を受け付けました。」の画面
が表示されたあと、元の画面に戻ります。

 ● カッター動作回数が「 0回」にリセットさ
れます。

 ● カットの深さや強さが「標準」に戻りま
す。

14 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 本体設定の変更
 自動電源オフの設定を変更する（アダプター /電池）
一定時間操作しなかった場合に、自動的に電源が切れる時間を変更します。自動電源
オフの設定は、使用する電源ごとに設定することができ、初期値はいずれも「30分」
に設定されています。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 自動電源オフ」（または「 自動電源オフ（電
池）」）を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で自動的に電源が切れるまでの時間を選び、
［ Enter］キーを押す

 ● 設定時間は、「オフしない」、「 5分」、「 15

分」、「 30分」から選択できます。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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• 次のような場合は、自動電源オフの機能は働きません。
 - エラーが発生している状態のとき

 - カバーが開いているとき
• 使用する電源を切り替えたときは、時間がリセットされます。
• PC接続または Bluetooth接続の状態でデータを受信しないまま設定時間を経過すると、自
動的に電源が切れます。
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 ディスプレイの設定を変更する
 ディスプレイの表示濃度や明るさを変更することができます。

 ■ 表示濃度を調整する
表示濃度の初期値は「5」に設定されています。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「機器を調整」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「表示濃度」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［◀］または［▶］で濃度を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 現在の設定の下に「▲」が表示されます。

 ● 表示濃度は、1（最も薄い）～ 9（最も濃い）
の範囲で設定できます。

薄 濃

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 ■ バックライトの明るさを調整する（アダプター /電池）
バックライトの明るさの設定は、使用する電源ごとに設定することができ、初期値は
ACアダプター使用の場合が「4」、電池使用の場合が「1」に設定されています。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「機器を調整」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 バックライト（アダプター）」（または「 バック
ライト（電池）」）を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［◀］または［▶］で濃度を選び、［ Enter］キーを押す

 ● 現在の設定の下に「▲」が表示されます。

 ● バックライトの明るさは、1（最も暗い）
～ 4（最も明るい）の範囲で設定できます。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 ■ ������������������

一定時間操作しなかった場合に、自動的にディスプレイのバックライトが消灯する時
間を変更します。初期値は「5分」に設定されています。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 自動バックライトオフ」を選び、［ Enter］キー
を押す

4 ［▲］または［▼］で自動的にバックライトが消灯するまでの時間を選
び、［ Enter］キーを押す

 ● 設定時間は、「オフしない」、「 1分」、「 3

分」、「 5分」から選択できます。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• PC接続または Bluetooth接続の状態でデータを受信しないまま設定時間を経過すると、自
動的にバックライトが消灯します。
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  表示言語を変更する
ディスプレイに表示される言語を変えられます。初期値は「日本語」に設定されてい
ます。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「言語 /Language」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で言語を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 英語表示の場合は、ローマ字入力、ひらがな入力、カタカナ入力ができません。
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 操作音を消す
キー操作音と警告音を消します。 音設定の初期値は「あり」に設定されています。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「機器を調整」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「音」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「なし」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 印字媒体節約搬送モードの設定を変更する
「印字媒体節約搬送モード」は、先端部分の余白をなるべく少なくするために印字媒体
の先端をプリントヘッド位置まで戻してから印刷を開始する機能です。初期値は「オ
ン」に設定されています。印刷位置やカット長がばらつくときや、印刷開始を早くし
たいときは、設定を「オフ」に設定してください。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 印字媒体節約搬送」を選び、［ Enter］キーを
押す

4 ［▲］または［▼］で「オフ」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 「オフ」に設定すると、「オン」を設定しているときに比べて、先端部分の余白が多くなります。

• チューブサイズが「φ 1.5mm」の場合は、設定を変更しても先端部分の余白量は変わりません。
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 巻き戻り動作の設定を変更する
印刷が終わると、印字媒体の先端はカッターの位置で停止します。この場合、搬送ロー
ラー 2と搬送ローラー 3に印字媒体が挟まれた状態となるため、印字媒体の材質によっ
ては、搬送ローラーで挟まれていた部分が変形して「搬送エラー」の原因になること
があります。「搬送エラー」が繰り返し発生する場合は、印刷後に印字媒体の先端を印
字ヘッドの位置まで戻すように巻き戻り動作を設定してみてください。
巻き戻り動作の初期値は「なし」に設定されています。

カッター位置

印字ヘッド位置

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 巻き戻り動作」を選び、［ Enter］キーを押す
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4 ［▲］または［▼］で「あり」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 記名板全切り設定を「しない」（初期値）に設定して記名板を印刷した場合は、巻き戻り
動作の設定に関わらず、記名板の先端をカッターの位置で停止させます。

• 細いチューブや柔らかいチューブの場合、巻き戻り動作を「あり」で印刷するとチューブ
がうまく送れないことがあります。この場合は、巻き戻り動作を「なし」（初期値）に戻
して印刷してください。
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 印刷の最終ページのカット位置をそろえる
細いチューブや柔らかいチューブに印刷すると、印字媒体の搬送がうまく行われず印
刷の最終ページの長さが短くなることがあります。ページの長さを揃えたいときは、
「 軟チューブ搬送モード」の設定を「有効」に設定してください。初期値は「無効」に
設定されています。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 軟チューブ搬送モード」を選び、［ Enter］キー
を押す

4 ［▲］または［▼］で「有効」を選び、［ Enter］キーを押す

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。

• 「有効」に設定すると、「無効」を設定しているときに比べて、リボンの消費量が多くなり
ます。
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 接続キーの機能割り当てを変更する
［接続］キーを押したときの機能を変更することができます。よく使う接続を割り当て
ておくと、簡単に接続状態を切り替えることができます。初期値は「PC/Bluetooth選
択」に設定されています。

【例】 ［接続］キーを押すと、PC接続状態になるように設定する

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「機器と接続」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「 接続キー設定」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ［▲］または［▼］で「 PC接続」を選び、［ Enter］キーを押す

 ● PC/Bluetooth 選 択、PC 接 続、Bluetooth

接続から選択します。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 本製品を初期化する
すべての設定をお買い上げ時の設定に戻します。（ 初期化する）

• 初期化すると、作成中のデータや本体に保存してあるファイルはすべて消去されます。デー
タをよく確認してから初期化してください。必要なデータは、初期化する前に必ずパソコ
ンなどに保存してください。（→ P.202）

1 電源を切る（→ P.18）

2 ［全削除］キーを押しながら電源キーを 1秒以上長押しする

 ● 初期化の確認画面が表示されます。

3 「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「初期化中…」が表示されたあと、電源が
切れます。
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 Bluetooth接続
Bluetooth機能を使用すると、スマートフォンやタブレット端末と本プリンターを接
続できます。

• スマートフォンやタブレット端末の設定については、スマートフォンやタブレット端末の
取扱説明書を参照してください。

• 本プリンターにデータを送信するためには、本プリンターに対応した専用アプリケーショ
ンを、スマートフォンやタブレット端末にインストールする必要があります。アプリケー
ションは、別途開発が必要です。

 スマートフォンやタブレット端末とプリンターを接続する

1 ［接続］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「  Bluetooth接続」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「 BDアドレス」にはプリンターの
Bluetoothアドレスが表示されます。

3 タブレット端末の Bluetooth機能をオンにしてプリンターと接続する

 ● タブレット端末がプリンターに接続する
と、ディスプレイの表示が「データ受信待
ち…」に変わります。
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 チューブやラベルテープがつまった
本体内部で印字媒体がつまると、ディスプレイに「搬送エラー」メッセージが表示され、
印刷を中止します。以下に示す手順に従って印字媒体を取り除いてください。

• 本体内部で印字媒体がつまっているのに、メッセージが表示されない場合は、［取消］キー
を 2秒以上長押しして印刷を中止したあと、手順 2からの指示に従って印字媒体を取り除
いてください。（この場合、手順に示すメッセージは表示されません）

1 「 搬送エラー」のメッセージが表示されたときは、任意のキーを押す

 ● キーを押すと、画面に指示が表示され
ます。

2 カバーを開ける
 ● カバーを開けると、画面に
指示が表示されます。
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3 リボンカセットを取り外す
 ● リボンが巻きついて取り外せない場合
は ､ 無理に外さないで、手順 4へ進ん
でください。

4 任意のキーを押す
 ● キーを押すと、画面に指示が表示され
ます。

5 （チューブのとき）
 図のように、 ジャム解除レバーを矢印方向に押しながらチューブを引
き抜く

 ● チューブを引き抜けない場合は、ジャ
ム解除レバーを矢印方向に押しなが
ら、アタッチメント（またはチューブ
ウォーマー）を取り外してください。

 ● 前手順でリボンカセットを取り外して
いないときは、リボンカセットを取り
外してください。
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 （ラベルテープまたはラップアラウンドテープのとき）
図のように、ジャム解除レバーを矢印方向に押しながら、カセットを
取り外す

 ● 前手順でリボンカセットを取り外して
いないときは、リボンカセットを取り
外してください。

6 印字媒体（またはカセット）を取り除いたら、任意のキーを押す
 ● キーを押すと、画面に指示が表示され
ます。

7 リボンのたるみを取る

• リボンがたるんでいると正しく動作しないことがあります。

8 リボンカセットを戻して、カバーを閉める
 ● リボンカセットは真っ直ぐに差し込み、
カチッと音がするまでしっかりと押し
ます。

 ● カバーを閉めると、確認画面が表示さ
れます。
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9 印字媒体を取り除けたときは、「はい」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「はい」を選ぶと、文字入力画面に戻り
ます。

 ●「いいえ」を選ぶと、再度「搬送エラー」
メッセージが表示されます。手順 1か
ら操作して、印字媒体を完全に取り除
いてください。

10 取り除いた印字媒体の、折れ曲がったり傷ついたりした部分や印刷済
みの部分を切り取る

11 印字媒体を再度セットする（→ P.21） 

•   フィード機能で印字媒体を取り出す
チューブやラベルテープが手で取り出せない位置にある場合は、フィード機能を使います。
ただしフィード機能で送り続けた場合、印字媒体を傷つけたり、リボンカセットのリボン
を巻き込んだりしてつまりの原因になることがあるため、通常は使用しないください。

1 ［オプション］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す
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3  ［▲］または［▼］で「フィード」を選び、［ Enter］キーを押す

4  ［◀］（順送り）または［▶］（逆送り）で、任意の位置まで印
字媒体を送る

 ●［◀］または［▶］を押し続けている
間は連続して順送り /逆送りされます。

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。



240

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

 困ったときの対処方法

現象 原因 /確認のポイント 対処方法
電源が入らない。 ACアダプターと電源コー

ドが正しく接続されていま
すか。

AC アダプターと電源コード
が接続されていることを確
認したあと、電源プラグを
コンセントにしっかり差し
込んでください。

同梱の AC アダプター（ PR-

TP001 ）および電源コード
を使用していますか。

同梱の AC アダプター（ PR-

TP001）および電源コード以
外は使用しないでください。
火災や感電、故障の原因と
なります。

電池が逆向きにセットされ
ていませんか。

電池ケースの中に刻印され
ている向きに、すべての電
池が正しくセットされてい
ることを確認してください。

 電池が消耗していません
か。

電池を交換するか、同梱の
AC アダプター（ PR-TP001 

）を使用してください。
指定の電池以外を使用して
いませんか。

指定の電池を使用してくだ
さい。（→ P.14）

ACアダプターをセッ
トしても表示が ACア
ダプターマークに変わ
らない。

ACアダプターと電源コー
ドが正しく接続されていま
すか。

いったん電源を切り、AC ア
ダプターと電源コードが接
続されていることを確認し
たあと、電源プラグをコン
セントにしっかり差し込ん
でください。

電池の残量が正しく表
示されない。

十分に充電されていない電
池をセットすると、残量を
正しく表示できない場合が
あります。

満充電にした電池を使用し
てください。

リボンの残量が正しく
表示されない

ファームウェアのバージョ
ンが 6.0以上でない場合、
リボン残量が正しく表示さ
れない場合があります。

最新のファームウェアに
更新してください。
（→ P.255）
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現象 原因 /確認のポイント 対処方法
きれいに印刷できない。

印刷が欠けたり、かす
れたりする。

印刷設定で選択した印字媒
体の種類とサイズが、実際
にセットされている印字媒
体と一致していますか。

セットされている印字媒体
を確認して、印字媒体の種
類とサイズを正しく設定し
てください。

リボンカセットは正しく
セットされていますか。

リボンカセットを取り出
し、たるみを取ってから
再度セットしてください。
（→ P.20）

アタッチメントやラベルカ
セットは正しくセットされ
ていますか。

アタッチメントまたはラ
ベルカセットを取り出し、
再度セットしてください。
（→ P.22）

チューブや記名板がねじれ
たり反ったりしていません
か。

ねじれや反りを直してか
らセットしてください。
（→ P.24）
また、巻きぐせなどでチュー
ブや記名板の先端が曲がっ
ている場合は、まっすぐに
なるように直す、またはそ
の部分を切り取ってから本
体にセットしてください。

印字媒体が変形していませ
んか。

印字媒体の変形した箇所を
切り取ってからセットしな
おしてください。

チューブや記名板が汚れて
いませんか。

汚れやゴミを乾いた布でふ
き取ってください。また、
油などのふき取れない汚れ
がついたものは使用しない
でください。

チューブや記名板の搬送に
負荷がかかっていません
か。

本体と印字媒体を同じ台の
上（または高さ）に置くなど、
搬送に負荷がかからないよ
うにしてください。

チューブリールを使用の場
合は、負荷を軽くして使用
してください。
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（前ページからの続き）

きれいに印刷できない。

印刷が欠けたり、かす
れたりする。

印刷データが印字媒体の幅
をはみ出してもエラーメッ
セージは表示されません。

「最大印刷可能文字サイズ
（ P.52）」を参考に文字サイ
ズや枠を設定してください。
また、プレビューを参考に、
文字が欠けていないことを
確認してから印刷すること
をおすすめします。
上下方向の印刷位置を
調整してみてください。
（→ P.99）
文字サイズ、枠、行数の設
定を変更してください。

印刷濃度と印刷速度は適切
ですか。

印刷濃度を濃い方向に調整
してください。（→ P.102）
印刷速度を遅くしてくださ
い。（→ P.103）

キープチューブの場合、内
側のヒダがつぶれた状態で
印刷されている可能性があ
ります。

内側のヒダが図のような向
きになるようにチューブを
セットしてみてください。

搬送ローラーが汚れていま
せんか。

搬送ローラーを清掃して
ください。月に 1 回程度
の清掃をおすすめします。
（→ P.212）

印刷ヘッドが汚れていませ
んか。

印字ヘッドを清掃してく
ださい。月に 1 回程度の
清掃をおすすめします。
（→ P.214）



243

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

（前ページからの続き）

きれいに印刷できない。

印刷が欠けたり、かす
れたりする。

アタッチメントやチューブ
ウォーマー（オプション）
のクリーナーが汚れていま
せんか。

クリーナーを清掃してく
ださい。月に 1 回程度の
清掃をおすすめします。
（→ P.215）
クリーナーが消耗していた
ときは新しいクリーナーに
交換してください。

本体内部が汚れていません
か。

本体内部を清掃してくださ
い。（→ P.211）

使用環境は適切ですか。 動作環境については、「仕
様（ P.259）」を参照してく
ださい。
また、チューブウォーマー（ 

オプション）を使用すると、
5℃までの低温環境で印刷で
きます。

チューブウォーマーを使用
しても改善されない場合

チューブウォーマーの温度
を「高」に設定してくださ
い。（→ P.35）
チューブウォーマーを通過
しない箇所（チューブの先
端部分など）は、チューブ
が温まりません。温まった
箇所の印刷を確認してくだ
さい。
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現象 原因 /確認のポイント 対処方法
文字がつぶれたり、か
すれたりする。

小さな文字や複雑な文字を
印刷していませんか。

印刷濃度を調整してくださ
い。（→ P.102）

印刷後の印字媒体の表
面が汚れている。

印刷時に印字媒体の先端が
リボンに触れたことが原因
でインクが付くことがあり
ます。

乾いた布で印字媒体につい
た汚れを拭き取ってくださ
い。

リボン切れ チューブにビニールテープ
の糊のような粘りがある汚
れがついていませんか。

汚れのないチューブを使用
してください。

記名板に印刷すると、
白い縦すじ（線）が入
る。

印刷濃度が適切ではない可
能性があります。

印刷結果にあわせて印刷
濃度を調整してください。
（→ P.102）
•  黒く塗りつぶされている
記号 (●、■ など )にす
じ（線）が入るときは、
濃度を下げてください。

•  上記以外の文字や記号
にすじ（線）が入ると
きは、濃度を上げてくだ
さい。

印刷設定で「記名板」
以外の印字媒体が選択
できない。

記名板印字エリア設定で
「拡張」を設定したページが
ある。

記名板印字エリア設定
を「標準」に設定する
（→ P.66）、またはカット
長を「自動」に設定してく
ださい。（→ P.63）
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現象 原因 /確認のポイント 対処方法
印字媒体がうまく送れ
ない。

チューブや記名板の搬送に
負荷がかかっていません
か。

本体と印字媒体を同じ台の
上（または高さ）に置くな
ど、搬送に負荷がかからな
いようにしてください。
チューブリールを使用の場
合は、負荷を軽くして使用
してください。

搬送ローラーが汚れていま
せんか。

搬送ローラーを清掃して
ください。月に 1 回程度
の清掃をおすすめします。
（→ P.212）

搬送ローラーで挟まれて
いた部分の変形が原因で、
チューブがうまく送れてい
ない可能性があります。

巻き戻り動作を「あり」に
設定してみてください。
（→ P.228）
また、変形した箇所は切り
取り、印字媒体をセットし
なおしてください。

ラベルテープの排出口にの
りが付着していませんか。

ラベルテープの排出口に
のりが付着していない
か、確認してください。
（→ P.26）
ラベルテープの排出口にの
りが付着していると、ラベ
ルテープがつまる場合があ
ります。

使用環境は適切ですか。 動作環境については、「仕
様（ P.259）」を参照してく
ださい。
また、チューブウォーマー
（ オプション）を使用する
と、5℃までの低温環境で
印刷できます。
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現象 原因 /確認のポイント 対処方法
全切りできない。

半切りできない。

半切りが切れすぎる。

カッターとカッター受け台
が正しくセットされていま
すか。

「カッターの交換（P.216）」
を参考に正しくセットして
ください。

カットの深さや強さは適切
ですか。

カッターの深さ（→ P.108）
と強さ（→ P.113）を調整
してください。

カッターの交換時期ではあ
りませんか？

カッターとカッター受け
台を交換してください。
（→ P.216）

印刷位置やカット長が
ばらつく。

印刷箇所がカットされ
てしまう。

チューブが斜めにカッ
トされる。

印字物の排出口周辺に排出
を妨げる物を置いていませ
んか。

排出口周辺に物を置かないで
ください。排出を妨げる物が
あると、チューブやラベル
テープがまっすぐに排出され
ず、曲がった状態でカットさ
れることがあります。

チューブや記名板の搬送に
負荷がかかっていません
か。

本体と印字媒体を同じ台の
上（または高さ）に置くな
ど、搬送に負荷がかからな
いようにしてください。
チューブリールを使用の場
合は、負荷を軽くして使用
してください。

チューブがねじれたり反っ
たりしていませんか。

ねじれや反りを直してか
らセットしてください。
（→ P.24）
また、巻きぐせなどで
チューブの先端が曲がって
いる場合は、まっすぐにな
るように直す、またはその
部分を切り取ってから本体
にセットしてください。

搬送ローラーが汚れていま
せんか。

搬送ローラーを清掃して
ください。月に 1 回程度
の清掃をおすすめします。
（→ P.212）
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（前ページからの続き）

印刷位置やカット長が
ばらつく。

印刷箇所がカットされ
てしまう。

チューブが斜めにカッ
トされる。

先端部分（印刷開始位置か
ら約 60 mm）の印刷は、印
刷位置やカット長がばらつ
くことがあります。

印字媒体節約搬送モード
の設定を「オフ」に設定
し、印刷してください。
（→ P.227）

お使いの印字媒体や環境に
よっては、印刷位置やカッ
ト長がばらつくことがあり
ます。

印刷位置やカット長を印字
媒体ごとに調整してくださ
い。（→ P.96）
調整してもばらつきが気に
なる場合は、半切りを「な
し」に設定してはさみ等で
カットしてください。

細いチューブや軟らかい
チューブに印字する場合、
最終ページのカット位置が
ばらつくことがあります。

軟チューブ搬送モードの設
定を［有効］にしてくださ
い。（→ P.230）

パソコンからデータを
送信すると、すべての
ページを送信できない
という画面が表示され
る。

パソコンから送信したデー
タが、プリンターのメモ
リー容量を超えています。

データを複数回に分けて送
信してください。
・ 印刷する場合（→ P.170）
・ プリンターにデータを保
存する場合（→ P.196）
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 メッセージが表示された
本製品の操作中や印刷中にトラブルが発生すると、ディスプレイに エラーメッセージ
を表示します。メッセージを確認し、それぞれの対処方法に従って操作してください。

メッセージ 内容 /対処方法

入力された値は設定範囲
外です。

設定範囲内の数値を入力してください。

縦向き／横書きでは、文
字間の設定はできません。

印刷方向が「縦向き／横書き」のときは、文字間隔は
選択できません。

ペーストするデータがあ
りません。

ページをカットまたはコピーして、ペーストするデー
タを用意してください。

空き容量不足

これ以上文字の入力はで
きません。

文字を入力するために必要なメモリーが不足していま
す。（→ P.259）作成した文字データをいったん保存
し、画面に表示されている文字をすべて消去してから
新たな文字を入力してください。

長さオーバー

入力データが設定長を超
えています。

設定範囲内の数値を入力してください。

このページには既に連番
が設定されています。

連番の設定は、1ページに 1 カ所のみです。

文字数オーバー

入力可能文字数を超えて
います。

入力可能な文字数で入力しなおしてください。

×××××××は既に存
在します。名前を変更し
てください。

別のフォルダー名にしてください。

空き容量不足

これ以上保存できません。

ファイルを保存するために必要なメモリーが不足して
います。不要なファイルを削除して空き容量を増やし
てください。

ファイルはありません プリンターにファイルが 1つも保存されていません。
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メッセージ 内容 /対処方法

選択したフォルダー内に
ファイルはありません。

選択したフォルダー内にファイルが 1つも保存されて
いません。フォルダーを選びなおしてください。

選択したフォルダー内に既
に 99ファイル保存されて
います。

1 フォルダーに保存できるのは最大 99 ファイルまで
です。不要なファイルを削除してから保存するか、別
のフォルダーに保存してください。

1.3mm角／ 2mm角では
漢字の入力はできません。

文字サイズを 2.6mm以上に変更してください。
（→ P.51）

文字数オーバー

変更できません。

指定したカット長の文字数制限を超えました。カット長
の設定を変更する（→ P.62）、または文字を削除し
てください。

入力できません

カット長または文字サイ
ズを変更してください。

設定されている文字サイズとカット長では、入力で
きません。カット長（→ P.62）または文字サイズ
（→ P.51）を変更してください。

3行設定されたデータが
あります。

分割または結合しようとしていたページに 3行のデー
タがあります。3行のページを変更または削除してく
ださい。

連番設定されたデータが
あります。

分割、結合しようとしているページに連番が設定され
ています。連番部分を削除してください。（→ P.58）

文字データがありません。 印刷設定画面を表示するときは、あらかじめ文字を入
力しておく必要があります。［印刷］キーを押す前に
文字を入力してください。

カット長を超えるデータ
は削除されます。よろし
いですか？

「はい」を選んだ場合は、カット長を超えるデータが
自動で削除されます。
「いいえ」を選んだ場合は中止します。カット長また
は文字数を変更してください。

縦向き横書きのページは
センターラインが印字さ
れません。

印刷方向が「縦向き／横書き」のページはセンターラ
インが印刷されません。センターラインを印刷したい
ときは、印刷方向を変更してください。（→ P.54）

カバーを閉じて何かキー
を押してください

カバーを開けた状態では印刷できません。カバーを閉
じて任意のキーを押してください。
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メッセージ 内容 /対処方法

 印字媒体がセットされて
いません。

印字媒体を正しくセットしなおしてください。
［ Enter］キーを押すと印刷を開始します。（→ P.22）

チューブの種類によっては、チューブを検知できな
い場合があります。このときは、印刷設定の印字媒
体を「透明チューブ」に設定して印刷してください。
（→ P.86）

 リボンカセットがセット
されていません。

リボンカセットをセットしてください。［ Enter］キー
を押すと印刷を再開します。（→ P.19）

 印字媒体終了

 印字媒体を引き抜いてく
ださい。

印刷中に印字媒体がなくなりました。印字媒体を本体
から引き抜き、任意のキーを押してください。新しい
印字媒体に交換したあと［ Enter］キーを押すと、中断
したページから印刷を再開します。（→ P.22）
また、本体から引き抜いた印字媒体は、一部が半切り
されていないことがあります。
その場合は、はさみ等でカットして対応してください。

 新しい印字媒体をセット
してください。

新しい印字媒体をセットし、［ Enter］キーを押すと印
刷を再開します。（→ P.22）

 リボン終了

リボンカセットを交換し
てください。

新しいリボンカセットに交換し、［ Enter］キーを押す
と中断したページから印刷を再開します。

 印字媒体の先端が検出で
きません。ヘッド～カッ
ター間の印字媒体を取り
除いてください。

印字媒体を取り除き、印字ヘッドとカッターの間に印
字媒体がつまっていないこと確認してください。つ
まった印字媒体を取り除く場合は、「チューブやラベ
ルテープがつまった（ P.235）」を参照してください。
印字媒体を正しくセットしたあと、［ Enter ］キーを押
すと、印刷を再開します。

印字ヘッド位置を初期化
できません。

任意のキーを押してください。それでも、同じメッセー
ジが表示される場合は、ファームウェアを更新してく
ださい。（→ P.255）

印字ヘッドを印刷位置に
移動できません。

任意のキーを押してください。それでも、同じメッセー
ジが表示される場合は修理対応窓口にご連絡くださ
い。

カッター位置を初期化で
きません。
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メッセージ 内容 /対処方法

 サイズ切り替えレバーの
位置が合っていません。
印刷を続けますか？

印刷設定画面で設定した印字媒体のサイズと、サイズ
切り替えレバーの位置が合っていません。（→ P.24）
「はい」を選ぶと、印刷を開始します。
設定し直す場合は、「いいえ」を選び、画面の指示に
従ってサイズ切り替えレバーを正しい位置に設定して
ください。任意のキーを押すと印刷を開始します。

データチェック

全設定を初期化します。

データにエラーが発生し、すべての設定がお買い上げ
時の設定に戻りました。保存ファイルもすべて削除さ
れています。

ファイル保存中に電源が
切られました。保存デー
タをチェックしています。

保存ファイルを確認してください。保存されていない
データは、保存しなおしてください。

ファイル呼出し中に電源
が切られました。入力デー
タを初期化します。

入力中のデータは削除されます。データを入力しなお
してください。

ファイル削除中に電源が
切られました。保存デー
タをチェックしています。

保存ファイルを確認してください。削除されていない
ファイルは削除してください。

 搬送エラー

搬送路内に媒体が詰まっ
ています。

印刷中に印字媒体がつまりました。画面の指示に
従って、つまった印字媒体を取り除いてください。
（→ P.235）

 リボンカセットの情報が
読み取れませんでした。
残量が表示できません。

リボンカセットの IC チップから情報が読み取れません
でした。または、すでに使い切ったリボンカセットが
セットされています。
任意のキーを押して、あとに表示される画面の指示に
従い操作してください。

記名板印字エリア「拡
張」では、印字媒体は記
名板のみとなります。

カット長を「自動」に設定してください。（→ P.62）
記名板印字エリア「拡張」を設定している場合は、記
名板以外の印字媒体を選択できません。

電源を入れ直してくださ
い。

電源を入れなおしてください。それでも、同じメッセー
ジが表示される場合は修理対応窓口にご連絡くださ
い。
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メッセージ 内容 /対処方法

ウォーマーの温度が上昇
しません。ウォーマーを
オフしました。

プリンター本体の電源を切り、チューブウォーマーを
セットしなおしてください。（→ P.32）
それでも、同じメッセージが表示される場合は修理対
応窓口にご連絡ください。

ウォーマーの温度を制御
できません。ウォーマー
をオフしました。

電源を切り、ＡＣアダプ
ターを確認してください。

電源を切り、AC アダプターのプラグをコンセントか
ら抜いたあと、修理対応窓口に連絡してください。

ファームウェアアップ
デートが失敗しました。
再度アップデートを実施
してください。

任意のキーを押して、再度パソコンからファーム
ウェア更新ファイル（ .exe）を実行してください。
（→ P.256）

通信エラー

もう一度接続からやり直
してください

任意のキーを押してください。
再度、PC接続（または Bluetooth接続）を行い、デー
タを送信してください。

 電池残量が減っています。
操作を継続しますか？

電池が消耗しています。「はい」を選ぶと、印刷を続
けることができます。印刷が終了したら、一度電源を
切ってください。そのあと、電池を交換するか AC ア
ダプターを接続してください。

カット長の制限を超えて
います。カット長を変更
しますか？

「はい」を選んだ場合は、印字媒体に合わせて、自動
でカット長を変更します。
「いいえ」を選んだ場合は、中止します。カット長ま
たは文字数を変更してください。

Bluetoothが切断されま
した。もう一度接続から
やり直してください。

プリンター本体と通信機器の Bluetoothの状態を確認
し、再度接続してください。
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メッセージ 内容 /対処方法

 これ以上受信できません。
文字数を調整して再送信
してください。

文字を受信するために必要なメモリーが不足していま
す。（→ P.259）
すべてのデータを送信したい場合は、以下の手順で操
作してください。
　１. プリンター内に保持されているデータを保存し

ます。（→ P.116）
　２. 送信方法を「プリンター内のデータと置き換

える」に変更して、再度送信してください。
（→ P.165）

1.3mm角／ 2mm角では
呼び出せない文字を削除
しました。

文字サイズが「 1.3 mm全角」、「 2 mm 半角」、「 2 

mm全角」に設定されている場合、漢字は入力できま
せん。そのため、文字サイズが「 1.3 mm全角」、「 2 

mm半角」、「 2 mm全角」に設定しているデータに
漢字を含むファイルを「文字のみ」で呼び出すと漢字
を削除して表示します。

呼び出したデータがカッ
ト長を超えています。カッ
ト長を超えるデータを削
除しました。

カット長を指定しているデータにカット長を超える文
字が入力されているファイルを「文字のみ」で呼び出
すと、カット長を超える文字を削除して表示します。

インクリボンが記名板用
ではありません。正しく
印字できない可能性があ
ります。

•  記名板に印刷したい場合
　 リボンカセット（黒・150ｍ）、リボンカセット（白・

85ｍ）では正しく印刷できない可能性があります。
　 メッセージが表示されたら、以下の手順で対処して
ください。

　１. カバーを開けてリボンカセット（黒・40ｍ）を
セットします。

　２. 任意のキーを押してください。
「続行しますか？」のメッセージが表示されます。

　３. 「はい」を選び、印刷を開始します。
「いいえ」を選ぶと印刷を中止します。

• 記名板以外の印字媒体に印刷したい場合
　 印字媒体が記名板に設定されています。[印刷 ]キー
を押して、適切な印字媒体に設定し直してください。
（→ P.86）
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 ファームウェアをアップデートする
機能が追加されたり、機能に不具合があったときなどに ファームウェアは更新されま
す。機器の機能や操作性の向上のために、常に最新のファームウェアを使用すること
をおすすめします。

 ファームウェアのバージョンを確認する
ファームウェアを更新する前に本製品のファームウェアバージョンを確認してください。

1 ［設定］キーを押す

2 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

3 ［▲］または［▼］で「デバイス情報」を選び、［ Enter］キーを押す

4 ファームウェアバージョンを確認する
 ●  画面には、以下の内容が表示されます。

表示項目 表示内容
S/N 本体のシリアルナンバー
Main 本体のファームウェア

バージョン
Font フォントバージョン
Bluetooth Bluetoothバージョン
BDアドレス Bluetoothアドレス

5 ［ Shift］+［取消］キーを押す

 ● 文字入力画面に戻ります。
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 ファームウェアのアップデートを実行する

• ファームウェアのアップデート前に以下を準備してください。
 - 最新のファームウェア更新ファイル（ .exe）をキヤノンホームページからダウンロード
してください。
ダウンロードサイト  canon.jp/download

 - ファームウェアのアップデートが正しく実行されなかったときなどに備えて、本体に保
存されているデータをバックアップしておいてください。（→ P.202）

• ファームウェアをアップデートするときは、ACアダプターを使用してください。
• 複数台のプリンターを同時にアップデートすることはできません。MK5000または

MK3000のいずれか 1台のみ接続してください。
• 他の起動中のアプリケーションソフトは、すべて終了してください。

1 プリンターに ACアダプターを接続する（→ P.13）

2 USBケーブルでプリンターとパソコンを接続する

3 プリンターの電源を入れる（→ P.16）

4 ［設定］キーを押す

• プリンターのディスプレイに「印字ヘッド位置を初期化できません。」と表示され［設定］
キーを押してもプリンター本体を操作できない場合は、手順 8へ進んでください。

5 ［▲］または［▼］で「その他」を選び、［ Enter］キーを押す

http://canon.jp/download
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6 ［▲］または［▼］で「ファームウェア更新」を選び、［ Enter］キーを押す

7 ［▲］または［▼］で「する」を選び、［ Enter］キーを押す

 ●「する」を選ぶと、プリンターはファーム
ウェア更新ファイルからの受信待機状態に
なります。

• 受信待機状態を解除したい場合は、いったんプリンターの電源を切ってください。

 8 パソコンからファームウェア更新ファイル（ .exe）を実行する

 ● 現在のファームウェアバージョンとアップデーターのバージョンを確認し
たあと、［送信］を押します。

 ● アップデートが完了すると、自動でプリンターの電源が切れます。

• ファームウェアのアップデート中は、以下のことを行わないでください。
 - 電源を切る
 - USBケーブルを抜く
 - プリンターの各部を操作する
 - アプリケーションやプリンタードライバーからプリンターにデータを送信する
 - パソコンをスリープ状態にする（スリープ状態になると、アップデートが正常に行われ
ないことがあります）

• 以下の場合は、アップデートが正しく行われていない可能性があります。ファームウェア
のバージョンを確認してください。

 - 停電などによりアップデートが中断してしまった場合

 - アップデートを開始して 20分以上経過しても、アップデート完了のダイアログボック
スが表示されない場合
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9 アップデートの完了を確認したら、ファームウェア更新ファイルの画面
を閉じる

 ● 以上で、ファームウェアのアップデートは完了です。



Chapter 7

付録

仕様 ......................................................................................................................................... 259 

プリンター本体 .............................................................................................................259 

印字媒体 ............................................................................................................................261 

ソフトウェアの動作環境 .........................................................................................261 

消耗品 /オプション一覧 ............................................................................................. 262 

機能一覧 ............................................................................................................................... 264 

ローマ字 /かな入力表 .................................................................................................. 266 

記号一覧表 .......................................................................................................................... 268 

区点コード表 ..................................................................................................................... 269 

索引 ......................................................................................................................................... 281 



259

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

 仕様
 プリンター本体

製品名 MK5000

印刷方式 熱転写印刷方式

解像度 300dpi

印刷速度 高速モード：40 mm/秒　*1

中速モード：25 mm/秒
低速モード：18.5 mm/秒

印刷処理速度

＜印刷条件＞
チューブ連続印刷：
カット長 20mm、5文字（ 3mm全
角）、半切りあり、カット強さ標準

高速モード（ 40 mm/秒）:

55本 /分
   （φ 1.5 mm～φ 6.5 mm）
45本 /分
   （φ 7 mm～φ 10 mm）
中速モード（ 25 mm/秒）：35本 /分
低速モード（ 18.5 mm/秒）：30本 /分

カット長 チューブ /ラップアラウンドテープ
：8 mm~150 mm

ラベルテープ：4 mm~150 mm

記名板：2 mm~150 mm

インクリボン リボンカセット
（黒色：40 m/150 m、白色： 85 m）

文字サイズ 1.3mm全角、2 mm全角 /半角、
2.6 mm全角 /半角、3 mm全角 /半角、
4 mm全角 /半角、6 mm全角 /半角
（ただし、1.3mm全角、2 mm全角 /半角は
漢字不可）

文字種類 JIS第 1水準、JIS第 2水準、記号類

入力方法 ノートパソコンタイプキーボード（ JIS配列準拠）
ローマ字かな漢字変換入力、
ひらがな入力、カタカナ入力、
英数字入力、区点コード入力、記号入力

表示方法 バックライト付き液晶表示器によるグラフィッ
ク表示（ 160× 64ドット）
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ディスプレイ表示文字数 入力データ 10文字× 2行（全角表示時）

 メモリー容量 印刷文字データ記憶部 約 5,000文字
ファイル保存記憶部 約 250,000文字
フォルダー数：10

カット方式 自動半切り、自動全切り

電源 ACアダプター
(PR-TP001)使用  

100 ～ 240 V    50/60 Hz   0.74 A

充電式電池 エネループ（ eneloop）単 3形スタンダードモ
デル（品番：BK-3MCC）× 6本

インターフェイス USB2.0 Full-Speed

Bluetooth Specification Version 5.0

（ Bluetooth Low Energy技術）

動作環境 温度 15℃～ 32.5℃、湿度 10%～ 85%（ただし
結露なきこと）
*チューブウォーマー（オプション）使用時は
5℃～ 18℃

最大消費電力 25 W

本体寸法 幅（W）272 mm×奥行（ D）318 mm×
高さ（ H）97 mm

本体質量 2.7 kg（本体のみ）

 *1　印字媒体の種類やご使用の環境によっては、印刷速度が遅くなることがあります。
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 印字媒体
印刷に使用できる印字媒体は以下のとおりです。

 チューブ
*1

ポリ塩化ビニル
(PVC)チューブ

内径：φ 1.5 mm～φ 10 mm

厚さ：0.4 mm～ 0.6 mm

*チューブウォーマー使用時：φ 1.5 mm～ 6.5 mm透明チューブ

熱収縮チューブ 内径：φ 1.5 mm～φ 10mm

厚さ：0.2 mm～ 0.4 mm

キープチューブ 内径：φ 3.0 mm～φ 5.5 mm

厚さ：0.4 mm、 0.5 mm

ラベルテープ 専用カセット（白色、黄色、銀色）
幅：6mm、9mm、12mm 、長さ 30m（銀色 27m）

ラップアラウンドテープ　
*3

専用カセット（印刷部のみ白色、その他は透明）
テープ幅 / 巻き長さ ： 33 mm / 8m 巻

フラットチューブ
（扁平形チューブ）*1*2

内径：φ 1.5 mm～φ 6.5 mm、幅：11.2 mm以下、
厚さ：0.4 mm～ 0.6 mm

記名板　*1*2 厚さ：0.5 mm、幅： 8.0 mm～ 10.0 mm

*1　 チューブ（キープチューブを除く）および記名板は市販品をお求めください。また、
市販のチューブ、記名板の中には、本プリンターで印刷できないものがあります。事
前に動作確認をしてからご使用ください。

*2　オプションの記名板・フラットチューブアタッチメントが必要です。
*3　発売時期は、プリンター本体を購入された販売店にお問い合わせください。

 ソフトウェアの動作環境

対応 OS Windows 11
Windows 10（64bit/32bit）

コンピューター 上記オペレーティングシステムが動作可能なもの

ディスプレイおよびビデオ
ドライバー

1024× 768ドット以上
推奨 : 1280× 1024ドット

インストール時に必要な
ハードディスクの空き容量
（一時的に使用する領域も含む）

アプリケーションソフトウェア：100 MB

プリンタードライバー：100 MB

*容量は予告なく変更となる場合があります。
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 消耗品 /オプション一覧
本製品の消耗品とオプションは以下のとおりです。
詳しくは、本製品をご購入の販売店またはお客様相談センターにお問い合わせください。

• チューブ（キープチューブを除く）および記名板は市販品をお求めください。詳しくは、
「仕様」の「印字媒体（ P.261）」を参照してください。

• キープチューブ、ラップアラウンドテープの入手方法については、本製品をご購入の販売店
またはお客様相談センターにご連絡ください。

 ■  消耗品

 ●   リボンカセット  ●   ラベルテープカセット  ●   ラップアラウンドテープ
カセット

黒色：40ｍ /150ｍ
白色：85ｍ

幅：6mm/9mm/12mm

色：白色 /黄色 /銀色
テープ幅：33 mm 

巻き長さ ：  8m 巻
色：白色

 ●  カッターセット  ●  クリーナー  ●  記名板用クリーナー

*  青色

*  チューブアタッチメント、
記名板・フラットチュー
ブ アタッチメント (フ
ラットチューブ
印刷時に使用）、チューブ
ウォーマー共通

* 灰色

* 記名板・フラットチュー
ブアタッチメント
(記名板印刷時に使用）
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 ■ オプション

 ●  チューブウォーマー

寒さで硬くなったチューブを温めるための装置です。チューブウォーマーを使うと、
低温環境でもきれいに印刷できます。

 ●  記名板・フラットチューブアタッチメント

記名板またはフラットチューブに印刷するときに使います。
*  クリーナー（青色 )と記名板用クリーナー（灰色）各 1個を付属

 ●  チューブアタッチメント　*本製品の同梱品と同等

 ●  電源ケーブル、ACアダプター（ PR-TP001）セット　*本製品の同梱品と同等



264

目　

次

準
備
／

セ
ッ
ト
方
法

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
印
刷

こ
ん
な

と
き
に
は

付　

録

索　

引

印　

刷 

／
保　

存

入　

力 

／
編　

集

各
部
の

名
称

お
手
入
れ
／

本
体
の
設
定

  機能一覧
各機能キーから設定できる機能は以下のとおりです。すべての機能は、 ［設定］キーか
ら設定できます。

［設定］キー 機器と接続 PC接続 ［接続］キー   *2
Bluetooth接続
分散印刷設定
接続キー設定

ウォーマー ウォーマー制御
ウォーマー温度

文字を編集 連番設定 ［連番］キー

記号入力 ［記号］キー
区点コード入力

ページを編集 挿入 ［編集］キー
削除
コピー
カット
ペースト
分割
結合

ページを設定   

*1

文字サイズ ［文字］キー

枠囲み ［枠囲み］キー

カット長 ［カット長］キー
文字配置
記名板印字エリア
複数行ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ
カット長一括設定

印刷方向 ［方向］キー

連続印刷 ［連続］キー

文字間 ［文字間］キー

行数 ［行数］キー

 *1「ページを設定」内の並び順は、実際の画面表示と異なります。
 *2「接続キー設定」が「PC/Bluetooth接続］（初期設定値）の場合
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印刷全体を
設定

半切り設定 ［カット設定］キー
全切り設定
記名板全切り設定

６，９下線
センターライン

入力データを
削除

文字のみ ［全削除］キー
文字＋設定

ファイルを操
作

保存 ［ファイル］キー
呼出し
削除

印刷結果を
補正

先端 ［補正］キー
高さ
長さ
半切り（深さ）
半切り（強さ）
全切り（深さ）
全切り（強さ）
印刷濃度

機器を調整 印刷速度
表示濃度
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ ( ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ )
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ (電池 )
音

その他 取り出し ［取出し］キー

クリーニング
強制全切り
フィード
カッター交換
巻き戻り動作
自動電源ｵﾌ
自動電源ｵﾌ (電池 )
自動ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾌ
印字媒体節約搬送
軟ﾁｭｰﾌﾞ搬送ﾓｰﾄﾞ
起動時消去確認

ページ表示 ［ページ表示］キー

動作記録
言語 /Language
デバイス情報
ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新
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  ローマ字 /かな入力表
ア ア イ ウ エ オ ァ ィ ゥ ェ オ

A I U E O LA LI LU LE LO

XA XI XU XE XO

カ カ キ ク ケ コ
KA KI KU KE KO

サ サ シ ス セ ソ シャ シィ シュ シェ ショ
SA SI SU SE SO SYA SYI SYU SYE SYO

SHI SHA SHU SHE SHO

タ タ チ ツ テ ト チャ チィ チュ チェ チョ
TA TI TU TE TO TYA TYI TYU TYE TYO

CHI TSU CYA CYI CYU CYE CYO

CHA CHU CHE CHO

ツ テャ ティ テュ テェ テョ
LTU THA THI THU THE THO

XTU ツァ ツィ ツェ ツォ
TSA TSI TSE TSO

ナ ナ ニ ヌ ネ ノ ニャ ニィ ニュ ニェ ニョ
NA NI NU NE NO NYA NYI NYU NYE NYO

ハ ハ ヒ フ ヘ ホ ヒャ ヒィ ヒュ ヒェ ヒョ
HA HI HU HE HO HYA HYI HYU HYE HYO

ファ フィ フ フェ フォ
FA FI FU FE FO

ファ フィ フュ フェ フョ
FYA FYI FYU FYE FYO

マ マ ミ ム メ モ ミャ ミィ ミュ ミェ ミョ
MA MI MU ME MO MYA MYI MYU MYE MYO

ヤ ヤ イ ユ イェ ヨ ャ ィ ュ ェ ョ
YA YI YU YE YO LYA LYI LYU LYE LYO

XYA XYI XYU XYE XYO

ラ ラ リ ル レ ロ リャ リィ リュ リェ リョ
WA WI WU WE WO RYA RYI RYU RYE RYO

ワ ワ ウィ ウ ウェ ヲ
WA WI WU WE WO
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ン ン
NN

N

ガ ガ ギ グ ゲ ゴ グァ グィ グゥ グェ グォ
GA GI GU GE GO GWA GWI GWU GWE GWO

ギャ ギィ ギュ ギェ ギョ
GYA GYI GYU GYE GYO

ザ ザ ジ ズ ゼ ゾ ジャ ジィ ジュ ジェ ジョ
ZA ZI ZU ZE ZO ZYA ZYI ZYU ZYE ZYO

JI JA JU JE JO

JYA JYI JYU JYE JYO

ダ ダ ヂ ヅ デ ド ヂャ ヂィ ヂュ ヂェ ヂョ
DA DI DU DE DO DYA DYI DYU DYE DYO

デャ ディ デュ デェ デョ
DHA DHI DHU DHE DHO

バ バ ビ ブ ベ ボ ビャ ビィ ビュ ビェ ビョ
BA BI BU BE BO BYA BYI BYU BYE BYO

パ パ ピ プ ペ ポ ピャ ピィ ピュ ピェ ピョ
PA PI PU PE PO PYA PYI PYU PYE PYO

ヴ ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ
VA VI VU VE VO

※　 子音を連続して入力すると「っ」が表示されます。ただし、NNと入力した場合は「ん」
が表示されます。
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  記号一覧表
<記号 1> <記号 2>

<記号 3> <記号 4>
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  区点コード表
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 索引
数字

6、9下線  ......................................................................60

アルファベット

A

ACアダプター  ........................................................... 13

ACアダプター接続部  ...............................................3

B

［Back Space］キー  .....................................................7

Bluetooth接続  ....................................................... 233

C

［Caps Lock］キー  ..............................................8, 37

D

［Del］キー  ......................................................................7

E

［Enter］キー  .........................................................7, 74

I

［Ins］キー  .......................................................................7

M

MKデスクトップ・ユーティリティ  ..............125

P

PC接続  ........................................................................137

PC接続状態  ..............................................................137

U

USBケーブル接続部  ..................................................3

かな

あ

アンインストール（アプリケーション、プリン
タードライバー）  .....................................................134

い

インクリボン接続部  ...................................................4

印刷  ......................................................................86, 162

印刷イメージ  ..............................................................92

［印刷］キー  ....................................................................7

印刷設定画面  ..............................................................86

印刷速度  ...............................................................9, 103

印刷濃度  .....................................................................102

印刷範囲  ........................................................................93

印刷方向  ................................................................11, 54

印字媒体節約搬送モード  .................................. 227

印字ヘッド  ......................................................................4

印字ヘッド清掃  .......................................................214

インストール（アプリケーション、プリンター
ドライバー）  ...............................................................125

う

ウォーマー温度  .........................................................35

［ウォーマー］キー  .....................................................7

ウォーマー制御  ................................................ 10, 34

上書きモード  ........................................................9, 39

え

英数字入力  ..................................................................44

［英数 /ローマ字 /ひらがな］キー ....................7
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お

音  ................................................................................... 226

か

カーソル  ................................................................11, 39

改ページ  .............................................................. 37, 74

カタカナ入力  ..............................................................42

カッター  ...........................................................................4

カッター受け台  ............................................................4

カッター交換  ................................................ 216, 219

カッターセット  ....................................................... 262

カッター動作回数  ..................................................219

［カット設定］キー  .....................................................7

カット長  .......................................................11, 62, 63

カット長一括設定  ....................................................72

［カット長］キー  ..........................................................6

カバー  ...............................................................................3

漢字入力  .......................................................................45

き

キーボード  ......................................................................3

記号一覧表  ............................................................... 268

［記号］キー  ...................................................................7

記号入力  ............................................................48, 157

起動画面  ....................................................................... 16

起動時消去確認  ......................................................... 17

機能一覧  .................................................................... 264

記名板印字エリア  ....................................................66

記名板全切り設定  ..................................................107

記名板・フラットチューブアタッチメント  ......
23, 263

記名板用クリーナー  ....................................23, 262

行数  .................................................................................57

［行数］キー  ...................................................................6

強制全切り  .................................................................112

く

区点コード入力  ..............................................46, 158

区点コード表  ........................................................... 269

クリーナー  .........................................5, 22, 23, 262

クリーナー清掃 /交換  .........................................215

クリーニング  ............................................................212

け

言語切り替え  ........................................................... 225

さ

サイズ切り替えレバー  ............................ 5, 24, 33

最大印刷可能文字サイズ  .....................................52

削除  .................................................................................49

し

自動電源オフ（アダプター）  ............................ 220

自動電源オフ（電池）  .......................................... 220

自動バックライトオフ  ........................................ 224

ジャム解除レバー  ....................... 4, 28, 213, 236

初期化  ......................................................................... 232

書式設定  ............................................................50, 153

す

ステータスモニター  ............................................ 206

スペースキー  .................................................................7

せ

［接続］キー  ...................................................................6
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接続キー設定  ............................................................231

［設定］キー  ....................................................... 7, 264

全切り設定  .................................................................106

全切り（強さ）  ..........................................................115

全切り（深さ）  ..........................................................110

全削除  ............................................................................50

［全削除］キー  ...............................................................7

センターライン  ......................................................... 61

先端補正  .......................................................................97

そ

挿入口  ......................................................................4, 24

挿入モード  .............................................................9, 39

た

高さ補正  .......................................................................99

ち

チューブアタッチメント  ...........................22, 263

チューブウォーマー  .....................................10, 263

チューブウォーマー接続部  ....................................4

チューブ押さえレバー  .....................................5, 24

て

定格銘板  ..........................................................................3

ディスプレイ  ...........................................................4, 9

ディスプレイ表示濃度 ........................................ 222

電源  .........................................................................10, 13

電源キー  .........................................................3, 16, 18

電源コード  ................................................................... 13

電池  ................................................................................. 14

電池カバー  ......................................................................3

電池ケース  ......................................................................3

と

［取消］キー  ...................................................................7

［取出し］キー  ...............................................................7

な

長さ補正  .....................................................................100

軟チューブ搬送モード  ........................................ 230

は

排出口 .......................................................................4, 88

バックアップデータ書き込み  ......................... 204

バックアップデータ保存  ................................... 202

バックライト（アダプター）  ............................ 223

バックライト（電池）  ........................................... 223

半切り設定  .......................................................... 9, 104

半切り（強さ）  ..........................................................113

半切り（深さ）  ..........................................................108

搬送エラー  ................................................................ 235

搬送ローラー  .................................................................4

搬送ローラー清掃  ..................................................212

ひ

ひらがな入力  ..............................................................40

ふ

ファームウェアのアップデート  ..................... 254

［ファイル］キー  ..........................................................6

ファイル削除  ............................................................120

ファイル保存  .................................................116, 189

ファイル呼出し  .......................................................118

フィード  ..................................................................... 238

フォルダー名変更  ..................................................122

複合ページ印刷  .......................................................173
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複数行センタリング  ...............................................70

プリンタードライバー  .........................................125

プリンターの状態  ................................................. 207

分散印刷  .....................................................................180

へ

ページ  ....................................................................11, 37

ページの切り取り  ....................................................77

ページの結合  ..............................................................83

ページのコピー  .........................................................75

ページの削除  ..............................................................80

ページの挿入  ..............................................................79

ページの貼り付け  ....................................................77

ページの分割  .............................................................. 81

［ページ表示］キー  .....................................................6

ほ

［方向］キー ....................................................................6

［補正］キー  ...................................................................7

ま

巻き戻り動作  ........................................................... 228

め

メッセージ一覧（ステータスモニター）  ... 208

メッセージ一覧（本体ディスプレイ）  ........ 248

メモリー容量  ........................................................... 260

メモリ残量  ...................................................................37

も

文字間  ....................................................................11, 56

［文字間］キー  ...............................................................6

［文字］キー  ...................................................................6

文字サイズ  ...........................................................11, 51

文字入力画面  .............................................................. 16

文字の入力方式  ...................................................9, 37

文字配置  ...............................................................11, 63

や

矢印キー ..................................................................7, 39

ら

ラップアラウンドテープカセット  ................ 262

ラベルテープカセット  ................................26, 262

り

リボンカセット  ...............................................19, 262

リボンカセット情報画面  ...................................... 16

リボン残量  ........................................................10, 207

れ

連続印刷  ...............................................................11, 95

［連続］キー  ...................................................................6

連番  ......................................................................58, 160

［連番］キー  ...................................................................6

ろ

ローマ字 /かな入力表  ........................................ 266

わ

枠囲み  ....................................................................11, 53

［枠囲み］キー  ...............................................................6
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